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2)情 報科学 セ ン ター



















































































5.研 究 所 日誌 153
1.沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が国の国際地球観測年　(IGY)　参加の 一環として,昭 和31年 に 判庸観測隊が南極に出発 して以来,南 極地域観測
隊は,一 ・時期の中断期間を除いて,毎 年派遣 され,極 地研究は着実に発展 してきた。その結果,南 極地域観測隊並び
に極地研究の中核 となる機関を設置する必要が南極地域観測統合推進本部,日 本学術会議及び関係者から強 く要望さ
れた。昭和37年4月 国立科学博物館に極地関係の資料室兼事務室が設置されたのを皮切 りに,順 次 これが極地学課,
極地部,極 地研究部,極 地研究センター と発展的に改組 されてきた,し か し,我 が国の南極観測事業のより 層 の進
展のため,昭 和48年9月29日 に国立科学博物館極地研究センターが発展的に改組 され,大 学共同利用機関として,国
立極地研究所が創設 された。















研究系 に寒地工学研究部門,資 料系にデータ解析資料部門,事 業部に観測協力室,並 びに図書室
が設置 された。
研究系 に地学研究部門,寒 冷生物学研究部門,資 料系に低温資料部門が設置された。
事業部観測協力室に設営係 と定常観測係が設置された。




資料系に蹟石資料部門が設置 され,み ずほ基地が観測施設 となった、
研究系の極地気象学研究部門が廃JLさ れ,気 水圏遠隔観測研究部門が設置 された。(時 限10年)
研究系に阻石研究部門,資 料系にオーロラ資料部門が設置された、,
北極圏環境研究セ ンターと情報科学センターの2研 究施設が設置 され,資 料系のデータ解析資料
部門が廃止された。







大学共同利用機関 として設置され(国 、乞学校設置法の ・部を改1正する法律,昭 和48年 法律第103}ナ),極 地に関する
科学の総合研究及び極地観測を行 うことを目的とする.
2)主 要事業
ア)共 同 利 用





南極地域観測の中核機関として,観 測`}礫 の実施及び観測隊の編成の準備その他の協力業務 を行い,並 びに観測成






















氷 学 研 究 部 門
地 学 研 究 部 門
地 殻 活 動 進 化 研 究 部 門
※地 殻 活 動 進 化 研 究 部 門
※阻 石 研 究 部 門
生 理 生 態 学 研 究 部 門
寒冷生物学第一研究部門
※寒冷生物学第二研究部門
※極 地 設営 工 学 研 究 部 門
生 物 系 資 料 部 門
オ ー ロ ラ 資 料 部 門
限 石 資 料 部 門
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合 計 1 1 113(6)①14(6)21 26 14 36 126(12)①
所 長 1 1
企 画 調 整 官 1 1
研 究 系 7(6「7(6) 12 26⑫
資 料 系
`
1 3 4 2 10
北極 圏環境研 究 セ ンター 2① 2 2 1 7①
情 報 科 学 セ ン タ ー 1 1 1 3
南極圏環境モニタリング研究センター 2 2 2 6
管 理 部 18 2 20
事 業 部 6 8 36 50
図 書 室 1 1 1 2 2
(注)()内 は客員教官の定員で外数 である.
〈定 員 の 変 遷 〉
ごは外国人客員教授で外数である
瓢 所 長 企画調整官1教 授 助 教授: 助 手 事務系職員 技術系職員 極地観測職員 計
48 1 1 3(1) 1(1) 2 17 3 29 57(2)


























































56 1 1 7(5) 110(5) 15 26 17△1 31 108(1φ
57 1 1 7(5) 10(5) 15 26 1△117 31 108(1①
58 1 1 7(5) 10(5) 15 26 1△117 31 108(1φ
59 1 1 (1)7(6)
1(1)
11(6) 15 26 16△1 31 108(1①
60 1 1 7(6) 11(6) 15 26 15△1 233 109(1⇒
61 1 1 7(6) 11(6) 15 26 15 235 111(1⇒
62 1 1 7(6) 11(6) 116 26 14△1 35 111(1⇒
63 1 1 7(6) 11(6) 117 25△1 14 35 111ω
元 1 1 7(6) 11(6) 17 25 14 35 111(1⇒
2 1 1 29(6灯) 11(6)
2
19 25 14 35 115(12)①
3 1 1 9(6)① ll(6) 120 25 13△1 35 115(12)①
4 1 1 9(6)① 11(6) 20 1
26 13 35 116(12①
5 1 1 110(6灯)
1
12(6) 20 26 13
1
36 119(12)①









21 26 14 36 124(12)①





(注)ヒ 段の数 は,当 該年度 にお ける定 員の増 減数で,
人客員教授で外数で ある。






年度 人 件 費 物 件 費 計 一
一 一
48 86,934 53,153 140,087
49 156,495 131,061 287,556
50 208,149 212,942 421,091
51 237,054 343,672 580,726
52 280,699 319,789 600,488
53 319,120 438,971 758,091




56 425,947 682,199 1,108,146
57 449,116 610,345 1,059,461
58 470,172 642,888 1,113,060
59 492,592 637,288 1,129,880
一一
60 523,166 613,792 1,136,958
61 562,893 917,625 1,480,518
62 598,502 1,494,868 2,093,370




2 704,938 954,564 1,659,502
3 802,336 968,291 1,770,627
　
　
4 821,502 942,497 1,763,999
5 882,564 1,029,598 1,912,162
一
1,952,8436 987,415 965,428
7 941,169 1,764,971 2,706,140





























































































敷 地 面 積



















ll.　研 究 活 動
国立極地研究所の教官(客 員教官を含む!は,専 攻分野に応 じ,そ れぞれ超高層物理学研究 グループ,気 水圏研究
グループ,地 学研究グループ,生 物学研究 グループ,及 び極地設営工学研究グループに所属 し,研 究に従事 している。
各研究グループは,将 来計画の推進,共 同研究の進展,前 年度の研究実績等を踏まえ,年 度ごとの研究計画を立案 し
実行 している。
平成8年 度に行われた研究活動 を,「研究」,「国際共同研究等」,及 び 「シンポジウム等」に区分 してまとめた。
「研究」においては,各 研究 グループごとに,教 官ごとの研究課題を 「一ー一般研究」に,所 外の研究者との共同研究
の研究課題を 「共同研究」に,文 部省科学研究費補助金による研究課題 を 「科学研究費補助金による研究」 にまとめ,
研究の成果 として,学 会誌等に発表された論 文や,学 会 ・シンポジウムでの口頭発表を 「研究成果の発表」に各々ま
とめた。
「国際共同研究等」では,北 極圏のスバールバル諸島における研究活動,及 びアイスラン ドでの研究活動の概要を
まとめた。
「シンポジウム等」では,国 立極地研究所主催の5つ のシンポジウム(極 域における電離圏磁気圏総合観測 シンポ
ジウム,極 域気水圏シンポジウム,南 極地学 シンポジウム,南 極損石シンポジウム,極 域生物シンポジウム)の 概要
について,ま た,共 同研究の一環 として行われた研究小集会 ・観測研究小集会についてその題目等をまとめた。
1.研 究
1)超 高層物理学研究グループ
(1)一 般 研 究
放射線帯高エネルギー粒子の計算機 シミュレーション 教授 江尻全機
磁気圏物理学で放射線帯高エネルギー粒子の振舞いに関する研究は,磁 気嵐に伴 うプラズマシー トから環電流域へ
のエネルギー注入への過程(リ ングカレント形成)や 高緯度オーロラ粒子の起源,低 緯度オーロラの原因等と密接に
関連 し,重 要な研究課題である。1970年 代の衛星観測の結果により理論の進展が見られたが,近 年時間分解能の高い





教授 江尻全機,教 授 岡野章一,助 手 岡田雅樹,助 手 堤 雅基
全米科学財団(NSF)　 と国立極地研究所はアムンゼ ン ・スコット南極点に於けるオーロラと大気光ダイナ ミックス
の研究を全天イメージャー　(ASI:　all　sky　imager)　 を用いて共同で行うことに合意 した。極点は太陽風エ ネルギーが
直接地球磁気圏に入って来てオーロラを光らせる特異な場所で,さ らに,大 気重力彼等中間圏の現象に対 しても地球
の観点軸に位置する重要な観測点である。 日本の南極地域観測隊が昭和基地で行 っているHFレ ー ダ観測は,南 極点
の上空の電離層プラズマの運動を観測 している。このASIの 観測は,　HFレ ーダとの同時観測をする意味で も重要であ
る。観測機器開発の後,フ ィール ド試験 を蔵王観測所にて行い,重 力波による高時間 ・高空間分解能の大気光波動構
造を鮮明にとらえることが出来た。その後,観 測機器を南極点に移送 し,ス カイ ・タワーの5階 の屋上に新たにガラ
ス ・ドームを取 り付け,こ のASIを 設置することが出来た。尚,観 測は平成9年 南極の冬シーズンから開始 される。
オーロラ/大 気光の光学観測装置の絶対校正システムの開発 教授 岡野章一,助 教授 田口 真
オーロラや大気光などの発光現象の観測はその発光強度の絶対値を正確に知ることによっては じめて定量測定にな
り得る。従来は校正されたランプで白色拡散面を照射 したものが校1E用 の光源 として世界的に用い られていたが,最
【 ?
近の超広角撮像光学系の出現により,そ の ような光学系でも校正できるようなシステムの実現が望 まれている。本研
究は全天撮像用の光学系でも感度校正が可能なシステムの設計,製 作 を目的とし,平 成8年 度はシステム全体の設計
を行 った。 システム構成 としては直径2mの 積分球を絶対感度校正 に用い,さ らに観測装置の分光感度特性の測定の
ために,タ ングステンランプの白色光を分光器を通 して単色化 して拡散面を照射 して得 られる波長走査可能な単色面
光源 もシステムに組み込むこととした。積分球内壁の単位波長あた りの面輝度は,波 長400nmか ら1000nmに わたっ
て微弱な大気光か ら面 るいオーロラまで再現で きることを目標 とした。システム全体の完成は平成9年 度に持 ち越さ
れた。
共役点脈動オーロラの周期性の研究 教授 佐藤夏雄
アイスラン ドの 「フッサフェル」観測拠点 とその地磁気共役点に位置する南極の 「昭和基地」で同時に観測 した脈
動オーロラの形状や周期性 の相違について解析 した。解析 したイベ ン トは,高 感度全天TVカ メラで観測 したデータ
の中から,最 も形状が似ている共役性の良い1994年9月10-11日 を選んだ。そして,計 算機によるデジタル画像処理
により詳細な周期 と形状の南北比較を行った。その結果以下の興味深い特徴を得ることが出来た。1)全 体の脈動オー
ロラの活動度の時間的変化は共役性が良い。2)個 々の脈動パ ッチの形状の共役性 は概 して悪い。3)数 少ない似た
形状の脈動オーロラの周期は,同 じ周期であるが,位 相が逆であった り,4)周 期が全 く異なったりした。これらの
特性は,脈 動オーロラの発生起源が,単 純な磁気圏の赤道面付近での波動一粒子相互作用と言うよ りも,各 電離圏の
物理パラメータがパ ッチの周期を決める上で重要な役割 を演 じている事を示唆 している。
昭和基地大型短波 レーダーシステムの研究 助教授 山岸久雄,教 授 佐藤夏雄,助 手 行松 彰
昭和基地大型短波 レーダーシステムは,平 成7年2月 に現地設置 した第1装 置(昭 和基地よ り南方を観測)の 稼働
経験を踏 まえ,第2装 置(昭 和基地より東方を観測)の 設計が行われた。第2装 置のパワーアンプは温度環境が一定
の室内集中管理方式 とし,ア ンテナは,よ り耐風性能のす ぐれたモデルを採用 し,風 によるエレメント部の捻れを防
止するために支線 を付加 した。9月 にアンテナ建設訓練を含めた第2装 置の総合試験を長野 日本無線長野工場で行っ
た。第2装 置は11月 に砕氷船 「しらせ」 に積載 され,平 成9年1月 に昭和基地に設置され,2月 より観測が開始 され
た。
ブリザー ドで破損 した第1装 置のアンテナの補修 も併せて行われ,第1装 置 も2月 より観測を再開した。両装置の
視野は隣合う形で,方 位角100度 をカバー し,広 い範囲の電離層 プラズマ ドリフトが観測可能 となった。両装置は互
いに非同期で送信するため,一 方の送信波が他方の受信系に障害 を与える。 これを最小限に止めるため,両 装置間で
送信パルスのタイミングを交換 し,受 信器 をブランキングさせる対策を講 じた。
小 型短波 レー ダー システ ムの研 究 助教授 山岸久雄,助 手 堤 雅基
北海 道母子 里 の小型 レー ダー システム は平成7年 度 にFMCWオ プ シ ョンを追 加 し,同 年11月 に無線 局免許 を取得
した。 この方式 で は,送 信周 波数 を24.5MHzと して,周 波数掃 引幅100kHz,掃 引周期20msに よ り,距 離 分解 能1.5
km,　 最大 ドップ ラー速度150m/sが 得 られる。
レー ダー制御,デ ー タ収 集用パ ソ コンの プログ ラムが通信 総合研究所 の野崎憲朗 氏 によ り作 成 され,本 年7月 か ら
スポラデ ィックE層 の集 中観測 を開始 したが,直 接 に落 雷が あ り,観 測 システムの一部 が故障 した。 この修 復 に時 間
がか か り,ま だ本 格的 なエ コーが受信 で きていない。次年 度 に本格観 測で きる よう,準 備 を進め ている。
イメージングリオメータによるオーロラ現象の観測 助教授 山岸久雄,教 授 佐藤夏雄
われわれは降下粒子の空間分布を電離層電波吸収領域の形態として測定するイメージングリオメータを開発 し,オ ー
ロラ帯の地磁気共役点であるアイスランドと昭和基地,ま たデンマーク気象研究所と共同で極冠域のデンマークスハー
ブン(グ リーンラン ド東岸)で 観測を行っている。イメージングリオメータ観測点網 を極冠内にさらに拡大するため,
南極中山基地 とスバールバル島ロングイヤビエ ンに装置の設置 を計画 している。なお,中 山基地とロングイヤビエ ン
はほぼ地磁気共役点 となってお り,こ れによりオーロラ帯での共役性 と極冠域での共役性の比較研究が可能となる。
南極中山基地の イメージングリオメータは昨年度,現 地設置を計画 していたが,砕 氷船 「雪龍」の トラブルのため,
同装置を上海に持ち帰った。本年8月,上 海で総合動作試験 を行なった後,同 装置は砕氷船 「雪龍」に積載され,平
成9年2月,中 山基地に設置 された。同装置の観測 を開始 したところ,同 基地のデジタルイオノゾンデDPS-4か ら
の電磁干渉が著 しく,観 測時間の1/3が 雑音のため受信不能となった。この対策として,次 年度,DPS-4の 出力段 に
低域通 過型 フ ィル ター を付加 し,雑 音 を低減 させ る ことに した。
スバー ルバ ル島 ロングイヤ ビエ ンの イメージ ングリオメー タは平成7年8月19日 よ り順調 に動作 中で,観 測 デー タ
はCD-ROMで 定期 的 に日本 に送 られて くる。 このデー タ形式 をアイスラ ン ド,昭 和 基地の イ メー ジ ングリオメー タと
同一 なデ ー タ形 式 に変換 し,既 存の デー タ解析 プ ログラムで解析 を行 える ように した。初期解 析 と して,平 成9年2
月 の中山基地 とロ ングイヤ ビエ ンの イメー ジン グリオ メー タデー タの比 較 を行 った ところ,非 常 に共役性 の良 いイベ
ン トが見い出 されてい る。
EXOS-Dオ ー ロラ可視光 撮像 装置 デー タ解析 助手 門倉 昭,教 授 江尻 全機
EXOS-D　 (あ けぼ の)衛 星 搭載 の オーロ ラ可視 光撮像 装置　(ATV-VIS)　 のデ ー タ処理 を進 めた。今 まで大型 計算機
で行 ってい た処 理 を,ワ ー クステ ーシ ョン上で 対話型 に行 うた めの プ ログラム を開発 した。特 に,1992年12月 か ら
1993年1月 にか けて,北 米大 陸上空で取 得 され たデー タにつ き,地 上 の磁場 デー タとの同時解析 を行 った ところ,島
状 に孤 立 した領 域の輝度 が増減す る現 象 につ いて,そ の部 分がい わゆるwestward　 traveling　surgeのsurge　 headに あ た
り,こ の現 象は,小 さなサ ブス トー ム中の,　substorm　 current　wedge電 流 系の増減 と対 応 している ことが明 らか になっ
た。
EXOS-Dオ ーロラ紫外光撮像 装置 デー タ解析 助 手 門倉 昭 ,教 授 江尻 全機
EXOS-D　 (あ けぼ の)衛 星 搭載 の オー ロラ紫外光撮 像装 置　(ATV-UV)　 が1989年 に南極域 」二空で取 得 したデ ー タの
解 析処理 を進め,ハ レー基地HFレ ー ダー との同時観測期 間 を抽 出 した。特 に,　auroral　 brightenningを 示す デー タに
注 目 した。その うちの1例 は,ハ レー基地 とサ ナエ基地 の間でbrightenmingが 起 り,大 きなサ ブス トーム に成 長 して
い く現象 で,特 にそのオ ンセ ッ ト前 のHFレ ー ダーデ ー タに見 られる変化 に着 目 して解析 を行 った。
PPB観 測デ ー タの解析 助手 門倉 昭
PPB4,5号 機 によ り観測 され たデー タにつ いて,飛 翔位置 に近 い,昭 和,サ ナエ,ハ レー基地 の地上観測 デー タ,
また はハ レー基 地のHFレ ー ダーデ ー タ との同時比 較 を行 い,興 味 深 い イベ ン トが観 測 された期 間の抽 出 を行 った。
また,今 まで大 型計算機 で行 っていた処理 を,ワ ー クステー シ ョン上 で対話型 に行 うため のプ ログラム を開発 した。
EXOS-D放 射線帯モニター装置データ処理及び放射線帯の大規模構造変化に関する解析研究
助手 行松 彰
科学衛星EXOS-D　 (「あけぼの」)搭 載の放射線帯モニター装置(RDM)の デー タに関 して,東 工大地球惑星科学科
と共同で,こ れ までに取得 され或は現在も取得 され,宇 宙科学研究所に蓄積され続けているデータの組織的なデータ
ベースの構築 及びその解析を引き続 き推 し進めた。 また,　EXOS-D　 (「あけぼの」)衛 星のSDI3　(Science　Data　Bas(})
の作成に も協力 して,　RDMのSDB作 成 を系統 的に行 うべ く環境 を整 えた。 また,今 年度か ら,地 磁気異常 地域
(SAA)直 下のブラジルにおける,放 射線帯粒子降下及びその影響を調査する為の地上観測 も一部開始 し,大 きな磁
気嵐時の放射線帯粒子の振舞に関する解析を行い,又,そ の時のSAA領 域超高層大気への影響の可能性を示唆するデー
タの存在の有無に関して,調 査 を始めた。
超 高層 モニ タ リング シス テムの開発 助 手 菊池雅行 ,助 手 行松 彰,教 授 佐藤 夏雄
PC/AT互 換機 をベ ー ス と した,マ ルチ タス ク環 境 での ネ ッ トワー ク透過型 デ ー タ収録,編 集,機 器制御 システ ム
の開発 を行 い,昭 和基 地で の安定動 作 を確 認 した、本 システム は100Hz32チ ャ ンネル,ま た は200Hzl6チ ャ ンネルの
無 停止連 続サ ンプ リングが 可能 であ り,そ の時 刻精 度は5　msec以 下で あ る。 マ ルチ タス ク環 境 を生か し,デ ー タを
取 得 しなが ら光磁 気 デ ィス クへ のデ ー タの保 存,あ るいは ネ ッ トワー ク経 由 での デー タ配信 が行 われ る。 デー タは
CDFフ ォーマ ッ トで保存,配 信 される。
本 シス テムは リアル タイム制御 アル ゴリズムに独 自の アーキ テ クチ ャを用 い,年 間 を通 して高いサ ンプ リング時刻
精度 を実現す る。 また,　Pc/AT互 換 機 を用 いてい るため 剤蒲品の調達 が容易 であ り,メ ンテ ナンス も容易で ある。
昭和 基地 はその長い歴 史 に於 いて,極 域超 高層現象の重 要な観測拠 点 と しての役 割 を担 って きた.こ れ に伴 い,極
地研究 所 は他 の研 究者 に対 して極域 デー タ提供 の任 を負 ってい る。近 年,通 信事情 の激変,あ るい は科学 衛 星 との共
同観測 に伴 い,世 界的 にデー タ配信 の即 時性が 求め られ る ようになって きて いる。昭和基地 もその例外 では ない。
昭和 基地で行 なわれ ている超 高層 モニ タリ ング観測 はVLF、 　ULF,　 地磁気で あるLこ の システムの完 成 によ りこれ
ら全てのデータが日本でモニター出来るようになった。これらデータはホームページを通 じて広 く公開されるに至 っ
ている。
近い将来予想 されるネッ トワークの高速化は,現 象,ト ラブルのリアルタイム監視を可能とする。 このことは研究
者が居なが らに して広範囲な観測網 を即時に把握することであ り,大 域的現象の考察に大 きな威力を発揮することが
期待 される。
南極点全天カメラ自動観測システムの開発 助手 岡田正樹,教 授 江尻全機,教 授 岡野章 …
アム ンゼンースコット南極点基地に設置予定の全天オーロラ撮像装置のデータ取得部の開発を行った。本撮像 シス
テムは,南 極点基地に滞在 している技術者によって運用される予定であるが,極 地研からインターネットによって運
用スケジュールの作成,観 測モー ドの管理 を行い,自 動撮像を行えるようテレサイェ ンスシステムの開発を行 った。
具体的には以下の機能を行 うことができるようアルゴリズムの開発を行った。
(1)オ ーロラの発光強度に応 じて自動で積分時間を計算 して撮像を行 う。
(2)観 測モー ドに対応 して6枚 のフィルター位置 を自動で変えなが ら観測を行 う。
(3)取 得 したデータをテープ ドライブに自動的に保存 し,人 手が介在する余地を最小限に押 さえて観測 を続ける
ことがで きる。
(4)カ メラ部の状態を監視 し,　CCD温 度,カ メラ部の温度等を電子 メールで極地研 に自動送信する。
(5)撮 影 したデータの一部をインターネットにより極地研に送ることがで き観測状態を監視することができる。
システム完成後,カ メラ部 との噛み合わせ試験,校 正データの取得を行 った後,10月 に蔵王観測所において試験観
測を行い,11月 に南極点基地に設置 した。南極点基地における観測は平成9年4月 末からの予定である。
MFレ ーダーによる極域中間圏領域の観測計画
助手 堤 雅基,教 授 岡野章 一,教授 江尻全機,助 教授 山岸久雄
前年度に続いて堤が学術振興会研究員 としてMFレ ーダー観測の先駆けであるオース トラリアのアデ レイド大学に
赴いてレーダー技術の習得を行い,ま た豪Davis南 極基地でのMFレ ーダー観測データをもとに解析を行った。大気大
循環の定 量的な議論 には必須 とされる大気重力波について,そ のエネルギーお よび伝搬方向の季節変動,高 度変化 を
中心に研究を行った。この研究成果の…部は国際会議であるWestern　 Pacific　Geophysics　 Meeting　 (ブリスベ ン1996
年8月)に おいて発表 した。
大気の全球的な振舞いの理解には多 くの研究者が協力 してネットワークを形成 し多点観測 を行うことが必要である
ことがこの解析からも認識 された。米国コロラ ド大学のグループも新たに極域におけるMFレ ーダー観測 を開始する
予定であ り,日 ・豪 ・米の観測ネットワー クの形成について話 し合いを行った。
ポー ラーキ ャップ域 のオー ロラダイナ ミ ックスの研究 教授(客 員)巻 田和男
グリー ンラ ン ド及びスバ ルバ ールにおいて超高感 度テ レビカメラに よ り観測 され たオーロラデー タを もとに昼 側オー
ロラの現象 についての解析 を行 った。 グ リー ンラン ドとスバ ルバ ールの時 間差 は5時 間程 あ るため,午 前側 の ゴッ ド
ハ ブ ン(磁 気緯 度76.6°)と 午 後側 のニーア レス ン ド(磁 気緯 度75.9°)で 同時 に観測 された オーロ ラを比較す る こと
に よ り,昼 側 オー ロラの全体像 を明 らか にす る ことを試 みた。 ここでは2地 点 で オーロラが同時 に観 測 された例 の中
か ら静穏時 と撹 乱時 の時 を選 び解析 を行 った。
(1)静 穏時 の昼 側 オー ロラの特徴
朝 方(06-09MLT)に は従来 か ら報告 されてい るSul1-Aligned　 arcが 卓越 して見 られる。正午 に近づ く(09-12
MLT)に つれ レイ構 造の コロナ ・オー ロ ラが 見 られる よ うに なる。正午過 ぎ(12-14MLT)に はオー ロ ラが ほ とん
ど見 られ な くな るが,こ れ は観測 点の磁気緯 度が76度 と低い ためで,人1二 衛 星の入射粒子 デー タに よると80度 付 近 に
オー ロ ラ粒 子の 入射域 が シ フ トして いる こ とが わか る。 午後 側(14-16MLT)には弱い アー ク状 オ ーロ ラが10分 程
度 出現 す る ことが あ るが,概 ね オー ロ ラ活動 は低 い。 夕 方(16-18MLT)には昼 側 か ら伝搬 して きた と思 われ る
Sull-Aligned　 arcが 見 られ る。
ここで の研 究や他 の研 究 者の結 果 を含 めて考 える と,静 穏時 には惑星 間磁場 は北 向 き状 態 にあ り,ア ー ク状 オー ロ
ラが卓越す る領域 は昼側で は磁 気緯度80度 以上 に移動 してい る。 従 って,ゴ ッ ドハ ブ ンやニー ア レス ン ドでオー ロラ
は よ く見 られないが,高 緯度 ではオー ロラが存在 してい ると思 われる。
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(2)撹 乱時 の昼側 オー ロラの特徴
朝側(06-09MLT)には夜働 か ら伝搬 して きた と思われ る,明 るいオー ロラが卓越 す る。正 午近 く(09-12MLT)
になる と活 動的 な コロナ オー ロ ラが 出現 し,時 には午 後側(～13MLT)ま で連続 して み られる ことがあ る。 午後側
(13-16MLT)で は明 るいバ ン ド状 の オー ロラが見 られ る。 この オ ーロ ラは時 々,周 期 的 な出現 を繰 り返 し,低 緯
度か ら高緯 度 に移動 して い く。 夕方(16-8MLT)に は夜側 か ら伝 搬 して きた と思 われる,明 るい オー ロラがみ ら
れ る。 この ような撹乱 時 には惑 星間磁場 は南 向 きと考 え られ,昼 側 オーロ ラの活動域 の中心 は磁 気緯度75度 付 近 にあ
る と思 われる。今後,惑 星 間磁場 変動 と地上 の オーロ ラ現象 の タイム ラグや入射粒子 デー タ との詳細 な比較 を行 い,
昼側 オーロ ラの粒子起 源 を明 らか に してい きたい。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
岡 野 章 一 国立極地研究所 極域電離圏 ・熱圏 ・中間圏に関する総合研究
イ.一 般共 同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題





野 村 彰 夫 信州大学工学部 ・教授 極域 中間圏金属原子層観測の為の ドップラーライダーの開発
坂 翁 介 九州大学理学部 ・助手 オー ロラブ レイクア ップ と赤道Pi2脈 動 の研究
小 川 忠 彦 名古屋大学太陽地球環境研究所 ・教
授
レーダによる極域電離圏プラズマの研究
南 繁 行 大阪市立大学工学部 ・助教授 極域における大気波動の研究
長 井 嗣 信 東京工業大学理学部 ・助教授 極域の磁場 オーロラ変動に伴 う地球近傍の高エネル
ギー粒子のダイナ ミクスの研究




森 岡 昭 東北大学理学部 ・教授
ロ ケ ッ ト ・地 上観 測 に も とつ くオー ロラ活動 とHF
波動 の相関 に係 る研究
早 川 正 士 電気通信大学 ・教授 磁気圏内波動 ・粒子相互作用の研究
湯 元 清 文 九州大学理学部 ・教授 多点地上観測及び人工衛星観測に基づ く,オ ーロラ
に関連 した磁気圏一電離圏結合過程の研究
田 中 義 人 山口大学教育学部 ・教授
磁気圏サブス トームに伴 う極域か ら低緯度への高エ
ネルギー粒子の流入機構
杉 浦 正 久 東海大学開発技術研究所 ・教授 極域における波動 と沿磁力線電流による磁気圏一電
離圏結合過程の解析的研究
利根川 豊 東海大学 工学部 ・助教授 地上多点観測および人工衛星によるULF波 動の研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
佐 藤 夏 雄 国立極地研究所 磁気圏嵐群と太陽圏現象
平 島 洋 立教大学理学部 ・助教授
オーロラX線 の空間分布および時間変化による磁気
圏 ・電離圏結合 と高エネルギー粒子加速の研究
木 村 盤 根 大阪工業大学 ・教授 衛星 と地上観測データの総合比較によるオーロラヒ
スの伝搬ベク トルと強度に関する研究




塩 川 和 夫 名古屋大学太陽地球環境研究所 ・助
手
低緯度 オーロラを引き起こす降 り込み電子の研究
石 井 守 通信総合研究所 ・研究官
夜光観測による極域下部熱圏 ・中間圏ダイナミクス
の推定
柴 崎 和 夫 國學院大学文学部 ・助教授 極域中層大気組成変動の研究
菊 池 崇 通信総合研究所 ・主任研究官
イ メー ジ ング リオ メー タ/HFサ ウ ンダー に よる磁
気 圏粒 子降下 の研 究
櫛 田 健 宮城職業能力開発短期大学校 ・講師
オーロラ降下電子と中性大気との衝突相互作用に関
する研究
島 倉 信 千葉大学工学部 ・教授 極域VLF波 動の電離層透過域同定法の開発
渡 邉 尭 茨城大学理学部 ・教授 極域大気圏環境の長期変動と超高層現象との関係
(3)科 学 研 究 費 補 助 金 に よ る研 究
ア.国 際学術研究
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
佐 藤 夏 雄 ・教 授 カスプ帯 とオーロラ帯2対 共役点観測による太 7～8 江 尻 全 機
陽風エネルギー流入過程の研究 岡 野 章 一一




岡 田 雅 樹
菊 池 雅 行
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
岡 野 章 一 ・教 授 地球磁場減少に伴う環境変動の研究 8～9 行 松 彰
巻 田 和 男
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イ.基 盤研究(B)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題1 研究年度 研究所教官の分担者
佐 藤 夏 雄 ・教 授 Super　 DARNレ ー ダーを用 いた極域電磁 圏 ダイ8～9 江 尻 全 機
ナ ミックスの研究 岡 野 章 一{




岡 田 雅 樹
堤 雅 基
菊 池 雅 行
渡 辺 正 和
ウ.日 本学術振興会 日英科学協力事業共同研究
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
佐 藤 夏 雄 ・教 授 昭和基地一ハ レ基地短波 レーダーによる極域電 7～8 江 尻 全 機
磁圏ダイナ ミックスの日英共同研究 岡 野 章 一




渡 辺 正 和
(4)研 究 成 果 の発 表
ア.学 会誌等による発表
題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月;
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MF radar observations of Antarctic me-M. Tsutsumi, Proc.  NIPR Symp. Upper  1997.1






Database and data search system usingY. Kurozumi, Proc. NIPR  Symp. Upper  1997.1
 ` KANSEr words for aurora image files ofS. Maeda,  Atmos.  Phys., 10,  117-125




Nightside subauroral field-aligned current sys-M. Watanabe and Proc.  NIPR Symp. Upper  1997.1
tem during great magnetic storms T.  lijima  Atmos.  Phys., 10,  135-141
Comparison between prenoon and postnoonM. Ayukawa, Proc. NIPR  Symp. Upper  1997.1
auroras during quiet and disturbed conditionsK. Makita,  Atmos.  Phys., 10,  142-146
 M. Nishino and
H. Yamagishi
A modulation of Pc 3 amplitude and  associ-0. Saka, Proc. NIPR Symp. Upper  1997.1
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題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
Correlations　 between　 X-rays,　 VLF　 emissionsY.Hiras ma, Proc.　 NIPR　 Symp.　 UpPer1997.1
and　 magnetic　 pulsations　 observed　 at　 Syowa一H.　Shimobayashi, Atmos.Phys.,10,170-175








南 極 にお けるNaラ イ ダー とMFレ ー ダーの 同時川原琢 也,堤 雅基, 第11回 大気圏シンポジウム 1997.3
観測計画 野村彰夫,北 原 司, プロ シーデ ィングス83-86
小林利史,岡 野章一
高解 像度OI557.5nm全 天 イメージ ング観測 か ら堤 雅基,岡 野章 一, 第11回 大気圏シンポジウム 1997.3
得られた大気波動の特性 田 口 真,岡 田雅樹, プロシーデ ィングス173-176
江尻全機
南極昭和基地で観測されたオーロラ活動に伴 う 久保田実,福 西 浩, 第ll回 大気圏シンポジウム 1997.3
熱圏中性風の変動 岡野章一 プ ロ シ ー デ ィ ン グ ス177-180
イ.口 頭による発表
題 目





Conjugate　 Point　 location　 and　 CNA　 pulsation
features　 observed　 by　 geomagneticconjugate
pair　 of　imaging　 riometers







江尻 全機,岡 野 章一,
菊池 雅行,向 井 利典,
第3回 国 際 サ ブ ス トー ム 会 議1996.5
　(Third　 International　 Con-
ference　 on　 Substorms　 (ICS
-3)
第5回 科学 衛星 ・宇宙観 測 シ1996.7
ンポ ジウム




岸久雄,藤 田裕一 Western　 Pacific　 Geophysics1996.7
藤賢一,佐 藤夏雄 Meeting,　 Brisbane,　 Australia
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
オーロラ トモグラフィの再構成解析 麻生武彦,浦 島 智, 平成8年 電気関係学会関西支 1996.8







MF　 radar　 studies　 of　 the　 Antarctic　 mesosphereR.Vincent, Western　 Pacific　 Geophysics1996.8
and　 lower　 themosphere 堤 雅基 Meeting
Ground上ased　 Remote　 Sensing　 of　 the　 Me一岡野章一,江 尻 全機, STAR　 WG,　 XXIV　 SCAR 1996.8
sosphere　 and　 Themosphere　 at　Syowa　 Station,堤 雅基,野 村彰夫 Meeting,　 Cambridge
Antarctica
An　 investigation　 of　 aurora　 and　 airglow　 phe一江尻全機,岡 野章一, STAR　 WG,　 XXIV　 SCAR 1996.8
nomena　 at　 the　 South　 Pole　 Station-All　 Sky岡田雅樹 Meeting,　 Cambridge
Imager　 at　South　 Pole
Time-dependent　 model　 of　 the　 plasmasphere江尻全機 Encounter　 Between　 Global1996.9
and　 loss　 effects　 for　 energetic　 protons Observations　 and　 Models　 in
the　 ISTP　 Era,　 Huntsville
WorkshOP




Event　 studies　 of　 Super　 DARN　 data　 in　 Sep一渡辺正和,佐 藤夏雄, 第7回STEシ ンポ ジウム 1996.10
tember-October,　1995 山岸久雄,行 松 彰
Pc5地 磁気脈動 に伴 うCNA脈 動 と電離層電子加 藤賢一,山 岸久雄, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
数密度の空間変化の関係 佐藤夏雄,桜 井 亨, 星圏学会
利根川豊
あけぼの衛星で観測されたスロット領域での高 三井 力,蔦 井厚伸, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
エネルギー粒子の変動 長井嗣信,行 松 彰, 星圏学会
河野 毅,愼 野文命
放射線帯でのLF帯 波動分布 小林拓恵,森 岡 昭, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
三澤浩昭,長 井嗣信, 星圏学会
行松 彰




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
The　 enharlcements　of　 direction　 differelltial海老原裕輔,江 尻全機 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
energy且ux　 of　 energetic　 ions　 associated　 ～耐tha 星圏学会
storm:　 comparison　 of　 observational　 results　 by
Explorer　 45　 with　 particle　 simulatiolls
プラズマシー ト境界層付近に現われる低緯度向 渡辺正和,行 松 彰, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
き高速 プラズマ流…夜側 の 「スロー ト」 山岸久雄,佐 藤夏雄 星圏学会
軽量高感度二次元オーロラX線 撮像装置 山田顕 宏,平 島 洋, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
鈴木裕武,山 岸久雄 星圏学会
L～6の 昭和 基地 とア イスラ ン ドにお けるX線, 平 島 洋,下 林 央, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10




昭和 基地Super　 DARN　 HFレ ー ダー2基 運用 の行松 彰,渡 辺正和, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
為 の ソフ トウ ェア開発 山岸久雄,佐 藤夏雄, 星圏学会
他,昭 和 基 地HFレ ー
ダー研究 グルー プ,
R.　Banes
火星探査衛星のPLANET-B搭 載水素吸収セルに伊藤裕一,渡 部重十, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
よる星間風の観測 福西 浩,田 口 真 星圏学会
ア ラ ス カ ・ポ ー カ ー フ ラ ッ ト に お け る イ メ ー ジ 村山泰啓,森 弘隆, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
ング ・リオメータによる銀河雑音吸収の観測 貝沼昭司,石 井 守, 星圏学会
五十嵐喜良,山 岸久雄,
西野正徳
オーロラ/大 気光分光計測のための絶対校正シ 竹下 秀,木 山喜隆, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
ステムの開発 江尻全機,岡 野章一 星圏学会
非構造 格子電磁粒子コー ドによるSFUの プラズ岡田雅樹,渡 辺勇 三, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
マ電磁環境の計算機実験 佐 々木進,松 岡 忍, 星圏学会
江尻全機,松 本 紘





題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
多点オーロラ トモグラフィ観測 と再構成解析 麻生武彦,浦 島 智, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10







PLANET-B/UVSの 開発 田 口 真,岡 野章 一, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
渡部重十,福 西 浩, 星圏学会
高橋幸弘,川 原琢也
1996年 夏期スピッツベルゲ ンにおける光学オゾ岡林 昌弘,岡 野 章一, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
ンゾンデによる上部成層圏高度分布の観測 H.　Gernandt,田 口 真,星圏学会
福西 浩
ドップラーイメージング観測による南極熱圏中 久保田実,福 西 浩, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
規模ダイナ ミックスの研究 岡野章一 星圏学会
共役 イ メー ジ ング リオメー タで観測 されたデ ィ 藤 田裕一,山 岸久雄, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
フューズCNAド リフ ト現象 の特性 佐藤夏雄 星圏学会
デ ィス クリー トオー ロラの共役性 橋本久美子,佐 藤夏雄 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
星圏学会
Ionospheric　 Closure　 of　 the　 Substorm　 Current門倉 昭,江 尻全機, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
Wedge　 System　 Observed　 with　 the　 Visible小口 高 星圏学会
Auroral　 Imager　 Aboard　 AKEBONO
AKR強 度の季節 に依存す る南北非対称性 につ熊本篤志,大 家 寛, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
いて 小野高幸 星圏学会
イオ衛星ナ トリウム雲の観測(速 報)一 木星磁森 岡 昭,三 澤浩昭, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
気圏プラズマ源の研究 高橋 慎,野 澤宏大, 星圏学会
岡野章一
月周回探査衛星による月地下探査並びに太陽 ・ 小野高幸,大 家 寛, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
惑星電波観測計画 森岡 昭,橋 本弘蔵, 星圏学会
山路 敦,山 口 靖,
佐々木品
Auroral　 Photoemission　 Rate　 of　 the　 First恩田邦蔵,宮 岡 宏, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
Negative　 Band　 System　 of　N2+　 at　 λ427.8nm市川行和,江 尻全機 星圏学会
Observed　 by　 the　 Sounding　 Rocket　 and　 its
Simulation　 Using　 Measured　 Electron　 Differen一
tialEnergyFlux
一20一





Ny-AleSUIldに お い て観 測 され た昼 側 オー ロ ラ巻 田和男,利 根 川豊, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
とGeotail　 Satelliteに よ り 同 時 に 測 定 さ れ たMag一桜 井 亨,鮎 川 勝, 星圏学会
netopause近 辺 の磁場変動 との比較 西野 正徳,国 分 征, `
鶴 田浩一郎,向 井利典,
山本達人
ETS-VI衛 星 の 磁 気 圏 境 界 面 通 過 時 にSuper西谷 望,小 川忠彦, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
DARNで 観 測 さ れ た 周 期 的 な 大 規 模dayside佐藤夏雄,山 岸久雄, 星圏学会
poleward　 burst 行松 彰,渡 辺正和,
松本晴久,五 家健夫,
福田敏幸
南 極HFレ ー ダ ー で 観 測 さ れ た 夜 側 のpolar小 川忠 彦,西 谷 望, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996,10・
patchとblob M.　 Pinnock, 星圏学会
佐藤夏雄,山 岸久雄,
行松 彰





A　 Synthetic　 Understanding　of　the　 Evolutiol/　 of門倉 昭 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
the　 Auroral,　 Magnetic,　 and　 Magnetospheric 星圏学会
Substorms
デ ィス クリー トオー ロラの高解像 度映像 観測 宮 岡 宏,岡 田雅樹, 第100回 地球電磁気 ・地球惑
11996
・101
巻田和男,江 尻全機 星圏学会 1
「
中緯度における下部熱圏と温度の ドップラーイ 坂野井和代,岡 野章一, 第100回 地球電磁気 ・地球惑1996.10
1
メー ジ ング観 測 福西 浩 星圏学会
南 極Davis基 地 にお けるMFレ ー ダー観測 堤 雅基, 第2。回繊 における離 圏磁11996.11
R.　A.　Vincent 気圏総合観測 シンポジウム
Auroral　 photoemission　rate of　 the　 first　 nega一恩 田邦蔵,宮 岡 宏, 第20回 極域における電離圏磁 1996,11!
tive　 band　 system　 of　 N2+　 at　 λ427.8nm 市川行和,江 尻全機 気圏総合観測シンポジウム
observed　 by　 the　 sounding　 rocket　 aIld　 its
simulation　 using　 measured　 electron　 differeIltial 1 1
number　 nux.　 H
ト






題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
Deployment　 of　Syowa　 and　 Super　 DARN　 Radars佐藤夏雄,山 岸久雄, 第20回 極域における電離圏磁 1996.11




昭和基 地 にお けるSuper　 DARNレ ー ダー2差 違行松 彰,渡 辺正和, 第20回 極球 における電離圏磁 1996.11
用 の為 の レー ダー制 御 ソフ トウェアの開発 山岸久雄,佐 藤夏雄, 気圏総合観測シンポジウム
R.　J.　Barns




プラズマ シー ト境界層付近に現われる低緯度向 渡辺正和,行 松 彰, 第20回 極域における電離圏磁 1996.11
き高速 プラズマ流…夜 側 「スロー ト」 山岸久雄,佐 藤夏雄, 気圏総合観測 シンポジウム
R.　A.　 Greenwald,
J.　P.　Villain
A　 polar　 electric　 field　 associated　 with　 a菊池 崇,渡 辺正和, 第20回 極域 における電離圏磁 1996.11
substorm　 observed　 with　 the　 HF　 radar　 and　 the行松 彰,山 岸久雄, 気圏総合観測シンポジウム
IMAGE　 magnetometer　chail1 佐 藤 夏 雄,　 H.　Luehr
中山基地で観測 されたカスプ/ク レフト域のオ 巻田和男,菊 池雅行, 第20回 極域における電離圏磁 1996.11
一 ロラ現 象 佐藤夏雄,鮎 川 勝, 気圏総合観測シンポジウム
王 幸,楊 恵根,
劉 瑞源
地磁気撹乱にともなうカスプ/ク レフ ト域にお 西野 正徳,太 田久智, 第20回 極域における電離圏磁 1996.11
ける電離層吸収現象 山岸久雄, 気圏総合観測 シンポジウム
P.　StaUIliIlg,
J.　A.　Holtet,　 T.　Hansen
All　 sky　 imager　 observation　 of　 aurora　 and江尻 全機,岡 野 章…, 第20回 極域における電離圏磁 1996.ll
airglow　 at　 South　 Pole:　 System　 design　 and　 the岡田雅樹,田 口 真, 気圏総合観測シンポジウム
initial　 teSt　 reSUltS 竹下 秀
IIItensity　 correction　 iII　 projectioII　 of　 all-sky楊 恵根,劉 瑞源, 第20回 極域における電離圏磁 1996.11
aurora　 image　 on　 to　geomagl/etic　 coordinates佐藤夏雄 気圏総合観測シンポジウム
一22一
題 目
ALIS-JAPANオ ー ロラ トモ グラ フ ィ画像 の再構
成解析
フ リッカー リ ングオー ロラの高解像度撮 像観測
pulsatingオ ー ロ ラ に 伴 うLF波 動
!発 表 者
i !発 表 した学会等の名称;
発表年月













宮 岡 宏,岡 田雅樹, 第20回 極域 における電離圏磁 1996.11
巻田和男,佐 藤夏雄, 気圏総合観測シンポジウム
江尻全機




from　 CNA　 pulsations　 associated　 mth　 P(:　5　 pul-
sations
能勢 正仁,家 森俊 彦,





Wave　 Energy　 Distribution　 (〕f　ELE　 }liss　 Elnis-
sions　 in　Wavenumber　Space
島 倉 信,鏑 木 貴 憲,





The　 enhancements　of　 directional　 differential
energy　 flux　 of　 energetic　 iolls　 associated　 with　 a
storm:　 comparison　 of　 observational　 results　 by
Explorer　 45　 with　 particle　 sumulations
海老原祐輔,宮 岡 宏,第20回 極域 におけ る電離 圏磁'1996.11
江尻全機 気圏総 合観測 シンポ ジウム
Ionospheric　 closure　 of　the　 substorm　 cllrrent　 門 倉 昭,江 尻 全 機,
wedge　 system　 deduced　 from　 the　 observation　 小 口 高





Conjugate　 Auroral　 Observation　 with　 the　 Imag-
ing　 Riometer　 and　 All　 Sky　 Camera　 at　P()ker　 Flat,
Alaska
村 山泰啓,石 井 守,








南 北両 半球 のHFレ ー ダー に よ り観測 された大




共役 イメー ジ ングリオメー タで観測 されたデ ィ 藤田裕…,山 岸久雄,
フューズCNAド リフ ト現 象 の特性 佐藤夏雄
、第20回 極域 におけ る電離 圏磁1996.11





題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
共役点観測による脈動オーロラ発生機構の手掛 佐藤夏雄,諸 岡倫子, 第20回 極域における電離圏磁 1996.11
か り 港屋浩一 気圏総合観測シンポジウム
ゾンデ式放射計 による大気NO2高 度分布観測 柴崎和夫,岡 野章… 大気球シンポジウム 1996.12
平成8年 度
高高度気球搭載光学オゾンゾンデで観測 された 岡林 昌宏,福 西 浩, 大気球シンポジウム 1996.12
夏期の三陸上空上部成層圏オゾン高度分布 岡野 章一,田 口 真 平成8年 度
気球搭載用軽量 ・小型マルチチャンネル分光器 柴崎和夫,山 上隆正, 大気球 シンポジウム 1996.12
の開発および観測計画 岡野章一,田 口 真, 平成8年 度
阿部 真
Space　 Weather　 Event　 No.　 1の 総 合 解 析 …行松 彰,中 村るみ STE現 象総合解 析 ワー クシ ョ1997.1
Geotail　 SAMPEXとBrazil地上 観 測 ップ
磁気圏高エ ネルギー粒子の変動 中村るみ,行 松 彰 宇宙天気シンポジウム 1997.1
磁 気圏変動:高 エ ネルギ ー粒子 シ ミュ レー シ ョ 江尻全機,海 老原祐輔 宇宙天気シンポジウム 1997.1
ンと観測
Brazilで の放射線観 測速報 行松 彰 名大STE研 海外観測研究集会1997.3
南極 にお け るNaラ イ ダー とMFレ ー ダーの同時川原琢也,堤 雅基, 第11回 大気圏シンポジウム 1997.3
観測計画 野村彰夫,北 原 司,
小林利司,岡 野章一
高 解像 度OI557.7nm全 天 イ メー ジ ング観 測 か堤 雅 基,岡 野 章 …・, 第11回 大気圏 シンポジウム 1997.3
ら得られた大気波動特性 田口 真,岡 田雅樹,
江尻全機
南極昭和基地で観測 されたオーロラ活動に伴 う 久保田実,福 西 浩, 第ll回 大気圏シンポジウム 1997.3
熱圏中性風の変動 岡野章一
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(1)一 般 研 究
北極雪氷圏の年々変動の研究 教授 小野延雄
地球温暖化は北極圏に最初に現れると考えられ,そ の兆候と推移をつかむことが急務 といわれている。温暖化の抽
出には,気 温の積分効果を反映する雪氷圏の応答が有効 に利用できると考えた。北極海の海氷の厚 さ分布 と年々変動
を英国潜水艦の資料などを用いて調べ,北 極海内部での海氷の移動 と融解 との関係を明らかにすることを試みた。ま
た,ス カンジナビア半島の氷河質量収支が1988年 を境 に大 きく変化 していることに注 目し,北 極圏の他の雪氷現象に
も同様の変化が読み取れるかどうかの資料収集を行った。
氷床コアによる過去三十万年間の気候 ・環境変動の復元に関する研究(H)
教授 渡邉興亜,教 授 藤井理行,助 教授 神山孝吉,助 手 本山秀明,古 川晶雄,
COE研 究員 島田 亙,教 授(客 員)本 堂武夫,助 教授(客 員)青 木周司,
教授(客 員)庄 子 仁,助 教授(客 員)横 山宏太郎
過去三十万年間の気候 ・環境変動 を明 らかにする雪氷 コアを採取するために,東 南極東 クイー ンモー ドランド地域
の ドーム頂上に位置する ドームふ じ観測拠点において,「 氷床 ドーム深層掘削観測計画」 による深層掘削 を平成7年
度に引 き続 き継続 し,2,503mの 深さまでの氷 コアを採取 した。氷 コアの現場解析に加 え,雪 氷コアの中の層構造や
物質分布の堆積機構を解明するための基礎的な情報を収集するための各種気象 ・雪氷観測も継続 して実施 し,地 上オ
ゾンや高層ゾンデなどの気象観測,ア イスレーダによる氷床内部構造の観測も実施 した。
国内では平成7年 度 までに得 られた氷 コアの基本解析 も開始 し,ド ームふじにおける近年の堆積環境の変動 につい
て明らかに し,今 後の深層コアの解析のための基礎情報を得た。
北極雪氷圏科学の推進
教授 渡辺興亜,教 授 藤井理行 助教授 神山孝吉,助 手 本山秀明,古 川晶雄,
COE研 究員 島田 亙,教 授(客 員)本 堂武夫,教 授(客 員)庄 子 仁
国際的にはICAPP　 (Ice　Core　Circum-Arctic　Paleoclimate　Programme)　 を中心 として共同研究を行った。また国内
の南極地域の雪氷 コア解析研究グループと連携 し,両 極域 を解析対象とし両極域が地球規模の気象現象に果たす役割
を解明すべ く検討 した。
なお国際研究組織 としてのIASCが,ロ シア領北極圏の環境研究の立ち遅れを指摘 していることに鑑み,雪 氷圏科
学研究グループとしてロシア領北極圏の環境観測調査を引き続いて検討 した。「北極圏スーバルバル諸島北東島雪氷
掘 削試 料 の解析 」 と して ロシア,ノ ル ウ ェーの研 究者 と掘 削試 料 解析 の協 同研 究 を実施 した。 「ロ シア
Akademianauka予 備調査」をロシアの北極南極研究所(AARI)と 共同 して行 った。 ピットワークとアイスコアか ら
えられた雪氷試料は途中デ ィクソン基地で融解 し,水 試料にして日本に持ち帰 り,化 学成分 と酸素同位対比 を測定 し
た。「カナダ国ペニー氷帽掘削計画」では雪氷浅層掘削 を実施 し,175.93mの 連続雪氷コア試料 を採取 した。X線 バル
ク密度測定,雪 氷コア絶対年代の推定 を行 う。アガシー氷帽への展開について研究打ち合わせ を進めた。「北 グリー
ンラン ド深層コア掘削解析計画　(North　GRIP)」　ではデンマーク,日 本,フ ランス,ス イス,ス ウェーデン,ア メリ
カな どと協力 して,グ リーンラン ド北部での雪氷掘削 を実施 した。「シベ リア予備調査」はシベ リア高気圧下の広域
降積雪調査の準備をヤクーツクを拠点に実施 した。
ドームふじ1993浅 膚コアの基本化学解析 教授 渡辺興亜,助 教授 神山孝吉,助 手 本山秀明,古 川晶雄
ドームF1993浅 層 コアとは,南 極 ドームふ じ観測拠点で深層掘削に先立つケーシング作業時に掘削されたコア試料
である。本試料を用いた解析 を深層 コア解析に先立つ解析 として位置付け,深 層 コア解析体制の確立 と解析データの
標準化を試みた。
化学解析 としては,固 体 コア試料を融解 した後解析に供する。解析項 目は,固 体微粒子濃度,主 要無機元素,特 定
微量元素,微 量金属元素,酸 素 ・水素安定同位体比,環 境放射能などである。
直径10cmの 縦半割 コアの一部は,必 要量に応 じて細分後コア周辺部の汚染を除去 し,専 用テフロン容器内部で融
解 し測定試料 とした。
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測定データを検証 し,計 測機器 とその極域雪氷試料への適用の有効性 について ドームFl993浅 層コアを対象 として
考察を加えた。
北極スバールバル北東島Vestfonna氷 河雪氷コアの化学解析
助教授 神山孝吉,助 手 本山秀明,教 授 渡辺興亜
スバールバル諸島の北東 に位置する北東島VestfOlma氷 河にて掘削 された雪氷コアの化学解析を行った。掘削され
たコアは透明で気泡を含んでいない層,不 透明で気泡を多く含む層の互層を繰 り返 していた。他のスバールバル地域
か ら採取 したコアと比較すると化学的には海洋性の起源を有する塩化ナ トリウムが多く含まれていた。深 さ別の環境
放射能測定 と深 さ方向の連続ECM測 定によって堆積年代が求められた。硝酸塩,硫 酸塩などの化学分析結果は近年
の環境変動を反映 し,グ リーンラン ドなどから得 られたデータと整合性があった。
北極,ス バ ールバル諸島北 東島Vestfonna氷 河表層 への物質輸 送
助手 本山秀明,助 教授 神山孝吉,教 授 渡辺 興亜
スバールバ ル諸 島の北東 に位 置す る北東 島Vestfonna氷 河氷帽 中央 部最高地点(79°58'N,21°02/E,600ma.s.1.)
にお いて1995年5月18日 か ら6月10日 まで積雪断面観 測,降 水 サ ンプ リング,エ アロゾ ルサ ンプ リング,気 象観測 を
行 った。降水サ ンプ リングでは降雪 と表 面霜 に分離 して採取 した。試料 の化学組成,安 定同位体此 等 を測定 した。
解析結 果 を雪氷 コア解析結 果 と比較す る ことによって,堆 積 後の変態過程,近 年 の環境 変動 な どの情報 に寄与で き
る。　Na/Clは ほぼ海水 と同様 な比 で出現 してい た。 霜 には酸性 物質が 降雪 に比 較 して多 く含 まれ,酸 素同位体比 は軽
く過酸化 水素が多量 に含 まれていた。
衛星 デー タを用 いた北極域 の雲 と降水 の研 究 助教授 和 田 誠
DMSP　 (Deffence　 Meteorological　 Satellite　Program)衛 星 のSSM/1(走 査 型マ イ クロ波放射計)の デ ー タを用いて
北極域 のあ る地点(75°N,0°)の 積算 水蒸気量 と積 算雲水 量の1992年 の 変化 につ い て解析 した。22GHzの 輝度 温度
の極小値 が5月18日 頃か ら!o月18日 頃 まで約5ケ 月間は他の 月に比 べて高 い。 この こ とは この期 間は積算水蒸 気量が
多 いこ とを表 わ してお り,気 温 と飽 和水蒸気 量の対応が ある こ とに起 因 している と考 え られ る。 一一方37GHzの 輝度温
度 はこの よ うな傾 向 を示 さず,ほ ぼ1年 間 を通 して極小値 は203Kで あ る。 また極大値 は約221Kで あ り,極 大 と極小
の差 は18Kで あ る。 これは約20mg/cm2の 積算雲水 量 に対応 してい る。 ここで用 いたデー タは25kin×25kmの 領域 の平
均 の輝 度温度 で あるので,こ の領域 の 中で考 える と き,北 極域 の擾乱が もらたす 積算雲 水量の最 大値 は約20mg/Cm2
と言 うこ とがで きる。 この規模 の擾乱が1992年 は4月 初めか ら10月 初め にかけて7回 この地点 を通過 した と考え られ
る。
南極発散域の海洋構造と海氷分布特性 助 手 牛尾収輝
南極氷床 を取 り囲む南大洋は,大 西洋,イ ンド洋,太 平洋の3大 洋と直接的な交流を持ち,水 温 ・塩分分布等の海
洋構造が周極的に形成 されていることで特徴的な海洋である。中でも深層か らの湧昇が顕著な海域である南極発散域
は,海 洋の鉛直循環の他,南 北方向の海水交換 にも大きな役割を果た してお り,そ れに伴 う熱や物質交換過程を理解
する上で,興 味深い研究対象である。1996年1月 ～2月 に実施された海鷹丸第64次 航海において,海 洋物理観測デー
タを取得 した。その結果,東 経140度 付近のウィルクスランド沖においては,南 極発散域の中心が南緯63.5度 にある
こと,ま たケイ酸塩濃度および溶存酸素量の分布から大陸棚で形成された水塊が大陸斜面に沿って沈降 していること
がわかった。さらに人工衛星マ イクロ波画像をもとに海氷分布を調べた結果,こ の海域では沿岸ポリニアの形成が顕
著であることも示 された。このウイルクスランド沖は,東 大海洋研究所白鳳丸と共同で 日本南極地域観測隊が係留観
測 を行なった海域で もある。流速デー タや既存の海洋構造デー タと合わせた総合的な解析を進めた。
合成開口レーダーによる南極氷床の表層構造の抽出に関する研究 助手 古川晶雄
ERS-1(欧 州 リモー トセンシング衛星)に 搭載 されている合成開口 レーダー(能 動型マ イクロ波 レーダー)と 散乱
計 による南極氷床内陸部の画像データと,内 陸ルー ト沿いの地 ヒデータとの比較を行い,南 極氷床に見られる後方散
乱係数の空間分布が反映 している要素を明 らかにすることが目的である。
合成開口レーダ画像は,合 成開lIレ ーダ特有の歪みを持つため,地 上データと比較する際にはこの歪みを補IEす る
必要がある。明確な基準点を設置することがで きない南極氷床 上ではこの歪みを補正することは困難なため,画 像デー
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タと地上データと正確 に対応づけることは難 しい。数kmス ケールでの比較は困難であるが,数 十kmの スケールで,
氷床表面の数十mス ケールの振幅 を持つ起伏や数十cmス ケールの振幅の起伏に関する地上データ,特 にサスツルギ,
デューンといった数十cmの スケールを持つ氷床表面の凹凸の頻度分布 と合成開口レー ダによる後方散乱係数 との間
には関係があることがわかった。すなわち凹凸の大 きい領域ほど,ま た,そ の凹凸の振幅が大きいほど後方散乱係数
が大きくなる傾向がみられた。
広範囲の領域で表面の凹凸 と後方散乱係数との関係を調べ るため,ERS-1の 散乱計によるデータとの比較 も行っ




構造を反映 しているものであるが,表 面の形状を強 く反映 しているとい う今回の結果は,氷 床表面の形状がある程度
の深 さまで保存 されていることを示唆 している。
氷床 中での気泡 か らAir-hydrateへ の変換過程 の その場観 察実験　 COE研 究 員 島田 亙,客 員教授 本堂 武夫
氷床 中 には過去 の大気成 分が気泡 の形 で閉 じこめ られてお り,こ の気泡 は,深 度 の増 加 と ともに収縮す るが,や が
てAir-hydrate結 晶へ変換 す る。
気泡 か らAir-hydrateへ の 変換 の律速過 程が何 で あ るか とい う問題 につ い ては,こ れ まで多 くの理論 的 ・実験 的研
究 が行 われ て きたが,不 明 な点 が 多 く残 って いる。 そ こで,南 極 みず ほ浅層 コアを用い て,気 泡か らAir-hydrateへ
の変換 のそ の場 観察実験 を試み た。
シリコンオ イルによる静水圧加圧装 置 を用 いて,温 度 一10℃,圧 力約200kgfで34日 間加 圧実験 を行 った。 その結 果,
変 化が み られな い気 泡 と,　Air-hydrateが 核生 成 し変換 をは じめ る気 泡が 共存 す るこ とが 分か った。 この結 果か ら,
気 泡か らAir-hydrateへ の変化 には核生成 が律速過程 である こ とが確 認 された。
北極二一オルスン基地における大気微量成分観測 助手 森本真司,客 員助教授 青木周司
二酸化炭素やメタンの濃度変化 を定量的に予測するためには,地 球規模で質の高い観測データを蓄積 してい くこと
が必要である。そのため,北 極域に位置するスバールバル諸島ニーオルスン基地において,1991年8月 からグラブサ
ンプリング法 による大気微量成分の観測を継続 している。 これまでの観測によって以下の知見が得 られた。1)二 酸
化炭素濃度 と二酸化炭素の炭素同位体比の季節変化を比較することにより,こ れらの季節変化は主に大気と陸上生物
圏の間の二酸化炭素交換量の季節変化によって引き起こされていることが明 らかになった。2)二 酸化炭素濃度 とそ
の炭素同位体比の増加率に,2～3年 周期の不規則な変動がみ られた。3)メ タン濃度の増加率にも不規則な変動が
見られたが,二 酸化炭素濃度の増加率の不規則変動 とは位相が異なっている。
無人航空機搭載用超小型大気サンプリングシステムの開発
助手 森本真司,教 授 山内 恭,助 教授 和田 誠,助 手 橋田 元
一二酸化炭素はじめ温室効果気体の広域の3次 元分布を明らかにするために
,現 在開発 ・実用化が進んでいる無人航
空機は有力なプラットホームと考 えられる。この無人航空機を用いて大量の成層圏大気 を採取するためには,小 型軽
量のクライオサ ンプラーを開発する必要がある。そのため,高 圧 ネオンガスをジュール トムソン冷却素子に導入する
ことで発生する寒冷によって大気を固化 ・捕集するクライオサ ンプラーの開発を目的とした基礎実験 を行っている。
現在,ジ ュール トムソン冷却素子を用いて非常に短い時間の うちに液体 ネオンを製造することに成功 し,ネ オンガ
ス圧力と発生寒冷量の関係を実験的に決定 した。今後,液 体ネオンの製造効率を最適化するための条件を求めること,
及び,製 造 した液体 ネオン用いて大気を固化 ・捕集するためのクライオパ ネルの最適化 を行う予定である。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
一
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課





研究代表者 所 属 職
伏 見 碩
畑 中 雅 彦
滋賀県 立大学(環 境科学)
室蘭工業大学(Il)・ 助教授









一 一 … 一 一
1極 域における気象レーダデータの解析に関する研究
中 澤 高 清 東北大学(理)・ 教授
苦 土 正 暁
増 子 治 信
菊 地 時 夫


















一 一 　 　一　
みずほ氷床コア中の宇
研究官 極域におけるオゾン減



































轍 ゾン鰯 一の不均一反応の効果 司
西 尾 文 彦 北海道教育大学(釧 路校)・ 教授
π
衛星SARデ ー タを用 いた海氷 ・氷 河 ・氷床 の研 究




西 村 浩 aヒ亨毎」首 大 学(f氏itIlfi刀:)B力 手 南極における吹雪データの解析 とモデ リング





成 田 英 器 北海道大学(低 温研) 極域氷床コアからの古環境情報の抽出と復元に関す
立 花 義 裕 東海大学(文 明研)講 師
_」 墾 礎的研究
北極圏海氷域の年々変動過程に関する研究
鈴 木 勝 裕 北海道工業大学 ・教授




東 久美子 雪氷 コア解析結果の代表性に関する研究
一31
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
山 下 晃 大阪教育大学 ・教授 極域氷晶雲の微物理的構造と放射特性に関する研究
角 田 晋 也 海洋科学技術センター ・研究員
合成開口レーダを用いた,気 象並びに河川水が海氷
野に及ぼす影響の研究
二 木 安 之 信州大学(医)・ 助教授
地上オゾンの季節変動 と反応性および地球環境 シグ
ナルの解析






研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
渡 辺 興 亜 ・教 授 環北極雪氷圏気候 ・環境変動研究 8～9 本 山 秀 明
古 川 晶 雄
本 堂 武 夫
庄 子 仁
橋 田 元
牛 尾 収 輝
神 山 孝 吉
イ.基 盤研究(A)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
神 山 孝 吉 ・助教授 雪氷コア自動解析システムの試作 7～9 渡 辺 興 亜
本 山 秀 明
島 田 亙
和 田 誠 ・助教授 無人航空機観測用超小型高能率大気サ ンプリン 7～9 塩 原 国 資
グシステムの開発 橋 田 元
森 本 真 司
山 内 恭
青 木 周 司
ウ.基 盤研究(B)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
渡 辺 興 亜 ・教 授 雪氷 コア中への大気エアロゾル起源物質の定着
化過程と形成 シグナルの評価
8～10 神 山 孝 吉
本 山 秀 明











(4)研 究 成 果 の発 表
ア.学 会誌等による発表
題 目 著 者 誌 名 ・巻号 ・頁
Structure　 and　 dielectric　 properties　 of　 surface
snow　 along　 the　 traverse　 route　 from　 coast　 to
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題 目 著 者 誌 名 ・巻号 ・頁 発表年月
Characterization　f Alltarctic　 aerosol　 particlesK.　 Hara, Ellvirol1.　 Sci.　 Technol.,　 30,1996




雪氷試料の化学解析一アルファ線波高分析法を 鈴木利孝,太 田一岳 南 極 資 料,40,3,321-332 1996
用いた雪氷中210Pbの 高感度測定一 藤井理行,渡 辺興亜
Ice　 core　 analyses　 and　 borehole　 temperatureT.　 Uchida, Mem.　 Natl　 Inst.　 Polar　 Res.1996
measurements　 at　 the　 drilling　 site　 oll　 As一K.Kamiyama, Spec.Issue,51,377-386






Glaciological　 research　 in　Hidden　 Valley,　 MukutY.Fujii, Bulletin　 of　Glacier　 Research,1996
Himal　 il1　1994 K.　 Fulita　 alld 14.7-11
P.　Paudyal
氷床深層掘削 ドリルの開発(m) 高橋昭好,藤 井理行, 南 極 資 料,40,1,25-42 1996




Volcanic　 records　 aI/d　 dating　 of　 the　 llpper　 halfM.Kohno, Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar　 Me一1996
of　the　 Hl5　 ice　 core　 from　 Mizuho　 Plateau,　 EastT.　Fuk oka, teorol.GlacioL,　10,　 36-54
Alltarctica Y.　Fujii　 al/d
M.　 Kusakabe
南極氷床 一形態,動 き,存 在感 一 本山秀明 STUBULLETIN　 (東 京理 科 大1996
学 出 版 会),Allgust,18-22
南極の気象 山内 恭 〃13-17 り
Stable　 isotopic　 compositioll　 of　 Alltarctic　 airG.　Schwarz, Nallkyokll　 Shiryo　 (Antarct玉c1996
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 H.  Maeno
 T.  Ishikawa, 
 J.  Ukita, 
 K. I.  Oshima, 
 M. Wakatsuchi, 
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A newly developed grab sampling system forH. Honda, Nankyoku Shiryo (Antarctic1996








Variation of monthly precipitation and frequen-W. Wada, Mem. Natl Inst. Polar Res., 1996
cy of radar echo existance at altitudes inH. konishi and Spec. Issue, 51,  239-246
 Ny-Alesund, Svalbard, Arctic T. Yamanouchi
Report on atmospheric science observations atT. Yamanouchi, Mem. Natl Inst. Polar Res., 1996
Ny-Alesund, Svalbard S. Aoki, Spec. Issue, 51,  153  —163
S. Morimoto and
Wada
Observations of Column cloud liquid water inM. Wada and In Nucleation and atmosp- 1996
the atmosphere, some aerosols and gases nearM. Igarashi heric aerosols 1996. ed. by
surface and snowfalls at the ground in M. Kulumala and P. E. Wagn-
Svalbard, Arctic er, Pergamon, U. K.  812—
815
A study of precipitating clouds in the vicinityM. Wada and Proc. 12th International Con-1996
of three fronts and cyclone obtained fromH. Konishi ference on Clouds and Pre-
observations of microwave radiometer and cipitation, Vol. 1  694  —  697
vertically pointing radar in Svalbard, Arctic
Studies on the characteristics of precipitationH. Konishi, Proc. 12th International Con-1996
phenomena obtained by radar observations atM. Wada and ference on Clouds and Pre-
Syowa Station, Antarctica T.  Endoh cipitation, Zurich, Vol.  1  ,
 664-667
Formation mechanism of plate-like ice growingT. Gonda, Proc. NIPR Symp. Polar Me-1996
in air at low temperature and low supersatura-Y. Matsuura and teorol. Glaciol., 10,  66  —  72
tion M.  Wada
Seasonal variations of the Antarctic coastalK. I. Ohishima, Journal of Geophysical Re-1996
ocean in the vicinity of  Liitzow-Holm Bay T. Takizawa, search, 101,  20617-20628





者 誌名 ・巻号 ・頁
Heat　 budget　 of　Kongsfjorden.　 Proc.　 Int.　 Symp.
Env.　 Res.　 in　 the　 Arctic,　 19-21　 Jllly　 1995,
Tokyo
H Ito ;Mem .　Natl　 Inst.　 Polar　 Res.,
Spec.Issue,　 No.　 51
ブイ ヨル ド・ポ リニ ア 伊藤 －
Enso-like　 Periodicities　 iII　the　 Arctic　 Cryosp-　 ;　N.　 Onohere　 {
Variability　 of　Arctic　 Sea　 Ice　 along　 the　 Northern
Sea　 Route
Structures　 of　cold　 air　 during　 the　 development
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SUT　 Bulletin　 8　 (特 集 「南
極」),東 京理科大学 出版会,
23-26
海洋科学 の現状 と展望(東 京



















地球放射収支から見た北極 ・南極の違い(序 章) 山内 恭

















題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
ドームふ じ基地における雪氷観測1995年 観測亀田貴雄,東 信彦, 気水圏 シンポジウム 1996.7
結果 吉見英史,高 橋修平,
渡辺興亜
ドームふ じ観測拠点における地上気象観測 吉見英史,東 信彦, 気水圏シンポジウム 1996.7
亀 田貴雄,山 内 恭,
渡辺興亜
ドー ムF1993浅 層 コアの物理解 析 渡辺興亜,本 山秀明, 気水圏シンポジウム 1996.7












南極H15ア イスコア中の低分子 ジカルボ ン酸の河村公隆,春 日部英輝, 気水圏シンポジウム 1996.7
深度分布 藤井理行,渡 辺興亜
南極氷原における自然放射線の線量 とエ ネルギ 中島敏行,神 山孝吉, 気水圏シンポジウム 1996.7
一の高度分布 藤井理行,本 山秀明,
渡辺興亜,江 角周 一
SAR画 像 を用 いた ク レバスか らの散乱 につい て高橋 晃,横 山宏太郎, 気水圏シンポジウム 1996.7
の考察 長 幸平,古 川晶雄,
西尾文彦
北極域 における日本の雪氷研究 渡辺興亜 気水圏シンポジウム 1996.7
南極 ドームFに おける氷床掘削 とコア研究 本堂武夫 気水圏シンポジウム 1996.7
北極および南極域における大気微量成分観測 青木周司 気水圏シンポジウム 1996.7
下部成層圏における温度およびオゾンの短波長 荻野慎也,山 中大学, 気水圏シンポジウム 1996.7








ミリ波帯分光放射計による上層大気環境の観測 落合 啓,入 交芳久,気 水圏シンポジウム
(スバールバルにおける観測計画)!増 子治信,長 谷川哲夫,;
1996.7
1林 正彦,山 内 恭||
南 極 ドー ムFの 雪 ・大 気エ ア ロゾ ル,お よび酸 金森 悟,金 森暢 子,気 水 圏 シ ンポ ジウム 1996.7
性 ガスの化学 渡辺興亜,亀 田貴雄
1ニーオルスンの雲と降水の季節変動 和田 誠,小 西啓之
ll気 水 圏 シンポジ ウム 1996.7
南極大気 ・物質循環観測計画一38次 観測につい 平沢尚彦,林 政彦,気水圏シンポジウム 1996.7
て 一 山内 恭
ドームふ じ観測拠点における高層気象観測 中村辰男,吉 見英史, 気水圏シンポジウム 1996.7
東 信彦,山 内 恭
南極域衛星データの画像特微量 による領域分割 村本健一郎,斉 藤秀雄, 気水圏 シンポジウム 1996.7
(H)一 マハ ラノ ビスの距離法 による分類 一 得永敬信,松 浦弘毅,
山内 恭
1994年 か ら1995年 にかけて北極 スバー ルバル諸五十 嵐誠,和 田 誠, 気水圏シンポジウム 1996.7
島ニーオルスンにおいて観測 した降水中に含ま 神山孝吉,渡 辺興亜
れる化学成分
南極大陸内陸の気象データの解析 平沢尚彦 気水圏シンポジウム 1996.7
3次 元 トラジェク トリー解析 による南極昭和基 村山昌平,山 崎孝治, 気水圏シンポジウム 1996.7
地における対流圏オゾン濃度の変化についての 青木周司,中 澤高清
解釈
S16一 ドームふ じ間の氷床 表面温度 の観測 斉藤隆志,白 岩孝行, 気水圏シンポジウム 1996.7
庄子 仁,横 山宏太郎
南極大陸内陸部における風力 ・太陽光発電装置 榎本浩之,亀 田貴雄, 気水圏シンポジウム 1996.7
の試験 高橋修平,渡 辺興亜
東南極G15コ ア中のECMシ グナルと化学成分 と成 田英器,長 田和雄, 気水圏シンポジウム 1996.7
の比較 木戸瑞佳,渡 辺興亜
みずほ氷床 コア500m深 火山灰の化学組成 福 岡孝昭,林 伸幸, 気水圏 シンポジウム 1996.7
河野美香,藤 井理行
lAC-ECM法 を 用 い たSvalbard-Vestfolmaコア の 松 岡 健 一
,成 田 英 器,1気 水 圏 シ ン ポ ジ ウ ム 1996.7







題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
氷体中のC軸方位分布 庄子 仁,宮 本 淳, 気水圏シンポジウム 1996.7
成田英器
氷 床 中 で の気 泡 か らAir-hydrateへ の変 換 に 関島田 亙,本 堂武夫 気水圏シンポジウム 1996.7
する不均一核生成モデル
MESSR画 像 による南極昭和基地周辺の海氷に石田邦光,大 島慶一郎, 気水圏シンポジウム 1996.7
つ いて(1) 山内 恭
コングスフィヨル ドの海洋研究 伊藤 一,牛 尾収 輝, 気水圏シンポジウム 1996.7
工藤 栄
南極発散域における表層海洋中の二酸化炭素分 橋 田 元,中 澤高清, 気水圏シンポジウム 1996.7
圧の分布 青木周司,村 山昌平,
山内 恭,田 中正之,
清 水 明,林 政彦,
岩井邦中
小型成層圏大気 グラブサ ンプリング装置及び地 本田秀之,秋 山弘光, 気水圏シンポジウム 1996.7
上支援 システム 矢島信之,森 本真司,
橋 田 元,山 内 恭,
青木周司,中 澤高清
昭和基地における回収気球予備実験 一36次 及び森本真司,山 内 恭, 気水圏シンポジウム 1996.7




無人航空機利用による極域大気観測構想 山内 恭, 気水圏シンポジウム 1996.7
無人航空機観測検討グ
ルー プ
ECMWFお よびERBEデ ー タか ら得 られ た南大岡田 格,山 内 恭 気水圏シンポジウム 1996.7
洋における大気熱収支の季節変化
海鷹丸第64次 航海による南極発散域の海洋構造 牛尾収輝,中 島幸徳, 気水圏シンポジウム 1996.7
観測 若土正暁
降雪のVTR画 面か ら求めた昭和基地における降畑中雅彦,木 村慎也, 気水圏シンポジウム 1996.7
雪の粒径分布 について(3) 吉 田 豊,板 倉 賢一,
和田 誠,平 沢尚彦
放射冷却下における積雪表層の化学成分の変化 八久保晶弘,本 山秀明, 気水圏 シンポジウム 1996.7




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
ドームふ じ基地～昭和基地ルー ト上における無 亀田貴雄,東 信彦, 気水圏 シンポジウム 1996.7
人気象観測1995年 観測結果 榎本浩之,古 川晶雄,
田 中洋一,竹 川元章,
白岩孝行,見 玉裕二,




南極H15ア イスコア中の脂質成分の分布 と年代錦織睦美,河 村公隆, 気水圏 シンポジウム 1996.7
変化 藤井理行,渡 辺興亜
X線 による氷床 コアの密度プロファイル測定 田行一成,成 田英器, 気水圏 シンポジウム 1996.7
本堂武夫















小林俊 一,中 尾 正義,
上田 豊




クラス レー ト ・ハ イ ドレー ト中のゲス ト分子 の 堀川信一郎, 気水圏シンポジウム 1996.7
挙動 伊藤英之助,
河村雄行,本 堂武夫




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
北極ニーオルセン基地における冬季エアロゾル 長田和雄,林 政彦, 気水圏シンポジウム 1996.7
の化 学的特徴:1994/95と1995/96年 の観測結果原圭一郎,松 永捷司,




極域雪氷学の発展 渡邊興亜 日本雪氷学会 1996.9
ドームふ じ基地における雪氷観測1995年 観測結亀田貴雄,東 信彦, 日本雪氷学会 1996.9
果 吉見英史,高 橋修平,
渡邊興亜
AC/ECM法 で 測 定 され る氷 コア の コ ン ダク タ松 岡健 一,成 田英器, 日本雪氷学会 1996.9
ンスと含有化学成分 ・層位構造 との比較 松岡建志,藤 田秀二,
成瀬廉二,渡 辺興亜
スピ ッツベル ゲ ン島ス ノー ブイエ ラ氷 河 コア中 幸島司郎,東 久美子, 日本雪氷学会 1996.9
の雪氷藻類 高橋修平,亀 田貴雄,
渡辺興亜
ドームF1993浅 層 コアの物理解析 渡辺興亜,藤 井理行, 日本雪氷学会 1996.9
神山孝吉,本 山秀明,







上 田 豊,中 尾正義,
東 信彦,川 田邦夫,
横山宏太郎,小 林俊一









雪氷コアの層構造 自動解析装置の開発 高田守昌,渡 辺興亜 日本雪氷学会 1996.9
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題 目 発 表 者1発 表 した学会等の名称
1
発表年月
コア氷試料 の変 形 に対す る クラウデ ィー ・バ ン
ト




融雪水による積雪層内空気中のCO2移 流効果の小南靖弘,横 山宏太郎, 日本雪氷学会 1996.9
見積 もり 井上 聡,高 見晋一
スバ ールバ ル北 東 島Vestfonl/a氷 コアの化学 解的場澄人,神 山孝吉, 日本雪氷学会 1996.9
析 本 山秀明,成 田英器,
渡辺興亜





極地無人気象観測用電源システム試験(H) 榎本浩之,亀 田貴雄, 日本雪氷学会 1996.9
高橋修平,渡 辺興亜
氷 床 中で の気 泡か らAir-hydrateへ の変 換 過程島田 亙,本 堂武夫 日本雪氷学会 1996.9
のその場観察実験
X線 回析 法 に よる 人工CH4ハ イ ドレー トの結晶竹谷 敏,平 野貴史, 日本雪氷学会 1996.9
構造の決定 内田 努,成 田英夫,
本堂武夫
ドームふ じ基地～昭和基地ルー ト上における無 亀田貴雄,東 信彦, 日本雪氷学会 1996.9
人気象観測1995年 観測結果 榎本浩之,古 川晶雄,
田中洋一,竹 川元章,
白岩孝 行,上 田 豊,
召田成美,高 橋修平,
渡辺興亜





S16一 ドームふ じ間の氷床表面 温度の観測 斉藤隆志,白 岩孝行, 日本雪氷学会 1996.9
庄子 仁,横 山宏太郎
フ ィヨル ドポ リニア 伊 藤 一一 日本雪氷学会 1996.9
|
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
1993年 か ら1994年 にかけ て北極 スバ ールバ ル諸五 十嵐誠,和 田 誠, 日本雪氷学会 1996.9
島ニーオルスンにおいて観測 した降水中の酸素 神山孝吉,渡 辺興亜
同位体組成
SAR画 像による南極氷床の散乱 についての考察高橋 晃,古 川晶雄 日本雪氷学会 1996.9
SAR干 渉画像による南極の氷河氷床の変動 西尾文彦,木 村 宏, 日本雪氷学会 1996.9
古川晶雄,見 富 恭
衛生画像 による昭和基地沖のIce　 Bandの 検知石田邦光,大 島慶一郎, 日本雪氷学会 1996.9
(1) 山内 恭
ウィルクスラン ド沖南極発散域の海洋構造 牛尾収輝,中 島幸徳, 日本海洋学会秋季大会 1996.9
若土正暁
衛星搭載マイクロ波放射計データによる北極の 和田 誠,小 西啓之 日本気象学会 1996.11
気柱水蒸気量,雲 水量の季節変化
1985-1989年 のECMWFお よびERBEデ ー タか岡田 格,山 内 恭 日本気象学会 1996.11
ら得 られた南大洋における地
表面熱 フラックスの季節変化 について
北極 ・南極における放射から見たエアロゾル観 塩原国資 大気 エア ロゾルのモニ タリン 1997.1
測計画 グに関するシンポジウム
ニーオルソン南極における雲物理から見たエア 和田 誠 大 気エ アロゾルのモ ニ タリン 1997.1
ロゾル観測計画 グに関するシンポジウム
昭和基地における微量気体成分モニタリングと 橋田 元 大 気エ アロ ゾルのモ ニ タリン 1997.1
エアロゾル観測への取 り組み グに関するシンポジウム
Radiation　 in　the　 Antarctic　 (Inviled)T.　Yamanouchi International　 Radiation　 Syrn一1996.8
posium　 Fairforks,　 Alaska,　 19
一24
Spatial　 variations　 of　 the　 oceanic　 CO2　 in　 theG.　Hashida, Interllational　 Symposium　 on1996.11









題 目 発 表 者
A　 Japanese　 field　 experiment　 plan　 for　 aerosol-

















地学研究 グループは研究系で2部 門,資 料系で2部 門および1セ ンターに所属する12名 の専任教官及び2客 員部門
の4名 の客員教官,1名 のOCE研 究員で構成されている。
(1)一 般 研 究
(1.1)固 体地球物理学
昭和基地周辺域及び南極における固体地球物理学研究
教授 神沼克伊,教 授 渋谷和雄,助 手 野木義史,助 手 金尾政紀,助 手 土井浩一郎,
助手 青木 茂,　COE研 究員 久保篤規
(1)重 力測定
平成7年 度に南極で得 られたデータの整理 を行なった。「しらせ」の海上重力計NIPRORI-　 2に より得 られたデー
タを用いて,測 線上の重力異常を求めた。昭和基地で得 られた超伝導重力計のデータ解析を開始 した。総合研究大学
院大学の天文科学専攻 との共同研究 として採択 された 「南極 ・昭和基地 と日本を結んだ超伝導重力計による地球深部
研究」は第3年 目を迎え,国 立極地研究所では地殻の隆起 と重力変化につき調べた。
(2)　GPS・VLBI
昭和基地でのGPS測 量の解析 を継続 した。
(3)自 然地震観測
前年度同様の方式でデー タ編集がなされ,　JARE　 DATA　 REPORT　 No.　210と してまとめた。得られた地震データを
解析 し,次 のような研究が進行 した。
① リュツォ ・ホムル湾地域における地殻 ・最上部マ ントル構造の地震学的研究を継続 した。
②昭和基地付近の極地地震活動 を調べた。




平成7年 度 「しらせ」の3成 分磁力計により得 られたデータの解析を継続 した。
(6)テ クトニクス
船上の地磁気3成 分のデータや昭和基地の地震波速度異方性から,南 極プレー トの構造やダイナ ミクスの研究を継
続 している。 しらせの水深調査により,「新海山」 を発見し,1996年12月 に発見された 「ふ じ海山」 を国際的に登録
して もらう努力をし,実 現 した。
(1・2)古 地磁気学
古地磁気学的研究 助教授 船木 實
(1)昨 年度に引 き続 き,　JARE35で アムンゼ ン湾とリーセルラルセン山周辺か ら採集 された岩石について古地磁気学
的研究を行なった。その結果,約25億 年前 に貫入 したアム ンゼン岩脈が信頼で きる自然残留磁気(NRM)を 持つ
ことが明 らかになった。このNRMか ら得 られる磁極の位置と,オ ース トラリアの同年代の磁極の位置を対比 させ,
両者が比較的近い位置にあったことを明らかにした。
(2)JARE35に よりやまと山脈から採集 した岩泥氷の磁気学的研究を行なった。その結果,泥 の起源は火山灰でなく
氷河粘土が起源で,磁 化構造は堆積面と一一致することが判明 した。
(3)イ ンドラジマハル玄武岩の古地磁気学的,岩 石年代学的研究を行ない南極フェラー ドレライ トと対比 し考察 した。
その結果,イ ンドが南極から分裂する時にラジマハルが貫入 したことが明 らかになった。




東南極 楯状地 の地 質学的 ・岩石学的 ・地球化学 的研 究
教授 白石和 行,助 教授 本吉洋 一,助 教授(客 員)石 塚 英男
(1)リ ュ ツォ ・ホルム岩体 の地質学的 ・岩石学 的 ・年代学 的研 究
SHRIMPを 用 いて年代 測定 が行 なわ れた試 料の なか で,1000Maを 示 す 日の出 岬の トロニ エム岩 につ いて の岩石学
的検討,グ ラニ ュ ライ ト相高 温部での鉱物 共生 関係 を解析す るための 高温高圧実験,さ らに大 理石 を用 いた流体の挙
動 についての同位体 的研究 な どが行 なわれた。 また,リ ュッ ォ ・ホ ルム湾 とス リラ ンカの高温 グラニ ュラ イ トを用 い
た下部地 殻での溶融 メカニ ズムな どが示 され た。
(2)セ ール ロン ダー ネ山地 の岩 石学的 ・地球 化学 的研 究
昨年 に ひ きつづ き,　CHIME法 に よる年代 測定が行 なわ れ,モ ナザ イ トか ら得 られた530-550Maを グラニ ュ ライ ト
相変成作 用年代 と規定 する と ともに,　SHRIMPに よる デー タと突 き合わせ て,い くつか得 られ ている5億 年 よ り古い
年代 につ いての検討が行 われ た。
(3)エ ンダー ビー ラ ン ドの岩石学 的 ・地球化学 的研究
Sm-Nd,　 Rb-Sr法 によって新た に報告 され たSandercockNlnataksか らの967Ma,615Maと い う年代値 につ いて,と
くに レイナ ー岩 体 のテ ク トニ クス と関連 した検 討が行 な われた。 ナ ピア岩体 に関連 しては,　Amundg.en湾 沿 岸のMt.
Pardoe,　Tonagh　 Islandsか らのSm-Nd,　Rb-Sr法 による同位体年代 の測定が精 力的 に行 なわれ た。
(4)ゴ ン ドワナの地質学 的 ・岩 石学 的研 究
イン ドのEastern　 Ghatsや ス リラ ンカな どの地 質構造,同 位体 な どの検討結果 をも とに,こ れ らの地域 でのパ ンア
フ リカン変動 の実態の解 明,さ らに変 成履歴の解 明 などが進 んだ。
(1・4)地 理 ・地形学





リュツォ ・ホルム湾沿岸の隆起海浜の トレンチワークによって新たに得 られた堆積物 ・貝化石の層位学的 ・年代学
的検討か ら,第 四期後期における氷床変動,海 水準変動および地殻変動の動態について再検討を行った。従来地表面
から混在 して産出 していた完新世の年代を示す貝化石 と3～4万 年前の貝化石は,異 なる層準から現地成で産出し,
その間の層準には下位の地層と不整合に河成砂礫層が堆積 していることが明 らかになった。この事実から,最 終氷期
最盛期 に東南極氷床が大拡大 しなかったこと,貝 化石の年代に対応する2回 の相対的高海面期が存在することが確実
になった。また,隆 起海浜に残されたステ ップ状地形の堆積学的な観察 と完新世貝化石の年代から,完 新世の問にも
数回の相対的海面安定期が存在することも明らかになった。
(3)中 緯度高山地域および北海道の現在および氷期の氷河 ・周氷河地形,環 境に関する研究
南極地域の周氷河地形,現 象,作 用 との比較の目的で,ス イスアルプス,日 本の北アルプスおよび北海道の周氷河
作用 ・地形の調査を継続 した。 また,北 海道の第四紀後期,特 に最終氷期における氷河地形 ・化石周氷河地形の調査
結果の一部 をまとめた。
(1・5)南 極 圏環境 モニタ リング研究 センター
人工衛星海面高度計 ・合成開口レーダデータを用いた南極同極流,南 極氷床の研究
教授 渋谷和雄,助 手 ニヒ井浩一郎,助 手 青木 茂
人工衛星 レーダ高度計のデー タを解析 し,昭 和基地の重力変化に影響 を及ぼすと考えられる南極周極流の変動 を調
べた。また,昭 和基地において受信 した人工衛星合成開口レーダデータを処理 し,後 方散乱強度画像を得た。
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(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題




研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
岩 田 修 二 東京都立大学理学部 ・教授 南極露岩地域における地形発達
酒 井 英 男 富山大学理学部 ・助教授
南極 ・南極海 ・イン ド東部から得 られた資料による
ゴンドワナの古地理 と分裂過程の研究
小山内 康 人 岡山大学教育学部 ・助教授
西エンダービーランドの地殻形成史の研究一変成岩
岩石学,同 位体岩石学からのアプローチー
伊勢崎 修 弘 千葉大学理学部 ・教授
南極沖南インド洋の海洋底拡大史と過去の海洋の物
質循環に関する研究
松 岡 憲 知 筑波大学地球科学系 ・講師 周氷河地形形成作用の観測技術の開発
伊 藤 潔 京都大学防災研究所 ・助教授 人工地震実験によるナピア岩体下部地殻構造の解明
佐 藤 忠 弘 国立天文台 ・助教授
超伝導重力計による,南 極昭和基地での長周期重力
潮汐及び関連現象の研究
上 野 直 子 東洋大学文学部 ・教授 南極産岩石の磁気的研究







吉 田 栄 夫 立正大学文学部 ・教授 南極地域の第四紀環境変動の自然地理学的研究
永 井 寛 之 信州大学理学部 ・教授 南極産 限石 中のTetraeniteの 物性 的研 究
藤 巻 宏 知 東北大学大学院理学研究科 ・教授
衝撃により溶融 した南極阻石の岩石学的 ・地球化学
的研究
石 塚 英 男 高知大学理学部 ・教授 セールロンダーネ山脈の地質構造発達史の研究
高 橋 幸 雄
通信総合研究所鹿島宇宙通信センタ
ー ・室長 南極VLBI
瀧 上 蓋 関東学園大学法学部 ・助教授 ナピア岩体の岩石磁気学,年 代学的研究





河 野 芳 輝 金沢大学理学部 ・教授 南極大陸の広域的地殻構造
富 樫 茂 子 地質調査所地殻化学部 ・課長 限石の微量元素の存在度に関する研究
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題i
廣 井 美 邦 千葉大学理学部 ・教授
!
造山帯深部における物質進化の研究
大 村 誠 高知女子大学家政学部 ・助教授1 繋 熱 緬 ングによる轍 のトポグラフ
有 馬 真 横浜国立大学教育学部 ・教授 ナピア地域太古代 リソスフェアーの地球科学自勺研究[
加賀美 英 雄 城西大学理学部 ・教授 南極周辺の大陸縁辺域の形成過程
今 脇 資 郎 九州大学応用力学研究所 ・教授
人工衛星海面高度計データを用いた南大洋における
海面流速の推定
安 藤 雅 孝 京都大学防災研究所 ・教授
広帯域実体波波形 を使った南極大陸及び沈み込み帯
の地殻,マ ン トルの異方性 ・不均質構造の研究
中 西 一 郎 京都大学大学院理学研究科 ・助教授 南極で記録された地形波形記録を用いた地球中心核
構造の解明
島 崎 邦 彦 東京大学地震研究所 ・教授
南極プレー ト周辺域の地殻,マ ントルの地震波速度
構造
(3)科 学 研 究 費補 助 に よ る研 究
ア.一 般研究(C)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題1研 究年度 研究所教官の分担者
白 石 和 行 東南極 エ ンダビー ラン ド,レ イナ ー岩体 の地殻18-9
形成過 程
|
本 吉 洋 一
森 脇 喜 一 第四紀後期の南極氷床変動と隆起海成堆積物の
研究
8 三 浦 英 樹
イ.萌 芽的研究




1 南極氷床から採集した氷の磁気学的研究 8-10 な し
ウ.奨 励研究(A)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者1
青 木 茂 衛星海面高度計データを用いた全球 に
i
1
(4)研 究成 果 の発 表
ア.学 会誌等による発表















題 目 著 者 誌 名 ・巻号 ・頁 発表年月
構造探査用地震波形収録装置の南極における動 田中俊行,金 尾政紀 南極資料,40,333-345 1996.11
作特性
Crustal　 velocity　 models　 of　 shear　 waves　 in　EastM.　 Kanao, Proc.　 NIPR　 Symp.　 Antarct.1996 10
AIltarctica　 by　 receiver　 function　 inversion　 ofA.　 Kubo　 and Geosci.,9,1-15
broadballd　 waveforms T.　Shibutal/i
On　 the　 possibility　 of　detecting　 absolute　 crustalK.　Kaminuma Proc.　 NIPR　 Symp.　 Antarct.1996.10
uplift　 at　Syowa　 Station,　 AIltarctica Geosc1,9,16-23
Magnetic　 anomalies　 of　 Precambrian　 terranesA.　V.　Golynsky, Proc.　 NIPR　 Symp.　 Antarct.1996 10





Heat　 flow　 mesurements　 in　 the　 AntarcticK.　 Kaminuma　 and KoreaIl　 Journal　 of　 Polar　 Re一1996
PelliIlsula　 Region T.　Nagao search,7,1/2,29-33
南極 ・昭和基地の水準測量 とその解釈 神沼克伊,木 村 勲 測地学 会誌,第43巻,第1号, 1996
23-26
Maglletic　 anomaly　 lineation　 and　 fracture　 zoneY.　Nogi, Geol.　 Soc.　 Sp.　 Publ.　 108,　 2651996
formations　 deduced　 from　 vector　 data　 of　 theN.　Se ma,
一273
geomagnetic　 anomaly　 field　 in　the　 west　 EnderbyN.　Isezaki　 and
Basin　 adjaceIlt　 to　 the　 Weddell　 Sea.　 III　Storey,Y.　Fukuda
King　 &　 Livermore　 (eds.),　 Weddell　 Sea　 Tec一
tol/ics　 alld　 Gnddwana　 Breakup




極域科学への招待 神沼克伊 新潮選書 1996.2
北極 ・南 極 神沼克伊, 朝倉書店 1996.2
三方洋子(訳)
(1・2)古 地磁 気学
Collection　 of　 Yamato　 meteorites　 by　 the　 35thM.　 Funaki　 and Proc.　 NIPR　 Symp.　 Antarct.1996 10
Japanese　 Antarctic　 Research　 Expeditiol1N.　 Ishikawa Meteorites,　 9,　 1-7
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Pseudotachylite　 from　 Mclntyre　 Island,　 Enderby　 Y.　Motoyoshi
Land,　 East　 Antarctica:　 Evidence　 for　 a　 rapid
CryStallizatiOn
Decompressional　 P-T　 history　 in　the　sapphirine-　 A.　Mohan,








Field　 experiments　 on　 physical　 weathering　 and
Wind　 erosion　 in　an　 Antarctic　 cold　 desert
南極の氷床変動と地形発達
(1・5)南 極 観 測 モ ニ タ リ ン グ セ ン タ ー
Eddies　 activities　 of　the　 surface　 layer　 in　 the
western　 North　 Pacific　 detected　 bv　 satellite
altimeter　 and　 radiometer
三浦英樹
Antarctic　 Geol.　 Map　 Ser.,　 1996
;Sheet　 34　 (with　 explanatory
ltext　 2g　 P








Proc.　 NIPR　 Symp.　 Antarct.　 1996
Geosci.,9,65-75
Journal　 of　South　 East　 Asian　 1996
Earth　 Sciences,　 14,　 231-
243
第四紀露頭 集 一日本 のテ フラ1996
一 日本 第 四紀 学 会 編,63.,
100-101








S.Aokiand Journal　 of　 Oceanography,1996
S.　Ima ㌧aki 52,457-474
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題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
Progress　 of　the　VLBI　 Program　 in　the　JapaneseK. S ibuy , Proc.ofTWAA'96,33-341997
Antarctic　 Research　 Expedition　 after　 the　 APTK.　1)oi　 and
'95　 WorkshOP S.Aoki
気圧荷重による重力変化 を用いた荷重Green関土井浩一郎 測地学会誌,43,13-21 1997
数の推定
イ.口 頭 による発 表
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
(1・1)固 体 地球物理学
Japanese　 Research　 in　southern　 Indian　 OceanK.　Kaminum 　 al/dInternational　 Symposium　 on1996.10
Y.Nogi Geology　 and　 Geophysics　 of
the　 Indian　 Ocean
Shear　 wave　 anisotropy　 by　 SKS　 splitting　 inA.Kubo, Workshop　 of　Geodynamic　 of1996
Antarctica Y.　Hiramatsu　 alldthe　 lithosphere　 and　 Earth's




久保篤規,平 松良造 地震学会秋季大会 1996
東南極盾状地の地殻進化 と深部構造一リュツォ 金尾政紀 地震学会秋季大会 1996
・ホルム湾地域 の場合 一




レシーバー関数でみる東南極大陸地殻のS波 速 金尾政紀,久 保篤規, 地球惑星科学関連合同学会 1996
度モデル 渋谷拓郎
Crustal　 velocity　 models　 of　 shear　 waves　 in　EastM.Kanao, Westerl/　 Pacific　 Geophysical1996
Antarctica　 by　 receiver　 function　 inversioll　 forA.Kuboand Meeting
broadband　 waveforms T.　Shibutani
昭和基地 における各種宇宙技術 ・基準座標値の 渋谷和雄,金 尾政紀, 地球惑星科学関連合同学会 1996
比較について 渡辺和夫,池 田尚慶,
藤原 智,岡 野憲太
南極観測第5期 計画 におけるVLBI開 始 と各種渋谷和雄,士 井浩…郎, 地球惑星科学関連合同学会 1996
測地学観測の継続 青木 茂,金 尾政紀,
神沼克伊
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月








レシーバー関数でみる大陸地殻のS波 速度モデ 金尾政紀,久 保篤規, 地球惑星科学関連学会合同大 1996
ル 渋谷拓郎 会
六甲断層沿いの地震波の距離減衰 中村修一,久 保 篤規, 地球惑星科学関連学会合同大 1996
大倉敬宏,大 内 徹 会
Global　 compilation　 of　 the　 allisotropy　 revealedA.Kuboand 地球惑星科学関連学会合同大 1996
by　SKS　 splitting Y.　Hiramatsu 会
太 平 洋 下 のasthenospheric　 return　 flowの マ ン ト久保篤規,平 松良浩 地球惑星科学関連学会合同大 1996
ルダイナ ミクスへの重要性 会
Selection　 of　 the　 reference　 frame　 for　 theA.　Kubo　 and AGU　 Chapman　 conference1997
prediction　 of　shear　 deformation　 beneath　 conti一Y.　Hiramatsu
nent
The　 possibility　 of　the　 asthenospheric　 formationA.　 Kubo　 and AGU　 Chapman　 conferenceユ997
of　anisotropy　 and　 it's　critical　 plate　 velocityY. Hiramats11
Deviations　 of　 earthquake　 slip　 vectors　 from　 theA.Kubo, Ocean　 Hemisphere　 Project,1997
predictions　 based　 on　 plate　 motion　 model　 atY.Nogiand at　Kazusa　 Academia　 Hall
circum　 Antarctic　 plate　 boundaries K.　Kaminuma
(1・4)地 理 ・地形学
南極,リ ュッ ォ ・ホ ルム湾,ラ ングホブデ北部 前杢英明,三 浦英樹 日本第四紀学会大会 1996.8
の隆起海浜地形に関する新知見 三枝 茂,森 脇 喜一一
東南極,リ ュツ ォ ・ホ ルム湾,ラ ングボブデ南 三浦英樹,前 杢英明, 日本第四紀学会大会 1996.8
部の雪鳥沢 ・やつで沢に分布する氷河 ・融氷河 三枝 茂,森 脇喜一
堆積物 と含貝化石海成層 との層位関係一その南
極氷床変動史における意義一
第四紀の地表環境の変遷を探るための土壌学の 三浦英樹 第四紀総研 シンポジウム 「黒 1996.9
新 しいパ ラダイム ボク土の成因を探る」
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
(1・5)南 極 観測モ ニ タリングセ ンター
Comparison　 of　gravity　 change　 measured　 by　 anK.Doi, TOPEX/Poseidon　 SWT　 meet一1996.10
absolute　 gravity　 meter　 with　 that　 estimated　 fromM.　Murakami, ing









Rossby　 Waves　 in　the　 Southern　 Ocean　 DetectedS.Aoki TOPEX/Poseidon　 SWT　 meet一1996.10
by　 TOPEX/POSEIDON　and　 ERS　 -　 1　Altime一 ing
ters
南極VLBI計 画 寺家孝明,真 鍋盛二, 1996年 度VLBIシ ンポ ジウム1997.3
佐藤克久,田 村良明,
渋谷和雄,土 井浩一郎
他に第16回 南極地学シンポジウム(国 立極地研究所主催)で 発表多数。
一54一
B.南 極陽石
(1)一 般 研 究
南極 陽石の分類学 的研究 助教授 小 島秀康,助 手 余栄直也
当研 究所 には,1995年3月 まで に南 極で発見採 集 され,持 ち帰 られた約8900個 の阻石が保 管 されている。 これ らは
順次 同定 分類 が進 め られて いる。今 年度 は,Y-79損 石 の一部 とY-86限 石 の分類 を継 続 して行 っ たほか,　Asuka-
88,90,Y-92,94明石 の初期 処理 及 び同定 を行 った。Y-793605火 星損石 の コ ンソーテ ィアム研究 が 開始 され,試
料 の配分 を行 った。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
小 島 秀 康 国立極地研究所 ・助教授 南極限石の精密分類 と南極明石総合カタログの作成
イ.一 般 共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
藤 巻 宏 和 東北大学大学院(理)・ 教授 衝撃により溶融 した南極陽石の岩石学的 ・地球化学
的研究
富 樫 茂 子 地質調査所地殻化学部 ・課長 阻石の微量元素の存在度に関する研究
(3)研 究成果の発表
ア.学 会誌等による発表
題 目 著 者 誌 名 ・巻号 ・頁 発表年月
極地研の紹介 今栄直也 日本惑星科学会誌(遊 星人),1996.6
5.70-74
Meta-ultramafic　rock　 from　 the　 AustkampalleH.　 Ishizuka, Proc.　 NIPR　 Symp.　 Alltarct.1996.10

















題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月





Major　 element　 chemical　 compositions　 of　 Ant一H.　 }laramura, 第21回 南極阻石 シンポジウム1996.6






The　 formation　 of　 silica-rich　 phase　 in　 a0.　Ichikawa　 and 第21回 南極陽石シンポジウム1996.6
chol/drule　 of　Yamato_793495　CR　 chondrite H.Kojima






Veins　 in　CM　 chondrites H.　 Kojima　 and 第21回 南極損石 シンポジウム1996.6
K.　 Yanai
Refractory　 inclusions　 in　 the　 Yamato-86751　CV H.　 Takeda　 and 第21回 南極明石シンポジウム 1996.6
3　 chondrite H.Kojima






Mineralogy　 of　 new　 primitive　 achondrites,　 Y_K.　Yugami, 第21回 南極阻石シンポジウム1996.6
8005　 and　 Y-8307　 alld　 their　 differentiationH.　Takeda,
from　 chondritic　 materials H.Kojimaand
M.　Miyamoto
Sulfidation　 textures　 of　Y-82094　 (CO3)　 and　 itsN.　 Imae　 and 第21回 南極慣石 シンポジウム1996.6
.
petrogenesls H.Kojima
Y-82094(CO,{)蹟 石 の硫化組織 今栄直也,小 島秀康 日本鉱物学会 1996.6
一56一
i 1
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月 |
|
Yamato　 -791093,　 an　 anomalous　 IIE　 ironM.　Ebihara





Degree　 of　 aqueous　 alteration　 of　 chondrules　 in0.　Ichikawa　 a d 59th　 Annual　 Meteoritical　 So.1996.7
Y　-790112　 CR　 chondrite H.　Kojima ciety　Meeting
Hibonite-rich　 inclusion　 from　 Y-86751　 CV3H.　Takeda　 and 59th　 Annual　 Meteoritical　 So.1996.7
chondrite H.　Kojima ciety　 Meeting
ここ5年 間の南極 における阻石探査計画 小島秀康,今 栄直也 日本地球化学会 1996.8
阻石探査と火星限石 小島秀康 シンポジウム 「火星明石と生 1996.11
命」
火星に過去の生命 を求めて一火星唄石中に生物 小島秀康 総合研究大学院大学国際シン 1997.3
活動の痕跡の可能性 一 ポ ジウム
南極産炭素質コンドライ ト中の難揮発性包有物 武田 肇,小 島秀康 総合研究大学院大学国際シン 1997.3
が示す原始太陽系での高温過程 ポジウム
限石母天体上での水質変成過程 市川 収,小 島秀康 総合研究大学院大学国際シン 1997.3
ポジ ウム
限石組織から推定される初期太陽系の物質進化 今栄直也 総合研究大学院大学国際シン ll997.31
と環境一非平衡コンドライ ト中の金属腐食組織 ポジ ウム i
か ら一
宇宙塵の採集とその後の管理体制 小島秀康 地球惑星科学関連学会 1997.3
南極産炭素質コンドライ ト中の難揮発性包有物 武田 肇,小 島秀康 地球惑星科学関連学会 1997.3
の岩石学的研究
YamatoCR損 石 の分類 について 市川 収,小 島秀康 地球惑星科学関連学会 1997.31
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4)生 物学研究グループ
(1)一 般 研 究
マイクロデータロガーによる海産動物の行動研究 教授 内藤靖彦
マイクロデー タロガーを用いてクローゼ島のキングペンギンの潜水行動中の水深,水 温,遊 泳速度,加 速度,胃 内
温度の測定を行った。ペンギンは8分 間,300mに も達する潜水を行ってお り,そ の間に胃内温度は約10度 降下 した。
胃内温度は潜水の開始直後にい くらか上昇 したあと下降 し続けた。これは胃の中に海水や餌が入ったことによる降下
とは異な り,潜 水中の代謝が低 く抑えられていることを示唆 している。潜水開始直後の胃内温度の上昇は,浮 力に逆
らう激 しい運動に伴 う発熱によってもたらされていると考えられる。
潜水時の鯨類の代謝量を調べるため,飼 育下においてネズ ミイルカの酸素消費量 と遊泳行動の測定を行った。イル
カは昼夜関係なく潜水 を繰 り返 し,潜 水時間が長いほど酸素消費率は低い傾向があり,連 続的に潜水を行 うことによっ
て酸素の消費を低 く抑えている可能性が示唆 された。
夏季の南極海氷縁域における粒子の下方輸送の短期変動の研究 教授 福地光男
夏季の南極海氷縁域においては,付 着性藻類のアイスアルジーの出現,沈 降,浮 遊性植物プランク トンのブルーム,
オキアミ集群の出現など,低 次生産者により活発な生物活動が知 られている。
1994年 から1995年 にかけて行われた東京大学海洋研究所の南大洋の生物生産過程 と物質循環過程の総合的研究の一
環として,夏 季に生物活動が活発化すると予想される海氷縁域の低次生産者の物質輸送過程 を明 らかにするために,
時系列型のセデ ィメン トトラップを用いて約1ケ 月間の試料採集 を行った。それ らの沈降粒子の定量的分析が行われ
た結果,沈 降粒子が短期間で大量に生産され,そ れらが分解消失過程を経て一部は急速 に深層,海 底に供給 されるこ
とを報告 した(第18回 極域生物シンポジウム)。 また粒子の沈降速度別の分割の実験結果か ら,沈 降速度の速い粒子
群(>80m/day)と 遅い粒子群(<80m/day)の 時空間的沈降パ ターンが近似 していることにより,沈 降速度の速い
粒子群が深層への粒子の輸送 に重要であることも予想 した。
顕微鏡観察の結果,沈 降速度の速い粒子群 としては動物プランク トンが排出 した糞粒が卓越 し,次 いでオキアミの
脱皮殻,有 孔虫,翼 足類の殻 などが見られた。
夏季の南極海氷縁域においては,植 物プランク トンの局所的な増加が引き金 とな り,オ キア ミ集群が形成され,活
発な摂食活動の結果,そ れらが排出された糞粒が短期的に大量 に深層へ輸送されるもの と予想 される。 しか しオキア
ミが排出 したものと思われる糞粒は,そ の大半が537mか ら796m間 で消失 している。
北極 氷河末端域 に お ける植 生 の定着 と発達 教授 神 田啓 史
北 極氷河末端 域のモ レー ンの植物 遷移過程 の研 究 は,グ ローバ ルな,あ るいは ローカルな環境変化 の評価 の上 で,
意義 あ る もの と考 え られ る。 これ までス ピ ッツベル ゲ ン島,ニ ーオルス ン周辺 モ レー ンでの植物社会学 お よび遷 移 に
関す る研究 は皆 無 に等 し く,情 報 が欠落 していた。 そこで本研究 では束 ブ レッカー氷河末 端域のモ レー ン植生 を明 ら
か に し,末 端 域か ら遠 ざか るにつれて,ど の様 な植生 の移 り変 わ りが見 られるか を調査 した。氷河末 端域で は最 初 に
B?"zyZtm　psθ掘o励qμet㎜,　 PotLiα　heimii,　 Desmtodon　 SP.,　FzeuaWα αγctiCCtが 出現 し,そ れ らはDtStichizem
capiLlacez〃m,　DitTichumfle　 cicα?Lte,EnoαLyptct　sp.,　fUngermαnnta　 confeToidesが 優 占す る群落 に移行 して いった。 と
くに苔類 のJ　confersissi7uaは たえず,藍 藻 のNostOC,　 Anabαenα と共存 していた こ とは一次遷移過程 を議論す る上で
興 味深 い現 象であ る。
土壌小型節足動物の微小生息域 助教授 大山佳邦
氷河末端域には周氷河環境下で発達する構造土(ポ リゴン)が いたる処に見られる。ポリゴンの内部は微地形,微
気象あるいは土壌条件 についても極めて不均質であり,植 生 も微小 なパ ッチがモザイク状 に出現 している。 ここを土
壌動物が如何に利用 しているかを調べることは北極 ツン ドラにおける圧倒的な優占動物群であるササラダニ,ト ビム
シ群集の成立機構を解明する重要な手掛か りとなる。氷河後退域から典型的な形状を示すポリゴン(直 径2～3m)
を選び,中 央 に発達 した小丘を横切るライン ・トランセ クトを設け,10cm間 隔で採集 をした。ポ リゴン内部は縁端
から中央小丘まで地形 ・植生の層状構造 を示す。周縁の湿った窪地に発達するコケ群落と小丘斜面の地衣群落には各





南極に生息する陸生線虫はほとんど固有種 と推定されているが,こ れまでに報告 された約40種 のうち半数以上は未
同定のままである。またその多様性は緯度の低 ドと共に増加するとされているが,そ の検証には調査地点を増やすこ
とが不可欠である。以上の観点から南極半島の北 に位置 し,南 米大陸にも近いキングジョージ島の線虫について固有
性 と多様性を解析する研究 を行った。本島か らはこれまで5種 とされていたが,こ の研究で9属11種 が確認 され,う
ち7種 が本島新記録であった。これにより本島には少なくとも12種 が分布する。12種 という種数は同 じサウスシェ ト
ランド諸島のデセプション島と同程度であ り,海 洋性南極の線虫相は北 に位置するほど多様性が増す結果となった。
このうち2種 はコスモポリタン,亜 南極,北 極にも分布する種で,本 地域が他大陸の影響 を受けていることは明らか
である。また残 り10種はいずれも南極固有種 と考えられることか ら,南 極半島部の線虫相は高い固有性 を持つ という
これまでの説 も支持する。 うち3種 は南極大陸全体に分布 しているが,他 の7種 は半島部からのみ知 られている種で
あり,本 島の線虫相が大陸性南極の線虫相とは明かに異なる。
昭和基 地周辺及 び プ リンスオ ラフ海岸 のペ ンギ ン営巣地 での個 体数調査 助 教授 渡邉研 太郎
第35次 南極地域観 測隊で越冬 中の1994年,昭 和 基地周辺 及び プリ ンスオ ラフ海岸 の コウテ イペ ンギ ン及び アデ リー
ペ ンギ ン営 巣地 を航空機 か ら写 真撮影 し,ま た後者 については直接 営巣地へ行 ける場 合は 目視 によ り固体 数調査 を行 っ
た。 その結果 につ いて資料 を整理 し,方 法論 も含 めて検討 を加 えた。
航空機 に よる写真撮 影 は,コ ウテ イペ ンギ ンにつ いて リーセル ラルセ ン半 島東方棚 氷近 くの営巣 地で1994年5月 か
ら12月 にかけての5回,プ リンスオラフ海岸,海 干岩 の北方2-3kmの 海氷hで8月 か ら11月 の4回 調査 を行 った。
アデ リーペ ンギ ンで は主 と してプ リンスオ ラフ海岸の営巣 地 についてll月 中旬 に実施 した。撮影 は航 空機 か ら35mm
版 の 自動巻 き上 げ式の カメラに70-210mmの ズーム式 望遠 レンズ(F3.8-)を 取 り付 け,ASAIOO-1000の カラー フ ィ
ルム を使用 した。
撮 影条件 は映像が多少 暗 くなって も,500分 の1程 度の高速 シャ ッター を用い てプ レを避 ける方が良 い こと,ま た,
ASA400-1000の 感度 の高 い フ ィルム での撮影 は,粒 状 性が 多少悪 くて解 像度 が低下す る ものの,固 体 数の計 数 に著
しい支障 とはな らず,感 度 の高 いフ ィルムの 有効性 も確認 で きた。機 内か らの撮 影 は,指 示通 りパ イロ ッ トが操 縦で
きる よう,パ イロッ トと同 じ側の 窓か ら行 う事 で好結果 を得 た。
コウテ イペ ンギ ンで は リーセ ルラルセ ン半 島で成鳥が9月 に9045羽 計数 され,梅 干岩 では8月 に602羽,9月 に541
羽 であ ったが10月 には営巣 地が移動 して90羽 と急 減 し,12月 に106羽 であ った。 ヒナは12月 に268羽 を計 数 した。 梅干
岩で観測 隊が得 た過去の記録 と比べ 多か った。昭和 基地周辺 の営 巣地 におけ るアデ リーペ ンギ ンの固体 数は,1988年
に ピー クを示 した後急減 し,1991年 か らやや減少傾 向で はある ものの比較 的安定 してお り,1994年 もこの傾 向 を示 し
た。
バ レンツ海極前線域の生物活動に関する研究 助手 工藤 栄,谷 村 篤
バ レンツ海熊島周辺に発達する極前線域は生物生産活動が極めて大きくなる領域 として注目されている。本研究で
は極前戦域の高い生物生産の しくみの解明のため,日 本側が基礎 ・低次生産およびそれによる二酸化炭素同化活動の
研究を分担 し,ノ ルウェーが鳥類活動からの生産性の研究を実施 した。
極域湖沼の生物相とその起源 助手 伊村 智
36次 南極観測隊において,昭 和基地周辺の湖沼底生の蘇類を中心 とした生物相の調査を行った。昭和基地周辺には,
海水以上の濃度を持つ塩湖から完全な淡水湖まで,さ まざまなタイプの湖沼が見られるが,こ れらほとんどの湖沼は
プランク トンに乏 しく,湖 底には藍藻のマ ットが発達 しているとい う特徴 を持つ。この藍藻のマ ットに蘇類が混生 し
ているという報告は古 くか らあるが,本 研究では主に湖沼底生の蘇類の群落構造 と分布の解明を目的 とした。
融氷期にはゴムボー トを用いて,結 氷期には氷に穿孔 を行って観測 した結果,蘇 類はこれまでに考えられていた以
上に広範囲に分布 していることが明 らかになった。この地域の冬期の最大氷厚である2m以 上の深度を持 ち,塩 分濃
度が低 く,透 明度の高い湖沼であればかな りの頻度で蘇類が生育 している。特 に,ス カルブスネスを中心 とした地域
に特異的に見られる湖沼底生の蘇類の 一一種は,昭 和基地周辺の陸上からは報告 されていない種であ り,そ の起源が注
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目される。 この種は,湖 沼底に直径30cm,高 さ60cm以 上にもなる特異な柱状の群落を作ることも見い出された。
海鳥類の採餌および繁殖行動の研究 助手 加藤明子
マ ッコーリー島のアオメウのオスはメスよりも体サイズが大 きく,潜 水深度,時 間ともにメスよりも大 きかった。
しか しメスはオスよりも潜水回数が多いため,1日 の総潜水時間には性差はなかった。またオスはメスよりも大 きい
魚を食べる傾向があるが,メ スは高頻度で潜水 し多数の魚 を捕っているため,雛 に給餌する量 にも性差はなかった。
北海道天売島のウ トウの雛への給餌量を調べたところ,親 が一度に持ち帰る餌の量ははじめ雛の成長に伴い増加す
るが,巣 立ち前5～10日 頃から減少する。給餌量の増加は餌 となる魚の成長,移 動による変化を反映 していると思わ
れる。また給餌量 は風向にも影響 を受けていた。これはウトウの親が餌場から島に飛来する際に影響 していると思わ
れる。
アデリーペ ンギンの体重変化 と雛への給餌量を海氷環境の異なる2ケ 所で比較 したところ,夏 期中も海氷に覆われ
たりュツォ ・ホルム湾では一回の採餌 トリップは短 く給餌量 も少ないが,夏 には海氷が流出するブリッツ湾では一回
の トリップが長 く,給 餌量と体重増加量 も大 きく,エ ネルギー獲得効率 も高かった。採餌効率あるいは資源配分パター
ンは地域差,個 体差が大きかった。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
内 藤 靖 彦 国立極地研究所 ・教授 極域生態系の変動の基礎研究
イ.一 般 共 同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
樋 口 正 信 国立科学博物館植物研究部 ・研究官 南極における隠花植物の繁殖動態に関する研究
増 沢 武 弘 国立極地研究所 ・客員教授 DNA解 析による植物の寒冷地適応機構の研究
大 谷 修 司 島根大学教育学部 ・助教授 土壌藻類を用いた環境監視の評価
綿 貫 豊 北海道大学農学部 ・助手 ウ ミウ類の潜水と採食生態の研究
一
森 本 武 利 京都府立医科大学 ・教授
医学研究支援機構の構築一極限環境下での生理学的
反応の研究一
中 野 武 登 広島大学理学部 ・助教授 南極産地 衣類のphotobiontに 関す る研 究
田 上 英一郎 気象研究所 ・室長 南極海にけおる生物地球化学的素過程に関する研究
菓子野 康 浩 姫路工業大学理学部 ・助手 極域藻類の光合成生理に関する研究








長 島 秀 行 東京理科大学基礎工学部 ・教授 南極淡水域に生育する微細藻類の温度特性
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研究代表者 所 属 ・職1研 究 課 題1






石巻専修大学理工学部 ・助教授1南 極海氷縁域における植物起源粒子の沈降過程 ヨ
「
奥 谷 喬 司
一
日本大学農獣医学部・教授




田 口 哲 創価大学工学部 ・教授
季節海氷域の生物群集の環境応答に関する生態学的1 ミ
研究1
上 田 宏 北海道大学水産学部付属洞爺湖実験
所 ・助教授 寒冷域魚類の移動 ・回遊行動の研究
1
松 村 皐 月 遠洋水産研究所 ・部長
ADEOSデ ータを利用 した南極海域の基礎生産過程
の研究1
鬼 頭 研 二 札幌医科大学医学部 ・助手 南極ケイシー基地付近における土壌動物の研究
吉 田 勝 一 岩手大学人文社会学部 ・教授
スピッツベルゲン島における土壌動物の生態学的研{
究1





研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
内 藤 靖 彦 ・教 授 北極における氷河末端域の生態系変動 6～8 福 地 光 男
大 山 佳 邦
神 田 啓 史
谷 村 篤
工 藤 栄
福 地 光 男 ・教 授 南極海ペ ンギン類の捕食行動 とエネルギーダイ 8～9 内 藤 靖 彦
ナ ミ ッ ク ス 加 藤 明 子
谷 村 篤{
渡 邉 研太郎
牛 尾 収 輝
1
イ.基 盤研 究(B)
研 究 代 表 者 ・職{ 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
内 藤 靖 彦 ・教 授 遡上期におけるシロサケの環境選択 と遊泳行動 8～9 谷 村 篤
加 藤 明 子
岡 田 雅 樹
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Y. Naito
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foraging king cormorants at subantarctic Mac-Y. Naito,
quarie Island Y. Watanuki and
P. D. Shaughnessy
A new species of the genus EudorylaimusK. Kito, Polar Biology, 16  :  163-169. 1996
 Andrassy, 1959 (Nematoda: Qudsianematidae)Y. Shishida and
from East Antarctica Y. Ohyama
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S. Kudoh
Report on the Phytoplankton Pigments Mea-T. Watanuki, JARE Data Rep., 214, (Ma-1996
sured during the JARE-30 Cruise to SyowaT. Suzuki and rine Biology  22)  , 181 p.
Station, Antarctica, November 1988 to MarchM. Fukuchi
1989
Report on the Phytoplankton Pigments  Mea-T. Konno, JARE Data Rep., 215, (Ma-1996
sured during the JARE-31 Cruise to SyowaT. Suzuki and rine Biology  23)  , 70 p.
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Report on the Phytoplankton Pigments Mea-T. Kuramochi, JARE Data Rep., 216, (Ma- 1996
sured during the JARE-32 Cruise to SyowaT. Suzuki and  rine Biology  24)  , 184 p.
Station, Antarctica, November 1990 to March M. Fukuchi
1991
Report on the Surface Phytoplankton PigmentsT. Odate, JARE Data Rep., 217,  (Ma-1996
Measured during the JARE-33 Cruise to SyowaN. Harada, rine Biology  25), 101 p.
Station, Antarctica, November 1991 to MarchT. Suzuki and
1992 M. Fukuchi
Report on the Surface Phytoplankton PigmentsM. Ishii, JARE Data Rep., 218, (Ma-1996
Measured during the JARE-34 Cruise to  SyowaT. Suzuki and rine Biology  26), 206  P.
Station, Antarctica, November 1992 to MarchM. Fukuchi
1993
Report on the Phytoplankton Pigments Mea-. Kawachi, JARE Data Rep., 219, (Ma-1996
sured during the JARE-35 Cruise to SyowaT. Suzuki and rine Biology  27), 184  P.
Station, Antarctica, November 1993 to MarchM. Fukuchi
1994
Growth response of Antarctic phytoplankton toS. Takeda and Proc. NIPR Symp. Polar Biol.,1997
iron enrichment K. Watanebe 10,  14-24.
Changes in the fatty acid composition ofK.  Hayakawa, Proc. NIPR  Symp. Polar Biol.,1997
sinking particles during a phytoplankton bloomN. Handa and 10, 39-49.
in the austral summer in Breid Bay, Antarctica M. Fukuchi
Sporadic increase of particle sedimentation atH. Sasaki, Proc. NIPR  Symp. Polar Biol.,1997
the ice edge of the Antarctic Ocean during theH. Suzuki, 10,  50-55.





Preliminary results of botanical and  mic-M. Bolter and Proc. NIPR Symp. Polar Biol.,1997
robiological investigations on SevernayaH. Kanda 10,  169  —  178.
Zemlya 1995
Characteristics of water in Kongsfjorden, Sval-H. Ito and Proc. NIPR Symp. Polar Me-1997
bard S. Kudoh teorol. Glaciol., 11,  211-232.
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Relationship　 between　 the　 upper　 ocean　 and　 seaK.　1.　Ohshima, Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar　 Me一1997





Plallkton　 Sampling　 on　 Board　 Shirase　 in　 l983一K.　Takahashi, JARE　 Data　 Rep.,　 224,　 (Ma一1997
1996-NORPAC　 Standard　 Net　 Samples一A.　Tanimura　 and rine　 Biology　 28),　 35　 p.
M.　Fukuchi
1985/86年 夏季,南 極海 イン ド洋区における表谷村 篤,服 部 寛, 南 極 資 料,40,314-320. 1996.11
面海水中の クロロフィルa量 の連続観測 福地光男
第33次 南極 地域 観測隊報告 一夏隊(1991-1992)福地光男,佐 野雅史 南 極資料,40,83-123. 1996.3
及び越冬隊(1992)の 活動 一
ア イス アル ジー 渡邉研太郎 月刊 海洋(号 外),10二25一 1996
29
海氷生態系一サロマ湖に冬季に発達する季節海 工藤 栄 海 洋 と生 物,102:21-27. 1996
氷生態系を例に一
微細藻類にみられる生物相互作用一寄生に焦点 工藤 栄 月刊 海洋(号 外),10:116一1996
を当てて 一 125
イ.口 頭による発表
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
培養実験による南極植生の定着過程 鮎川恵理,伊 村 智, 第19回 極域生物 シンポジウム1996.12
神 田啓史,福 嶋 司
WilkesLand沖 における係留観 測 につ いて深町 康,若 土正暁, 第19回 極域生物 シンポジウム1996.12





南極産蘇類8γ雛侃 αm吻odωzの 生殖器官形成樋 口正信,中 坪孝之, 第19回 極域生物 シンポジウム1996.12
伊村 智,神 田啓史
南極昭和基地周辺の湖沼底の植生 伊村 智,神 田啓 史, 第19回 極域生物 シンポジウム1996.12









伊村 智,神 田啓 史
神 田啓 史,南 佳 典














黒 木麻希,高 橋 晃周,
加藤 明子,塚 本勝 巳,
内藤靖 彦,綿 貫 豊
C.　Michel,
福地光男,工 藤 栄










富士 山高山帯 におけ るコ タヌキ ラ ンの光合成特
性
ブ リッツ湾 にお けるMetridia　 gerlacheiの 垂直
分布 お よび卵巣成 熟度
ウ トウの成長,給 餌量 の 日変動,年 変動 につい
て
Seasonal　 variations　in　sizefract onated　 sinking
particles　in　a　seasonally　ice-covered　 ecosystem
(Saroma-ko　 lagoon,　Okhotsk　 Sea)
ニー オルス ン氷河後退域 周辺 モ レー ン上の植物
群 落 と地形 的要因
南極 海か らベ イ トトラ ップを用いて採 集 された,
第2下 顎 に特殊 な感覚毛 を持 つ カラヌス 目カ イ
ア シ類 一その分類,分 布 と摂餌生態
の発達 と表面礫 構成 との関係
飼育 下での ネズ ミイルカの酸 素消費





























題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
南極 ・昭和基地周辺露岩帯に分布する淡水湖沼 斉藤捷 一,坂 東 忠司, 第19回 極域生物シンポジウム1996.12
につ いて 伊村 智,日 野修 次,
神田啓史,大 山佳邦
夏季の南極海氷縁域における粒子の下方輸送の 佐々木洋,鈴 木英勝, 第19回 極域生物シンポジウム1996.12
短期変動 鈴木光次,半 田暢彦,
工藤 栄,福 地光男




JARE-25(1984)にお い て ラ イ ト ・ ト ッ プ で 採 谷村 篤 第19回 極域生物 シンポジウム1996.12
集 さ れ たPα γαiα悦docθ 槻 α椛 αγct乞cα(榛 足 類)
について
リーセル ラルセ ン半 島 と梅干岩 の コウテイペ ン 渡邉研太郎,佐 藤壽彦 第19回 極域生物 シンポジウム1996.12
ギン営巣地






吉田勝一,大 山佳邦 第19回 極域生物 シンポジウム 1996.12
Recent　 development　 of　 a　micro　 datalogger　 illY.　Naito, ヨー ロ ッパ 野生生物バ イオテ 1996.8
Japan　 for　 study　 of　free　 ranging　 marine　 animals.Y.　Wata uki, レメ トリー会議
A.　Kato　 and
H.　Muramoto
Foraging　 behavior　 of　male　 and　 female　 kingA.　Kato, ヨー ロ ッパ野生生物 バ イオテ 1996.8




北極氷河後退域モ レーン上の蘇苔類群落 南 佳典,神 田啓史 日本蘇苔類学会 1996.8
南極昭和基地周辺の湖沼底の植生 伊村 智,神 田啓史, 日本植物学会 1996.10
坂東忠司,斎 藤捷…
南極昭和基地周辺に見つかった種子植物 神田啓史,伊 村 智 日本植物学会 1996.10
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題Temperate　 sea　 ice　 environment　 and　 ice　 algallS.　 Kudoh
d・v・1・pm・ntinS…m・k・L・g…,H・kk・id・ ,1
Japan.
Temperate　 sea　ice　ecosystem:　 variability　 of　ice
algal　 biomass　 and　 its　flux　 along　 With　 sea　 ice
development　 and　 decay.
水 圏 極 限 環 境 と生 物 群 集:研 究 の 現 状 と 展 望
Recent　 changes　 in　 vertical　 flux　 from　 sea　 ice
developing　 in　Saroma　 ko　 Lagoon.
Recent　 changes　 in　 vertical　 flux　 from　 sea　 ice














the　 Okhotsk　 Sea　 and　 Arctic:
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(1)一 般 研 究
(A)氷 床 深層掘削 に関 する工学的研 究
教授(客 員)庄 子 仁,教 授 渡邉 興亜,教 授 藤井理行,助 教授 本山秀明
極地 氷床 にお ける雪氷 コア掘 削技 術の 開発 ・研究 は,1957年 のIGY以 来 長年 に亘 って継続 されてい る国際的 な課題
で あ る。掘 削 深度 が1000mを 越 え る と深層 掘削 と称 されるが,そ の両極 におけ る歴 史は,1966年 の グ リー ンラ ン ド
Camp　 Century　 (深 さ1387m)と,1968年 の南 極ByrdStation　 (深 さ2164m)で の成功か ら始 まる。当時の掘削技 術は,
米 国隊が独 自に開発 した世界唯一 の もので あったが,そ れが現在 では,米 国,ロ シア,デ ンマ ーク,フ ランス,オ ー
ス トラ リア,日 本,等 々の国が単独 も しくは国際協力 の もとに,次 々 と深層 コア掘削 を成功 させ るに至 って いる。 こ
れまでの氷床 コア掘削技術 の集大 成は,　「ICE　DRILLING　 TECHNOLOGY,　 Mem.　 Natl　Inst.　Polar　Res.,　Spec.　Issue,
No.49,1994」 が最 新の もので あるが,我 が 国の南極 ドームふ じ基 地 にお ける掘 削作業 の成功 をは じめ,現 在 の深 層 コ
ア掘 削技術 の発 展 は,正 に国際協 力の成果 であ るこ とが判 る。
本研 究 は,欧 州 のGRIP計 画の発展 ・延長 であるNorth　 GRIP計 画　(NGRIP:　 Pl;　Dr.　C.　U.　Hammer,　 Univ.　Copenhagen,
Denmark)　 に共 同研 究 者 と して参加(日 本代 表:渡 邉 興亜)し なが ら進め られ てい る。　NGRIPは,や は り欧州 の南
極 に於 ける深層 コア掘削 を目指 すERICA計 画 とも姉妹 関係 に当た り,改 良型NGRIPド リルはEPICAで も使用 され る予
定 であ る。本年度 は,我 が 国が南極 ドームふ じで使用 したJAREド リルを手本 と してデ ンマー クが 新型 ドリル を設計 ・
製作 し,グ リー ンラン ドNGRIP(75.ON,42.3W)で掘 削 を開始 した。日本 か らは,本 山秀 明,宮 原盛厚 の2名 が フ ィー
ル ド参加 し,深 さ351mま で の コア掘 削 を行 った。得 られた コア は良質の もの であ ったが,掘 削 チ ップの 回収 に難点
があ る ことが判 明 した。 シーズ ン終 了後NGRIPド リル開発 の責 任者で あるDr.　 Sigfus　J.　Johnsenが 訪 日して 日本側研
究者 と も検討 を重 ねた結果,ド リル内部 に メカニカ ルポ ンプ を設置す る ことによ りチ ップ輸 送に必要 な液封 液 の流 れ
を改善す る とい うプ ランが立 て られた。平成9年 度 の フ ィール ドシーズ ンには,こ の改 良型 ドリルを実 際 に現地使 用
して テス トす る予定 であ る。
(B)極 地における人間活動の安全 を工学的見地か ら高める技術的手法の研究
助教授(客 員)横 山宏太郎,教 授 小野延雄,助 教授 鮎川 勝,助 手 寺井 啓
日本南極地域観測隊では第1次 隊以来40年 近 くを経て,そ の間の経験の蓄積や新たに開発された素材 を取 り入れる
ことによって,住 居(基 地建物)と 衣類(装 備類)は 進歩 ・変化を続けて きた。このため昭和基地の室内環境はかな
り変化 してきてお り,室 内で隊員の着用する衣類 も次第にかわ りつつある。一方,観 測隊の活動範囲は次第に拡大し,
第IV期5カ 年計画では昭和基地後背の氷床頂部であるドームふじに基地を建設 し,氷 床深層掘削を実施することになっ
た。 ドームふ じは標高約3800mで あるが,気 圧から換算すると中緯度地方の標高約4300mに 相当する。さらに気候は
年平均気温が一58度,年 最低気温は一90度近 くにもなると予想 された。これほどの環境は日本隊のこれまで経験 して
いないものであ り,衣 類装備にはそれに対する防御機能が要求 される。そこで,著 者の一人 ・横山が第35次 で越冬す
る機会を利用し,こ のような変化に対応 して活動の安全性を向上させる方策を検討するデータを得るため,従 来の装
備に試験的に新たな衣服を加え,基 地内および野外での着用動向をアンケー トにより調査 した。さらに,特 に厳 しい
環境 となる ドームふ じでの作業並びに内陸旅行では試作衣類,試 作防寒靴,市 販防寒衣類等 を持参 し,衣 服内気候測
定 を行って,そ れ らの機能評価 を行 うことにした。本年度は,前 年度に引き続 き,南 極で取得 したこれらのデータの
整理解析をすすめた。また,南 極における作業は設営,観 測 とも多岐にわた り,そ の中で安全を確保するためには,
有効 な指針 を策定 し,さ らにそれを必要に応 じて修正 ・改善 していかなければならない。そのための基礎的なデータ
として利用するため,著 者の一人 ・横LIIが第35次 隊で越冬中に各種の作業の状況 を撮影 したビデオテープの整理編集
をすすめた。
(C)管 理棟の振動特性の調査 ・研究 助教授(客 員)横 山宏太郎,教 授 小野延雄,助 教授 鮎川 勝
昭和基地開設以来の大型建築物 「管理棟」は,3階 建てで延べ床面積が721m2の 大規模複合建築物である。 この管
理棟は,高 さが10mを 越える建物で,下 段から1層 が鉄骨構造,2お よび3層 が大断面集合材による木造建築という
構造上の特徴を有 している。本研究は,こ のような大型で,か つ鉄材 と木材がカップリングしているとい う構造上に
特徴がある建築物の動力学的特性の調査を目的としている。第35次 隊の観測結果の解析から,建 物の耐風剛性 を高め
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るための補強の必要性が見積 もられ第36次 隊が補強[事 とともに越冬期間中に管理棟の風による振動応答を実測 した。
本年度は,そ の補強工事後の管理棟の風による振動応答データの解析 と,補 強前の観測データとの比較を行った。そ
の結果,耐 風補強の効果は建物の固有振動数の増加 に明確に現れ,強 風下の最大振動応答の値は相対的に小さくなっ
ていることを確認 した。なお,本 研究は,管 理棟の設計に携わった半貫敏夫教授(日 本理工学部)と の共同研究 とし
て実施 している。
(D)南 極観測用建物の設計における温度応力の影響に関する研究 教授 小野延雄,助 教授 鮎川 勝
本研究は,継 続的な研究が必要な南極の建築物に関する課題 として,昭 和基地の建築物の設計 に関与 している半貫
敏夫教授(日 大理工学部)の 指導の下に進められている設営的な基礎研究課題である。
①南極観測用建物の設計における温度応力の影響に関する研究
南極観測用建物の主要構造材は,要 求性能,取 り扱い易さなどの点か ら主 として木材 と鋼材が使われるのが一般的
である。本研究は,複 合構造材の組み合わせによって造 られる建物が,そ の内外で温度差50℃ を越える環境に置かれ
た時の力学的影響の評価を目的としている。 しか し,内 陸部の建築物では必ず しも材料 を必要 としない構造体 も考え
られる。アイス ドーム構造体がひとつの例である。本年は,温 度ひずみを考慮 した連続体の応力解析手法を用いて,
南極の建築物の内,温 度ひずみの影響が最 も鋭敏 と思われるアイス ドーム構造の解析を行った。あすか基地を想定 し
約6ケ 月のあすか基地の気温変動 を考慮 して,ア イス ドーム構造の変形を解析 した。
その結果,実 測値 とほぼ同じ変形履歴を得た。今後,局 部的な温度変化の影響 に関 しての解析を行 う。
② アイス ドーム構造の昇華抑制工法の検討
アイス ドーム構造 の昇華抑制工法に関する模型実験的研究を集中して実施 した。南極でアイス ドーム構造を利用す
る場合,一 時的な空間の利用が主 となることが想定されるので,そ の強度よりも昇華による構造要素の消滅が最大の
課題で,36次 隊が昭和基地で制作 したアイス ドーム構造 の耐久性に関するデータがこのことを裏付ける。アイス ドー
ム構造の昇華は,主 として外部表面から発生するもの と仮定 して,ド ーム構造の外側を覆 う工法を検討 した。模型実
験結果は,ド ーム構造 を保護する最 も効率的な工法が,ド ーム構造に雪 をかけることであった。
(2)共 同 研 究
一般共同研究 ◎ 研究代表者
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題1
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1996.12Mem.　 Natl　 Inst.　 Polar　 Res°,
Spec.Issue,51,337-342.
一69一
題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
昭和基地骨材 を用い低温養生 されたアル ミナセ 内藤正昭,平 山善吉 日本建築学会大会梗概集 1996.9
メ ン トとコンク リー トの特性 と強度推定 につい
て
材 料 ・施工 部門629-630
構造物に作用する積雪沈降荷重の有限要素法に 半貫敏夫,高 橋誠一, 寒地技術 シンポ ジウム'96 1996.11
よる見積もりについて 大塚弘樹 寒地技術論文報告集
VoLl2,No.1,441-446.
積雪沈降荷重による建物軒先周りの応力分布解 高橋誠一,勝 山範之, 第13回 日本雪工学会大会 1996.11
析 半貫敏夫 大会論文報告集7-12.
着氷低温風洞試験に関する考察 露木貴史,木 村茂雄, 風 力 エ ネ ル ギ ー,Vo1.20, 1995
高永敏行 No.1,49-52
ChaIlge　 in　 aerodynamic　 coefficients　 of　aerofoilS.　Kimura Wind　 power　 in　cold　 climate1996.3
due　 to　ice　accretion Finnish　 Meteorological　 Insti一
tute,329-339
JARE-35　 Glaciological　 Activity　 at　Dome　 FujiH.　 Shoji,　 t　al. Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar　 Me一1996.9
Station,　 Antarctica teorol.Glaciol.,　 10,　 149.
※南極における環境 と衣服着用の一例 横山宏太郎 日本繊維製品消費科学会'961996.6
大会
※金網 ア イス ドームの ク リープ と昇華 勝山範之,小 泉 豪, 日本建築学会大会 学術講演 1996.9
半貫敏夫 梗概集971-972.
※アイス ドーム構造の障害克服のための模型実 勝山範之,小 泉 豪, 平成8年 度日本大学理工学部 1996.11
験(1)金 網補強アイス ドーム模型の長期クリ半貫敏夫 学術講演会論文集,構 造 ・強
一プ試験 度,127-128.
※アイス ドーム構造 の障害克服のための模型実 小泉 豪,勝 山範之, 平成8年 度日本大学理工学部 1996.11
験(2)ア イス ドーム模型の昇華蒸発 に対する半貫敏夫 学術講演会論文集,構 造 ・強
風の影響 度,129-130.
※南極観測隊によって昭和基地で打設されたコ 内藤正昭,平 山善吉 平成8年 度日本大学理工学部 1996.11
ンク リー ト特性 とコ ンク リー ト施工管理 につ 学術講演会論文集,材 料 ・物
いて 性部会
※Satellite　 Comm皿ication　 at　Dome　 Fuli　 Sta一H.　OtSuka　 and The　 7th　Symposium　 on　Ant一1996.8
tion:　 Operation　 at　high　 latitude　 and　 extremeM.Sano a「ctic　 I」09istics　 and　 Opera_
low　 temperature　 environment　 in　 the　 antarc一 tions,　 Cambridge,　 United
tiC　interiOr Kingdom
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題 目 著 者 誌 名 ・巻号 ・頁 発表年月






※着氷 した翼まわ りの非圧縮性流れの シミュレ 坪 井一・洋,木 村茂雄 第10回 数値流体力学 シンポジ1996.12
一 シ ョ ン ウム
2.国 際共同研 究等
1)北 極圏における研究観測の概要
北極域の雪氷圏観測,海 洋観測,大 気観測,生 態系観測を学際的に展開することにより北極圏環境科学の推進を図
ることを目指 して,国 際共同研究 「北極圏環境観測」 を以下の4課 題の もとに,国 内の大学 ・研究機関等の北極関連
研究者の協力も得て実施 した。なお現地調査に関 しては文部省科学研究費国際学術研究による補助 を受け,ス バール
バル諸島を中心として広 く北極域に展開 し観測を実施 した。
(1)北 極圏における地球規模大気環境変動一その立体構造の把握
スバールバル諸島ニーオルスンにおいて,温 室効果気体の変動,雲 ・降水の変動 と放射収支,ラ イダーによる成層
圏エアロゾル,高 高度気球による成層圏オゾンの観測を行った。ロシアのヤ クーツク,ノ リリスク,テ ィクシにおい
て環北極圏大気環境汚染観測を行った。ロシアにおいて水蒸気 ・エアロゾルの輸送過程 と雪結晶成長の観測 を行った。
(2)環 北極海雪氷コアによる環境変動の研究一国際共同研究 によるコアシグナルの対比
カナダのペニー氷帽において掘削を行い,得 られたコアの解析を開始 した。スバールバル諸島北東島から採取 して
得 られたコアの解析 を行 った。ロシア,セ ムリナヤゼム リアでの観測の準備 を行 った。 グリーンラン ドのNorth
GRIP計 画に参画 した。
(3)北 極圏におけるツン ドラ生態系観測 と陸域環境特性の研究
スバールバル諸島ニーオルスンにおいて,ヘ キサゴンチャンバーの連続観測,植 生図を作成 した。微生物の極域生
態系における役割を調査 した。
(4)北 極海ポリニア航海観測
スバールバル諸島,フ ァンマ イエンブイヨル ド,コ ングスフィヨル ド,ク ロスフィヨル ドにおいて,海 象 ・気象観
測 を行った。バレンツ海において環境観測を行った。
2)ア イスラン ドを含 む北極域国際共同観測の概要
ダイナ ミックに変動するオーロラ粒子流入動態や,そ れに伴 うプラズマ波動を1本 の磁力線で結ばれた測点(地 磁
気共役点)で ある南半球の南極昭和基地 とアイスランド国内の多点観測網で同時観測する共役点観測が昭和基地 と呼
応 して1983年 よりアイスランドにて実施 している。 この南北両半球における多点同時総合観測 と我が国のオーロラ総
合観測衛星EXOS-Dに よる磁気圏内の直接観測データとを組み合わせることによって,オ ーロラ粒子エネルギーの南
北両半球への流入動態及びオーロラ現象の生成 ・伝搬機構解 明の手がか りを得 ることが本研究の目的である。平成8
年度のアイスラン ドを含む北極域での国際共同観測は科学研究費国際学術研究(課 題名:カ スプ帯 とオーロラ帯2対
共役点観測による太陽風エネルギー流入過程の研究)に よる補助を受け,現 地調査を通 じて実施 した。
平成7年 度の主な観測活動は1)8-9月 及び2-3月 の秋 ・春分時期にアイスランドにおいて,オ ーロラTVカ
メラやフォトメー タを用いて,昭 和基地との共役点オーロラ同時観測 を実施 した。8年 度は望遠 レンズをもちいての
オーロラの微細構造の観測 も実施 した。また,ア イスランド国内三箇所の観測点の整備 ・点検,お よびインターネッ
ト通信回線 によるデータ伝送試験 も実施 して きた。2)12-1月 にグリー ンラン ドにおのサン ドレにおいて全天TV
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カメラ観測及び,8年 度はオーロラの微細構造を明らかにすべ く,各 種の望遠レンズを用いての高時間 ・空間分解能
での観測 を実施 した。多 くの興味深いフリッカリングオーロラやコロナオーロラの動形態と微細構造 を数多 く観測す
ることができた。3)ス ピッツベ ルゲンではイメージングリオメータの連続観測 を開始 している。また,2月 には
TVカ メラによる昼間のオーロラ観測 を行った。このイメージングリオメー タ観測は来年度の南極中山基地 との同時
観測を実施すべ く予備観測 も含めて実施 した。4)ス エーデン地球物理研究所 との共同でオーロラの立体観測を実施
した。この観測はEISCATレ ーダやポーラ衛星 との同時観測 も兼ねて実施 され,大 変興味深い同時観測データが取得
で きた。
参考:「 国立極地研究所 とアイスラン ド大学科学研究所間のアイスランドー昭和基地共役点に関する共同観測合意
書」(1983～)
3)南 極中山基地におけるオーロラ現象の 日中共同観測の概要
平成6年 度より5か 年計画で,南 極の中国中山基地におけるオーロラ現象の日中共同観測計画が開始 した。中山基
地はカスプ ・キャップ域に位置 し,そ の地磁気共役点はスピッツベルゲン付近に位置 している。 また,第38次 隊で昭
和基地に設置する予定のHFレ ーダーは中山基地上空をカバーするため,地 上観測とレーダーとの同時観測では興味
深い結果が得 られるもの と期待 している。本計画では,観 測装置 として,日 本側がオーロラ全天TVカ メラ,多 色掃
天 フォ トメータ,イ メージングリオメータ,フ ラ ックスゲー ト磁力計,　CCDオ ーロラ画像撮像装置等 を,中 国側が
デジタルアイオノゾンデを準備する。オペ レーションは,日 本側の観測装置については日本人研究者が夏期の中国観
測隊に参加 して設置を行い,越 冬期間中は中国側の隊員が観測を行 う。
第1回 目は,平 成6年11月 か ら平成7年 の2月 までの間,国 立極地研究所から菊池,青 木が中国隊に参加 し,全 天
TVカ メラ,多 色掃天フォ トメータ及び地上 オゾン観測装置を設置 した。平成7年 度の第2回 目の派遣は中国側の観
測船の トラブルの為,派 遣は中止 になった。平成8年 度は名古屋大学太陽地球環境研究所の西野講師と朝日大学の佐
納講師の2名 が参加 した。滞在期間中には,新 たに観測小屋 を中国側が建設 し,以 前持 ち込んだ全天TVカ メラ,多
色掃天フォトメータ及び地上オゾン観測装置の移設作業 を実施 した。そして,新 規のイメージングリオメータ,フ ラッ
クスゲー ト磁力計の設置作業を実施 した。 この日中共同研究は南極観測の外国共同研究経費を主に用いて実施 してい
る。
3.シ ンポ ジ ウム等
1)シ ンポ ジウム
第20回 極域における電離圏磁気圏総合観測シンポジウム 平成8年11月19日 ～20日
全48件 の発表があ り,す べて口頭 にて行った。
中間圏か ら熱圏,プ ラズマ圏,磁 気圏,太 陽風にまで至る幅広い研究領域を7つ のセッションに分けて行われた。
最近のオーロラ,電 磁波動現象等 に関する最近の研究成果,計 算機 シミュレーションによるアプローチなどの報告が
あった。また中間圏熱圏領域では来年度からの第V期5ケ 年計画 に向けての発表が行われた。 さらに昨年度から本格
的に運用の始 まったHFレ ーダーの研究成果,　EISCATレ ーダーに関する発表 も行われた。
第19回 極域 気水圏 シ ンポ ジウム 平 成8年7月10～11日
第19回 極 域気水 圏 シンポジ ウムを本研 究所講堂 に於いて 開催 した。北 極 ・南極域 にお ける大 気,雪 氷,海 洋分野 の
研 究 につ いて口頭発 表45件,ポ ス ター発表46件 の計91件 の発 表が行 わ れ,計145名 の参加 があ った。その 内,海 外 か
ら8名 の参加 が あ った。 発表 は以下 のセ ッシ ョンに分類 した。 なお,()内 は講 演数 を示す。 ドー ム計 画 ・雪氷物
理化学(11),海 洋(7),大 気 ・気候(6),物 質循環 ・微量気 体(4),物 質循 環 ・エ アロゾル(9)。
本 シンポ ジウム に招待 した ロバ ー ト ・デルマ ス教授(フ ラ ンス ・CNRS)が 「フラ ンス ・ヨー ロ ッパ の極域研究 」
につ いて特別講演 を行 った。 また,本 年 は6名 の方 々に 「北極 ・南 極域 にお ける 日本 の研 究活動」 について の講演 を
依頼 し,そ れぞれの研究 分野で の研 究の現状 と将 来の展望 につ いて議論 した。
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第16回 南極 地学 シ ンポ ジウム 平成8年10月15日 ～16日
今年 の シンポジ ウム参加者 は81名 で あった。地形学,地 質学,固 体地球物 理学の 各分 野で 口頭 発表39件,ポ ス ター
発表9件 が行 われた。昭和基 地での観測,リ ュッ ォ ・ホ ルム湾地域,セ ール ロン ダー ネ山脈,や まと山脈,エ ンダー
ビー ラ ン ド,南 極 ・イン ドの 関係 等 につ いて新 たな知見が報 告 された。
第21回 南極 陽石 シンポ ジウム 平成8年6月5日 ～7日
今 回の シ ンポ ジウム は,参 加者101名 で,そ の うち3名 の招 待者 を含め,海 外 か らの参加者 は11名 であ った。 発表
論 文 は,78件(口 頭 が66件,ポ ス ターセ ッシ ョンが4件,ア ブス トラク トのみが8件)で あ った。今 回の発 表では,
研 究対象 として,コ ン ドライ トが38件,エ コン ドラ イ トが6件,隈 鉄 ・石鉄 が6件,原 始 太陽系が8件,惑 星 間塵が
6件,そ の他が5件 で あった。 また,研 究手法 と して は,岩 石 ・鉱物 が42件,年 代 ・希 ガス ・REE・ 同位体 ・宇 宙線
16件,基 礎実験 が7件,そ の他(反 射 スペ ク トル,岩 石磁 気 な ど)4件 で あった。英語 に よる発表 が定着 して きた。
第19回 極域生物 シンポジウム 平成8年12月5日 ～6日
13名 の外国からの研究者を含め,延 べ138名 の参加を受けて,口 頭15件,ポ スター84件 の発表が行われた。海洋生
物セ ッションでは,海 洋生態系への紫外線照射の影響,海 洋基礎生産研究における人工衛星 リモー トセンシングモデ
ル,沿 岸域における微小食物網などの興味深い話題が提供 された。陸上生物セッションでは 「極域の湖沼生物」 と題
して,36・37次 観測隊による湖沼調査の結果を中心 に議論が進め られた。海洋 ・陸上両分野を通 じて,紫 外線照射量
の増大や温暖化などの環境変動関連の報告の多 さが目を引いたシンポジウムであった。
2)研 究小集会




HFレ ーダーデータの解析に関する研究小集会 山 岸 久 雄 平成8年7月10日1
極域熱圏 ・中間圏の地上 リモー トセンシングに関する研究小集会 岡 野 章 一 平成9年1月23日
レーダー ・衛星観測 に呼応 した地上 ・共役点観測に関する研究小集会 佐 藤 夏 雄 平成9年1月24日 旨
ト
南極大気球 ・PPBに よる地球物理学的観測に関する研究小集会 門 倉 昭 平成9年2月6日1
南極大気 ・物質循環観測(38次 から42次)の 計画とその検討に関する




集会 神 山 孝 吉
　 一丁
平成7年11月15日1
氷床質量収支の変動に関する研究小集会 本 山 秀 明
一
平成9年1月9日
回収気球を用いた南極大気観測に関する研究小集会 橋 田 元
1
平成9年2月6E1




超伝導重力計に関する研究小集会 神 沼 克 伊
…-1
平 成8年7月9日
惑星物質採集計画に関する研究小集会 小 島 秀 康 平成8年12月17日{|.__斗 一
エ ンダー ビー ラ ン ド地学調査 の展望 に関す る研究小 集会1白 石 和 行 平成8年1月3。 ㌃
海氷圏生物総合研究,　SIPENS調 査結果に関する研究小集会 内 藤 靖 彦 平成8年10月1日1
南極における医学研究の将来展望に関する研究小集会 大 山 佳 邦 平 成8年8月26日1
極域における生物種,種 郡間の相互関係に関する研究小集会 神 田 啓 史 平成9年2月28日1
極域海洋における生物生産システムと海洋環境 に関する研究小集会 谷 村 篤 平成8年10月23日
極域海洋研究の現状と鯉 に関する研究小集会;牛 尾 収 輝 平成8年10月24日1
」
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研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
北極圏環境研究に関する研究小集会 渡 邉 興 亜 平成9年2月26日
インターネットを利用 した観測データベースの構築 と公開に関する研
究小集会
佐 藤 夏 雄 平成9年2月13日
1極 域気水圏環境の リモー トセ ンシングに関する研究小集会 佐 藤 夏 雄 平成9年2月5日
3)観 測研究小集会
研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
第38次南極地域観測における研究観測に関する観測研究小集会
山 内 恭 平成8年8月30日
熱圏 ・中間圏へのエネルギー流入と大気変質の研究(宙 空)
大気一雪氷一海洋圏における環境変動機構に関する研究(気 水圏系)
昭和基地 と野外 における地学観測調査(地 学)
南極観測 と生物の適応 に関する研究(生 物)
4)研 究談話会
講 演 題 目 講 演 者 所 属 講 演 日
西部太平洋における表層海洋中の二酸化炭素分圧の季節変
化
橋 田 元 国立極地研究所 平成8年4月10日






南極Wilkes　 Land沖 の海況特性 牛 尾 収 輝 国立極地研究所 平成8年4月24日





エベレス ト火山のその後の活動 と火口内のロボッ ト探査 神 沼 克 伊 国立極地研究所 平成8年6月12日
中国の南極活動 董 兆 乾 中国極地研究所 平成8年6月26日
第36次 ドーム越冬隊報告 東 信 彦 36次 ドーム越冬
隊 リーダー
平成8年7月3日
第37次 夏隊報告 神 田 啓 史 37次夏隊隊長 平成8年7月3日
第36次 越冬観測報告 森 本 真 司 国立極地研究所 平成8年7月17日
第36次 越冬観測報告 伊 村 智 国立極地研究所 平成8年7月17日










久 保 篤 規 国立極地研究所 平成8年10月9日
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講 演 題 目
European　 deep　 drilling　 Projects-what　 did　 we　 learn　 from
GRIP,　 what　 do　 we　 hope　 to　learn　 fronl　 EPICA.
広帯域地震波形インヴァージョンによる東南極大陸の地殻
深部構造一 リュツォ ・ホルム湾地域 を中心 として－
The　 possible　 change　 illa　 the　 mass　 balance　 of　 the
Greenland　 and　 the　 antarctic　 ice　sheets　 ill　the　 Ilear　 future
Ice　 core　 drilling　 in　Greenland　 and　 the　 GRIP　 ice　 core
1996年 度固体地球 物理 の3つ の話題一 地震 ・水準 測量 ・海
山－
The　 effect　 of　possible　 Taylor　 Columns　 on　 the　 summer　 ice








多重ScS波 を用いたマン トルQ値 測定への地殻の影響
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1.資 料 の収 集,整 理,保 管,利 用
1)生 物系資料部門
南北両極域 より得 られた各種生物標本は,研 究が済み次第,標 本データ等を整理 した上で国立極地研究所の生物資
料室に収納 されている。南極 とその周辺域の資料は 「南極生物資料カタログ」 として出版 されている(昭 和61年3月
発行)。
(1)植 物
極地 よ り得 られた顕花植物,隠 花植物 の各標本 の収納点 数 を別表 に分類別,地 域別 に まとめ た。 その他,オ ース ト
ラ リア,ア ルゼ ンチ ン,南 ア,モ ー リシャス,シ ンガポール,イ ギ リス,フ ラ ンス,東 欧な どの温帯 域か らも比較の
ため採 集及 び交換 などで収 集 してお り,蘇 苔 類 を主 に合計33,500点 の標本が収 納 されてい る。
現 在,蘇 苔類 の標本 デー タは国立極地研究 所の コ ンピュー タに よるデ ー タバ ンク として蓄積 されてい る。 内外の利
用 者の ため に種 類別(網,科,属,種),地 域別(植 物 区系,大 地 名)検 索 による標 本 リス ト,ラ ベ ルの打 ち出 し,
さらに分布 図の作成 な どの利用 シス テムが出来て いる。そ の他 に写真,図 解入 りのハ ン ドブ ックと して 「昭和基地周
辺 の蘇苔類」 が 出版 され,南 極 ・亜南極 の蘇苔類 デー タカ タロ グ　(Catalog　of　moss　 specimens　 from　Antarctica　 and
adjacent　regions)　 が 出版 され ている。
植物標本庫(NIPR)の 収納状況
分類別 隠 花 植 物
地域別 顕花植物 羊 歯 類 蘇 苔 類 地 衣 類 藻 類
南米パタゴニア 10 600 300
亜 サ ウスジ ョー ジア 50 592 50
サ ウスオー クニ ー諸 島 88
ケルゲレン島 100
南 ア ムステル ダム島 5 50
セ ン トポール 島 30
クロゼ島 30
極 フォー クラン ド島 28
南 アフ リカ 38 10
西 シグニー島 20 20











南 ケー シー基地 280 200 50





カナダ 115 800 30
北 ア ラス カ 79 1,350 50
ア リュー シャン列 島 10 100 50
極 ア イス ラ ン ド 30
ブ インラ ン ド 100
域 スバー ルバ ル 150 322
シベ リア 100 300 100
そ チ リ 926
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 368
の 日本 ・欧州 ・東欧 300 200 15,000 500 100
、
不 パ ー ル 42
他 その他 100
合 計 694 225 26,583 5,590 510
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(2)動 物
収納 されている動物標本の主なものは剥製標本,液 浸標本,乾 燥標本であり次表に示 した。
ア.剥 製標本(哺 乳類 ・鳥類)
`
動 物 名 標 本 形 態 点 数
ウェ ッデルアザ ラシ 剥 製 親 2
〃 〃 仔 1
〃 ミ イ ラ 2
〃 皮 1
ユ キ ドリ 剥 製 1
〃 卵 1
マ ダラフルマ カモ メ 剥 製 4
アシナ ガコシジロ ウ ミッバ メ 〃 1
オオ トウゾクカモ メ 〃 5
アデ リーペ ンギ ン 剥 製 親 5
〃 〃 仔 3
り 卵 6
〃 骨 格 3






ふ じ,し らせ船上,海 洋生物定常観測,バ イオマス研究観測で採集 された植物プランク トン,同 定用ホルマリ
ン固定海水標本,冬 期サロマ湖か ら得 られた同標本は次表に示 した。
隊 次 標 本 内 容 標 本 数
7 ふ じ航路上 ・表面海水 181
9 lt　 Il 82
14 ふ じ停船観測点 ・各層海水 100
18 ふ じ航路上 ・表面海水 149
19 tr　 rr 155
20 〃 〃 246
20 定着氷下 ・各層海水 36
23 越冬ルーチ ン観測 ・各層海水 706
24 〃 〃 330
25 〃 表面海水 ・各層海水 341
26 〃 〃 〃 456
27 It　 Vl　 tF 420
28 〃 〃 〃 186
29 〃 〃 〃 180
30 〃 〃 〃 90
1978年 サロマ湖 ・各層海水 50
合 計 3,708
その他に,ふ じ,し らせ船上 より各種プランク トンネット採集で得 られた動物 プランクトン標本は次表に示 した。
隊次 ノ ルパ ッ ク ネ ッ ト MTDネ ッ ト ORIネ ッ ト 稚魚 ネッ ト LHPR採 集器ジ ェ ッ ト ネ ッ ト
14 33 0 0 0 0 0
17 16 0 0 0 0 0
18 22 20 4 0 0 0
19 11 4 2 0 0 0
20 6 79 0 0 0 0
21 33 42 2 12 2 0
22 16 54 6 6 0 0
23 14 0 0 0 0 0
24 100 0 0 0 0 0
25 50 40 3 0 0 0
26 88 110 11 0 0 7
27 54 80 0 0 22 0
28 28 0 0 0 0 0
29 18 0 0 0 0 0
30 16 0 0 0 0 0
計 505 429 28 18 24 7
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(3)標 本貸出 ・受入状況
ア.国 立科学博物館(樋 口正信)へ,昭 和 基地 産蘇苔類60点 を貸出(6月12日)
イ.広 島大学(中 野武登)へ,南 極 アム ンゼ ン湾 産の冷凍地 衣類35点 を貸出,一 一部分譲(7月8日)
ウ.ポ ー ラン ド科 学ア カデ ミー植物研究 所(R.オ キラ)へ 南極 産蘇苔類24点 を貸出(11月13日)
エ.ノ ル ウェー ベル ゲ ン大学(オ ブステ ダル)へ,東 南極 産地衣類103点 を貸出(平 成9年1月7日)
2)オ ー ロラ資料部 門
当部門が担う業務は,オ ーロラに関する公開可能な資料の収集 とその統一的整理 ・保管,並 びに収集 された資料を
共同利用に供することである。 さらに収集資料の至便な検索システムや解析 システムの開発研究 を行うと共に国際学
術連合(ICSU)の 勧告に基づ くオーロラの世界資料センタ 　ー(WDC-C2forAurora)の 運営業務 をも担 う。
本年度は,国 内外の関係機関との情報交換 と平行 してデータ収集作業を実施 した他,所 蔵データのCD-ROM化 を進
めた。
3)陽 石資料部門
当部門は,お よそ8900個 の南極陽石を保有 してお り,そ の初期処理,同 定分類 を継続 して行っている。また,申 請
のあった南極限石研究計画のうち,第28回 の南極損石研究委員会および持ち回り審査において承認 された計画につい
て明石の配分作業を行 った。配分 した陽石試料は,120点,研 磨薄片は52枚 であった。その他,教 育用損石薄片セ ッ
ト(22種 類)を4機 関に貸 し出 した。配分を行った研究計画及び研究者を別表に示す。
展示用 及 び教 育用限石貸 し出 し状況
(1)パ リ自然 史博 物館へ 月慣石 を1点 貸 し出す(4月8日)。
(2)NHKヘ コン ドラ イ トを3点 貸 し出す(4月26日)。
(3)岩 手大学へ 限鉄 を1点 貸 し出す(6月17日)。
(4)銀 座 ポケ ッ トパー クへ 損鉄 を1点,コ ン ドラ イ トを1点 貸 し出す(7月2日)。
(5)立 命館大学ヘ コン ドラ イ トをi点 貸 し出す(7月18日)。
(6)し らせへ阻鉄 を1点 貸 し出す(8月20日)。
(7)羽 咋市歴 史民俗 資料館へ 損鉄 を1点,コ ン ドラ イ トを1点 貸 し出す(10月17日)。
(8)苫 小 牧市科学 セ ンターへ 阻鉄 を1点,コ ン ドラ イ トを2点 貸 し出す(10月22日)。
(9)美 保 関町役場ヘ コン ドラ イ ト薄片5枚 を貸 し出す(11月29日)。
(10)秋 田大 学鉱 山学 部鉱業 博物館 へ石鉄 を1点 貸 し出す(3月21日)。
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配分を行った研究計画及び研究者一覧
番号 研 究 計 画 研究代表者
共 同 研 究 者
(*大 学院生)
968Hibonite-pyroxene　spherules Steven　 Simon L.Grossman
969Experimental　 shock　 metamorphism　of　 Yamato　 -791717留岡和重 関根利 守,水 本文 隆*,
CO3　 carbonaceous　 chondrite 山花康浩*
970CV3コ ン ドライ トの電顕鉱物学的 ・地球化学的研究 赤井純治 田中秀延*
971Chronological,　 geochemical　 and　 mineralogical　 studies　 ofLarry　 E.　Nyqu st D.　D.　Bogard,
CryStalline　 eUCriteS M.　 M.　 Lindstrom,
D.　W.　 Mittlefehldt,
武田 弘
972Mn-Cr　 formation　 interval　 of　diogenitic　 chromiteLar y　 E.　Nyquist 武田 弘
973 アングライ ト阻石 とHED阻 石の鉱物学的関連性 につい三河内 岳
ての研究
974限石中の軽元素同位体比の測定 杉瀧 治 清田 馨*
975 Noble　 gas　 study　 of　E-chondrites　 by　 crushing高岡宣雄 中村智樹,岡 崎 隆司*,
長尾敬介
976Estimation　 of　the　 maximum　 metamorphic　 temperature中牟田義博 木村慶信
of　LL7　 cholldrite　 by　 a　plagioclase　 geothermometer
977南極産アカプルコアイ ト,ロ ドラナイ トの鉱物化学的研 森川徳敏 中村 昇
究
978 Mineralogical　 study　 of　 unequilibrated　 CO3　 chondrites海田博司* 宮本正道,三 河内 密
ALH-77307,Yamato-81020,aIldYamato-82050
979 Mineralogical　 study　 of　llreilites 近見 純* 三河内 岳,宮 本正道,
武田 弘
980 Oxygen　 isotopes　 ill　meteorites Robert　 N.　ClaytonT.　K.　Mayeda
981 Cosmogenic　 radionuclides　 ill　unusualachondritesG.　F.　Herzo9
982 TEM　 study　 of　 the　 microstructures　in　 olivine　 in　 ALH野口高明
77005
983 Noble　 gases　 in　E-cholldrites Ludolf　 Schultz H.　W.　 Weber
984南極産胆 石の変 質 とshockdegreeと の関係 Mirl　 SUIIg　 Lee 池田幸雄,小 島秀康
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番号 研 究 計 画 研究代表者
共 同 研 究 者
(*大 学院生)
985H－コン ドライ トの衝撃変成作用に関する岩石学的 ・鉱 木村 眞 A.ElGoresy,
物学的研究 M.Chen,
Y.Lin
986 Sulfur　 isotopes　 in　 sulfides　 in　 Martiall　 meteorites　 byJames　 J.　Papike
SIMS
987Mineralogical　 comparison　 of　 carbonaceous　hondrit s近見 純* 三河 内 岳,武 田 弘,
and　 ureilites 宮本正道
988 Reflectance　 spectroscopy　 and　 mineralogy　 of　carbonace一廣井孝弘 M.　 E.　Zolensky
ous　 chondrites　 in　 connection　 with　 thermal　 metamorph一
ism　 of　the　 C　 G　 B　 and　 F　asteroids,,,
989Noble　 gases　 in　CR　 and　 CK　 chondrites Ludorf　 Shultz
990EL－ コン ドライ トの鉱物学 的研 究 木村 眞
991Ion　 microprobe　 investigation　 on　 the　 fine　 scale　 ch一木多紀子 富樫茂子
rorlology　 of　rneteorites
992 エコン ドライ ト陽石の衝撃変成組織の研究 森 寛志
993火星由来限石中の生命探査 河崎行繁 石川洋二
994パ ラサイ ト中のカンラン石の形状解析 佐伯和人 中島善人
995 Measurements　of　 the　 tungsten　 (W)　 isotopic　 composi一Alex　 N.　 Halliday
tions　 of　meteorites　 and　 lunar　 samples
996限石中の軽元素同位体の測定 杉浦直治 清田 馨*
997 Genesis　 of　winonaites　 and　 IABirolls　 and　 the　 history　 ofGretc n　 BenedixK.Kei1,
their　 common　 parent　 body T.McCoy,
D.　Bogard





ている。低温実験室は一60℃ まで冷却することので きる超低温室,常 時一20℃ に保 たれている低温室2室 及び試料の
貯蔵庫に分かれてお り,南 極大陸で経験する大気の気温に対する環境条件を満た し,低 温下での雪氷学,寒 地工学及
び寒冷生理等の研究に利用されている。
低温試料は,低 温貯蔵庫内の移動棚 に収納 されている他,収 納 しきれない分については,実 験室に分散 されている。
移動棚 は,貯 蔵庫中央の通路 をはさんで両側 に配置されてお り,一 方は観測隊の中型 ダンボールに入った低温試料
(雪氷,生 物,損 石,土 壌など)が,ま た他方には南極や北極の雪氷コアが コアケースのまま収納 されている。収納
能力は,中 型ダンボール208箱 と氷床 コア930m相 当である。
現在 これらの両極地域で採取された氷資料の管理,共 同研究に供する低温試料の配布や基本的な解析の支援 を行っ
ている。特 に昭和58(1983)年 から昭和59(1984)年 にかけてみずほ基地で掘削された700m氷 床 コアを始めとする
南極での雪氷コア及びグリーンランドやスバールバルなどの北極におけるコアは,全 国の研究者 に配布 され解析 ・研
究が進められてきた。 さらに南極 ドームふ じ観測拠点のコア解析が新たに実施されている。
本年度は36次 隊持ち帰 りの雪氷試料,蘇 類 ・地衣類試料などが搬入,整 理されたのち,共 同利用研究試料として共
同研究者に配布 された。






北極圏環境研究センターは,北 極域における大気 ・陸域 ・海洋 ・生物圏環境の変動等に関する観測 ・研究を行うと
ともに,北 極研究に関する情報の提供,助 言を行 うことを目的とし1990年 に設置された。センターでは,ノ ルウェー
領スバールバル諸島のスピッツベルゲン島ニーオルスン(北 緯79度,東 経12度)に 設置 した観測基地 を拠点 として,
現地観測を継続 している。平成8年 度には43名 がニーオルスン観測基地 を利用 した。主な研究課題 として,北 極圏に
おける地球規模大気環境変動の研究,環 北極海雪氷 コアによる環境変動の研究,北 極圏におけるツンドラ生態系観測
と陸域環境特性の研究,北 極海ポ リニア航海観測 を掲げ,国 内外の大学 ・研究機関等の北極関連研究者とともに研究
を進めている。地球規模の気候 ・環境変動の実態とそのメカニズムを,北 極の視点から解明することを目指 している。
また「国際北極科学委員会(IASC)」 の活動に対応するとともに,国 際的な共同研究プロジェクトの立案などにも参画
している。さらに北極研究に関する文献,資 料及び情報の収集を行い,広 く共同研究者の利用に供 している。
2)情 報科学 セ ンター
情 報科学 セ ンターでは大型計算 機の管理 ・運用,所 内 ネ ッ トワー ク(対 外 回線)の 整 備 を行 うとともに,南 極昭和
基 地の 「多 目的衛星 デー タ受信 システ ム」 で取 得 した多量 の衛星 デー タを処理 ・解析 した。
オーロ ラ粒子 加速域 の解 明 を主 目的 とするEXOS-D　 (あ けぼの)衛 星の受信 は,37次 隊 に よ り1308パ ス実施 され,
全 て宇宙科学研 究所の衛星 デー タベ ースに登録 された。 これ らのデー タはEXOS-D衛 星デ ー タ処 理解析装置 を用 いて,
極地研 に も移植 され た。
これ まで7年 以 上 にわ た り受信 して きた宇 宙 開発 事業 団(NASDA)の 海洋 観測 衛星MOS-　 lbは 平 成8年4月19
日に運 用が終 了 し,37次 隊に よ り27パ スが受信 された。昭和 基地で の総 受信パ ス数は1447で あ った。 欧州 リモー トセ
ンシング衛 星(ERS-1/2)及 びNASDAの 地球資源探 査衛星(JERS-1)に つ いては,そ れぞれ146パ ス,119パ スの
受信 を行 った。衛 星画像 処理装置 の整 備 と して,現 有NOAAデ ー タを新解析 システム に移行す るための インターフェー
ス ソフ トを開発 ・追加 した。
関係 機関 か らの依頼 を受 けて,平 成8年8月17日 に打 ち上 げのH-　 H　/ADEOSロ ケ ッ ト　(NASDA)が37次 越冬 隊に
よ り,平 成9年2月12日 に打 ち上げのM-V/MUSES-B　 (宇宙 科学研究所)ロ ケッ トが37次,38次 越冬 隊 によ りテ レメー
タデ ー タの追尾受信 が行 われた。
3)南 極 圏環境 モニ タ リング研 究 セ ンター
南極域に見られる自然現象は孤立 した ものではなく,地 球システムの中で北極域を含む他の地域 と深 く関わ りあっ
ている。南極域では,大 気圏,海 洋 ・地殻圏,生 物圏諸過程の相互結合作用によって,南 極圏システムが構成されて
いる。
宇宙への窓として極域に現れる現象は太陽 ・地球系の電磁場相互作用の変動現象 と捉えることができる。成層圏 ・
対流圏をめ ぐる物質循環の諸現象は地球規模の気候システムの変動 と密接 に関連する。 また,南 極大陸上の氷床の変
動は南極大陸地殻の変動 と相互に作用 し,海 洋系の変動 とも関連する。陸域 ・海域の生態系はこのような微妙 な環境
変動に応答 しながら存在 している。
これら大気圏環境変動,海 洋 ・地殻圏環境変動,生 物圏環境変動は個 々に独立 した ものではなく相互に結合 してい
る。南極圏環境モニタリング研究センターは,南 極圏の環境変動の中 ・長期的なモニ タリングを通 して,そ の変動過
程 ・変動機構を総合的に研究することを目的 として,平 成7年(1995)4月 に新設され,発 足 した。なお,平 成8年
5月 に廃止された資料系非生物部門の業務の…部を引き継いだ。
平成8年 度は海洋 ・地殻圏に加え大気圏の環境変動の分野を充実 ・発展 させた。 これ らの研究推進のための研究所
内の研究 グループおよび国内 ・国外の研究機関等 とのリンク ・共同研究を発展 させる必要がある。また,中 ・長期的
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4)オ ーロラ世界 資料 セ ンター
オーロ ラ世界資料 セ ン ター　(WDC-C2forAurora)は,資料系 オー ロラ資 料部 門が 管理 ・運営 し,管 理 ・資 料棟5
階 に床 面積 約84m2の 資料 保管庫 兼 閲覧室 を有 してい る。 当セ ンター に保 管 される資料 は,　WDCパ ネルが示す作 業指
針 を基本 と し,オ ー ロラ物理 学の進展 に伴 う研究者 の要望資料 を も経済 的物 理的事情 を勘案 した上 で収集す る方針 と
している。資料保 管庫 は冷 暖房 ・除湿器 を備 えている とと もに,リ ー ダプ リンター利 用 による簡単 な閲覧 と複 写が可
能 となってい る。 デー タ収 納能力 は,35mmマ イクロフ ィルム約28,000本/100ft巻,計 算機 用磁気 テー プ約1,900本,
マ イ クロフ ィッシュ カー ド数千枚で ある。　WDC-C2　 for　Geomagnetism　 (京都 大学理学部)と の共 同に よるAEデ ー タ
ブ ックの出版 も行 って いる。
本年度 まで に収集 したデー タの概数 を次 表 に示す。
資 料 名 観 測 期 間 数 量
35mm全 天 カメラ編集 済 フ ィルム 1970年 ～1995年 100ft,26年 分
16mm全 天カ メラフ イルム(一 部編 集不能) 1966年 ～1969年 100ft,4年 分
35mm全 天 カ メラオ リジナ ルフ ィルム 1970年 ～1995年 1,000ft,26年 分
昭 35mm全 天 カ メラ長尺保 存 フ ィルム 1970年 ～1978年 1,000ft,9年 分
和 地磁気3成 分オリジナルチャー ト記録 1959年 ～1995年 37年 分
基 地磁気3成 分3打 点チャー ト記録 1966年 ～1995年 30年 分
地磁気3成 分35mmマ イ クロフ ィルム 1972年 ～1995年 100ft,24年 分
地 同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1959年 ～1961年 23一 フ ァ イ ル
資 絶対測定記録書 1966年 ～1995年 3一 フ ァ イ ル
料 超高層現象相関記録マイクロフィルム 1977年 ～1995年 100ft,19年 分
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1977年 ～1986年 61一 フ ァ イ ル
計算機取 り組込みデータA4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1976年 ～1986年 6一 フ ァ イ ル
オーロラ写真観測記録 1981年 ～ 約55冊
35mm全 天 カメ ラ編集済 フ ィルム 1987年 ～1991年 340巻/100ft
35mmオ リジナル フ ィルム 1987年 ～1991年 82巻/400ft
DMSPオ ー ロラ観測記録 1972年 ～1988年 240巻/100ft
South　 Pole基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム 1976年 ～1992年 100ft,17年 分
あ
す
Halley　Bay基 地全天 カメ ラフ ィルム 膿 二膿} 237巻/100ft
か Mawson基 地全 天 カメラフ ィルム 縢:欝} 410巻/100ft
観 Casey基 地全 天 カメラフ ィルム 1976年 ～1978年 386巻/100ft
測
拠
Maquarie島 基地全天 カ メラフ イルム 鵬:露} 722巻/100ft
点 Davis基 地 全天 カメラ フ ィルム 蟷 二麟} 360巻/100ft
資 地磁気 マ イクロ フィルム(約55基 地) 1976年 ～ 774巻/100ft
料 地磁 気マ イクロ フィッシュ(約5基 地) 1979年 ～ 約1,370枚
IMP-J　 (IMF)マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ 1977年 ～1979年 20枚
NOAA　 &　TIROS　 (粒 子) 1978年 ～1996年 MT440巻,　 CD-ROM9巻




地磁気 マ イクロフ ィルム 1957年 以降 6,200巻/100ft
学 管 全天 カ メラ フ イルム 1957年 以降 6,900巻/100ft
術 理




低温室の共同利用のため,低 温室及び貯蔵室の維持管理,低 温室内での実験に必要とする基礎的な測器の管理 を行っ
ている。低温実験室は一60℃ まで冷却することのできる超低温室,常 時一20℃ に保たれている低温室2室 及び試料の
貯蔵庫 に分かれてお り,南 極大陸で経験する大気の気温に対する環境条件を満たし,低 温下での雪氷学,寒 地工学及
び寒冷生理等の研究に利用されている。
低温試料は,低 温貯蔵庫内の移動棚に収納されている他,収 納 しきれない分 については,実 験室に分散されている。
移動棚は,貯 蔵庫中央の通路 をはさんで両側に配置 されてお り,一 方は観測隊の中型 ダンボールに入った低温試料
(雪氷,生 物,限 石,土 壌など)が,ま た他方には南極や北極の雪氷 コアが コアケースのまま収納 されている。収納
能力は,中 型ダンボール208箱 と氷床 コア930m相 当である。
現在これらの両極地域で採取 された氷資料の管理,共 同研究に供する低温試料の配布や基本的な解析の支援を行っ
ている。特に昭和58(1983)年 から昭和59(1984)年 にかけてみずほ基地で掘削 された700m氷 床 コアを始め とする
南極での雪氷コア及びグリーンラン ドやスバールバルなどの北極におけるコアは,全 国の研究者に配布され解析 ・研
究が進められて きた。さらに南極 ドームふ じ観測拠点のコア解析が新たに実施されている。
本年度は36次 隊持 ち帰 りの雪氷試料,蘇 類 ・地衣類試料などが搬入,整 理されたのち,共 同利用研究試料 として共
同研究者に配布 された。
低温室内の内部 には氷試料だけでな く生物試料,陽 石,底 質などの土壌試料 も保管されている。なお,現 在低温室
が手狭 になったため一部の試料保管 を外部に委託 している。
主要な雪氷 コアは,低 温資料貯蔵室に保管 されている。
6)低 温実験室
低温資料部門が管理する共同利用施設で,-60℃ まで冷却で きる超低温実験室,-20℃ の自然対流冷却による実験
室,-20℃ の強制対流冷却の実験室と貯蔵庫からなっている。運転時間は,貯 蔵庫が終 日,他 は保守員の勤務時間内
(午前9時 ～午後5時 まで)で ある。
本年度の利用状況を図に示す。延べ利用人数は854人 であった。主な利用は試料保管に加えて,南 極Hl5南 極氷床
ドームふ じ観測拠点浅層コアの処理作業,北 極スピッツベルゲンコアの処理作業の解析作業,雪 氷コア自動層位観測
装置の試作実験,氷 床コア中の二酸化炭素の抽出実験,ア イス ドームの実験,各 種観測機器の耐寒試験などで,他 に
第38次 観測隊関連の利用があった。

























































人員56名(越 冬 隊40名,夏 隊16名)
(1)越 冬隊
部 門 氏 名 所 属1
隊 長 兼 越 冬 隊 長 藤 井 理 行 国立極地研究所研究系
副 隊 長 兼 越 冬 副 隊 長 川 田 邦 夫 富山大学理学部
定常観測 気 象 宮 本 仁 美 気象庁観測部
中 村 雅 道 気象庁観測部
成 田 修 気象庁観測部
横 田 歩 気象庁観測部
池ケ谷 裕 幸 気象庁観測部
電 離 層1弓 指 勇 郵政省近畿電気通信監理局
地 球 物 理 野 木 義 史 国立極地研究所研究系
研究観測 宙 空 系 川 名 幸 仁 郵政省通信総合研究所関東支所
菊 池 雅 行 国立極地研究所研究系
坂野井 健 東北大学大学院理学研究科
気 水 圏 系 宇 井 啓 高 富山大学教育学部
新 堀 邦 夫 北海道大学低温科学研究所
大久保 茂 則 郵政省東北電気通信監理局
藤 田 秀 二 北海道大学工学部
地 学 系 根 岸 弘 明 京都大学防災研究所
生物 ・医学系 坂 東 忠 司 京都教育大学教育学部
設 営 機 械 増 田 進 国立極地研究所事業部(ヤ ンマーデ ィーゼル㈱)
真 壁 勤 茨城工業高等専門学校会計課
永 田 泰 尚 国立極地研究所事業部(い す"自 動車㈱)
谷 口 健 治 高知医科大学業務部
堀 辺 敏 男 国立極地研究所事業部(い す"自 動車㈱)
古 木 直 人 国立極地研究所事業部(㈱ 大原鉄工所)
笹 雄 治 国立極地研究所事業部(㈱ 日立製作所)
|
通 イ言 中 部3恵 一 国立極地研究所事業部(日 本電信電話㈱)
山 中 吉 信 海上保安庁警備救難部
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部 門 氏 名 所 属
設 営 調 理 時 松 誠 国立極地研究所事業部(㈱ 東條会館)
三 宅 正 章 海上保安庁警備救難部
医 療 新 川 義 容 国立極地研究所事業部(医 療法人恒心会小倉記念病院)
米 山 重 人 国立極地研究所事業部(医 療法人北最会恵み野病院)
航 空 神 保 昌 司 国立極地研究所事業部
加 藤 隆 士 国立極地研究所事業部(フ リーガークラブチロル)
千 葉 政 範 国立極地研究所事業部
環 境 保 全 野 田 幸 宏 国立極地研究所(㈱ タクマ)
設 営 一 般 片 桐 一 夫 長岡技術科学大学教務部
池 谷 紀 夫 国立極地研究所事業部(㈲ リゾー トインアルプ)
釘 光 信一郎 国立極地研究所事業部(日 本電気㈱)
島 田 義 昭 国立極地研究所事業部(タ カノホーム㈱)
清 水 克 朗 高岡短期大学産業工芸学科
(2)夏 隊
部 門 氏 名 所 属
副 隊 長 兼 夏 隊 長 神 田 啓 史 国立極地研究所資料系
定常観測 海 洋 物 理 及 川 幸四郎 海上保安庁水路部
海 洋 化 学 三 浦 幸 広 海上保安庁水路部
海 洋 生 物 宮 本 佳 則 東京水産大学水産学部
測 地 木 村 勲 建設省国土地理院
研究観測 気 水 圏 系 高 橋 昭 好 国立極地研究所事業部(㈱ 地球工学研究所)
地 学 系 前 杢 英 明
三 浦 英 樹
山口大学教育学部
国立極地研究所研究系




設 営 設 営 一 般 加 藤 幸 作
中 川 一 志
西 元 一 夫
今 田 武 彦
大 坊 幸 雄










氏 名 所 属1




2)観 測 項 目一覧
(1)船 上及び接岸中における観測
〔定常観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 担当機関
電 離 層 ○電界強度測定 弓 指 勇 通信総合研究所
海 洋 物 理 ○海洋物理観測 及 川 幸四郎 海 上 保 安 庁
海 洋 化 学 ○海洋化学観測 三 浦 幸 広 海 上 保 安 庁
海 洋 生 物 ○海洋生物観測 宮 本 佳 則 国立極地研究所
測 地 ○基準点観測 木 村 勲 国 土 地 理 院
〔研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 研究代表者 1
気 水 圏 系 気水圏環境変動観測計画 宇 井 啓 高 渡 邉 興 亜
・大気化学観測計画
地 学 系 第H期 東 クイーンモー ドラン ド地域の地学研究計画 前 杢 英 明 神 沼 克 伊1
○東南極大陸における地殻動態及び地殻形成過程の 三 浦 英 樹 1
総合研究
・ク イ ー ン モ ー ドラ ン ド及 び エ ン ダ ー ビ ー ラ ン ド
の地殻形成過程の研究調査
生 物 ・医学 系 生物圏観測計画 齋 藤 捷 一 内 藤 靖 彦





部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 担当機関
極 光 ・夜 光 ○全天カメラによる観測 坂野井 健 国立極地研究所
○写真観測
地 磁 気 ○地磁気三成分及び基線値決定のための絶対測定 坂野井 健 国立極地研究所
電 離 層 ○電離層垂直観測 弓 指 勇 通信総合研究所
○電波によるオーロラ観}則
○ リオ メー ター吸収 測定
○電界強度測定
気 象 ○地上気象観測 宮 本 仁 美 気 象 庁
○構想気象観測 中 村 雅 道
○特殊ゾンデ観測 成 田 修
○オゾン観測 横 田 歩
○日射量の観測 池ケ谷 裕 幸
○天気解析
潮 汐 ○潮汐観測 野 木 義 史 海 上 保 安 庁
地 震 ○自然地震観測 野 木 義 史 国立極地研究所
〔研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 研究代表者
宙 空 系 太陽エネルギー輸送と変換過程に関する総合研究計画 菊 池 雅 行 佐 藤 夏 雄




気 水 圏 系 気水圏環境変動観測計画 藤 田 秀 二 渡 邉 興 亜
・氷床 ドーム深層掘削観測 新 堀 邦 夫
宇 井 啓 高・大気化学観測計画
大久保 茂 則
・地球観測衛星受信計画 片 桐 一 夫
地 学 系 第H期 東 クイーンモー ドラン ド地域の地学研究計画 根 岸 弘 明 神 沼 克 伊




生物 ・医学 系 生物圏観測計画 坂 東 忠 司 内 藤 靖 彦
・昭和基地周辺の生態系環境モニタリング 新 川 義 容




[目 的]第37次 南極地域観測隊の編成及びその他実施準備に資するため,隊 員候補者に対 して,冬 期の寒冷地にお
いて雪中行動等に関する各種訓練 を実施 した。
[期 間]平 成7年3月13日 ～3月17日
[場 所]長 野県南安曇郡安曇村乗鞍地区を中心とする一帯
(2)夏 期総合訓練
[目 的]第37次 南極地域観測隊員に対 し,極 地行動に関する各種訓練や観測計画等に関する講義 を行い,所 要の知
識や技術を習得させると共に,団 体生活を通 して隊員の相互理解を深めるために実施 した。
[期 間]平 成7年6月19日 ～6月23日
[場 所]文 部省菅平高原体育研究場を中心 とする菅平高原一帯
(3)部 門別訓練
観測部門別訓練は,南 極地域において必要な機器の取扱いや保守訓練,オ ペ レーションを円滑に進めるための訓練
を,担 当部門ごと,出 発準備期間中に随時実施 した。
4)行 動概要及び観測概要
(1)概 要
第37次 南極地域 観測隊56名(夏 隊:神 田啓史夏隊長他,16名,越 冬隊:藤 井理 行他,40名),な らびにオブザ ーバー
2名 は,1995年ll月14日,砕 氷艦 「しらせ」 に より東京港 を出発 した。12月3日,オ ー ス トラリア,フ リーマ ン トル
を出航 した後,5日 か ら海洋定 点観測 を開始,ま た オース トラリアの漂流 ブ イを投 入 した。8日,南 緯55度 を通 過 し,
国際共 同定 点(Bl)で の観 測後,14日 氷縁 に到 着,15日 には定着 氷 に入 った。16日,昭 和 基地 か ら33マ イルの地 点
で 第1便 の フラ イ トが行 われた。
定着氷 に入 ってか ら海氷 は予 想以上 に厚 く,チ ャー ジングは1,771回 を数 え,進 入 は困難 を極め た。 しか しなが ら,
「しらせ」 は12月24日,午 前9時10分,見 晴 ら し岩 か ら約550mの 地 点 に接 岸 した。直 ち に氷上 輸送 の体制 を取 り,
大型車輌 な どの輸 送 を終了 した。そ の間,貨 油,JP-5パ イプ輸 送が行 われた。本格 空輸 は1月2日 か ら開始 され,
9日 の午 前 に は終了 した。 この時 点で 第37次 隊 のすべ て の輸送作 業 は完 了 した。S16お よび昭和 基地 へ の総重 量 は
1,069.5tで あ った。
本格輸 送の終了後 は ラングホブデ,ス カルブ スネス,日 の 出岬,ス カー レン等の沿岸 調査が集 中的 に行 われた。 ま
た,気 球 回収実験,西 オ ングル島テ レメ トリー観測 な どの基地観測 が行 われた。
夏期 の諸作 業の うち倉庫棟建設 は12月16日 に現地 入 りして,除 雪,氷 割 り作 業か ら始 めて,2月9日 には床 暖房,
合板張 りで ほぼ終了 した。他 に,非 常 発電 棟,地 震 計室,　HF観 測 小屋,旧 発電棟 解体 な どの作業 をほぼ予定 の作業
が 終 了 した。
2月1日,第36次 隊 と第37次 隊の越 冬交代が行 われた。2月 に入ってか らの基地観測 は オングル諸島の地形,生 物,
測 地の調査 を初 め と して,潮 汐観測,　GPS観 測,水 準 測量 な どを行 った。12日,昭 和基地へ の最終便 とな り残 りの夏
隊 員が帰艦 し,第36次 越 冬隊 と併せ て58名 が 「しらせ」 に集 合 した。 「しらせ 」 はこの 日の夕刻 には流氷域 を離脱 し,
海底 地形調査地 点 に向 かった。海底地 形調査 は荒天の ため3レ グまでの観測で断 念せ ざるを得 なか ったが,そ の後,
プ リンス オラフ海岸 に接近 し,17日 か ら19日 まで竜 宮岬,新 南 岩の地形,生 物,測 地の観測 を行 った。その後,ア ム
ンゼ ン湾 に入 り20日 か ら22日 まで リーセ ルラルセ ン山地域 での地形,生 物,測 地,海 洋調査 が行 われた。2月26日 に
は防錆作 業 を終 え,船 上観測 を行いつ つ東航 した。8日 か らll日 まで に,係 留系 ブ イ1基 を無 事回収す る こ とに成功
したが,他 の1基 につ いて は上 部 ブ イが流 失 して お り,完 全な形 では揚収 され なかった。12日,東 経150度 線 に沿 っ
て北上,15日 には南 緯55度 を通過,20日 に オー ス トラリア,シ ドニ ー港 に入港 した。 この 間,海 洋定点観 測 を13測 点
で実施 した。第37次 夏隊 は36次 越冬隊 と共 に27日,シ ドニ ーを空路 出発 し,同 日日本 に帰 国 し,す べ ての第37次 夏 隊
の行動 を終了 した。
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(2)昭 和基地 オペ レーション
① 輸 送
昭和基地 まで33マ イルの地点で12月16日,第1便 で生鮮野菜等0.9t,17日 緊急物資を7.3t空 輸 した。S16輸 送オペ
レーションでは12月16日 から20日 まで間,60便,73tの 物資 を運んだ。「しらせ」12月24日,見 晴らし岩の550m地 点
に接岸 した。接岸後直 ちに大型機,大 型雪上車,ト ラッククレーンを氷上輸送で陸揚げした。28日 までに合計215.4t
を氷上輸送 した。貨油パ イプ輸送は同時に行われ,軽 油を336t,JP-5を80t輸 送 した。本格空輸は1月2日 か ら9日
まで行い,356.9tを 輸送 した。第37次 隊の全輸送物資量は1,069.5tと なった。
② 建設 ・設備改修作業
建設部門では12月16日 に現地入 りして,倉 庫棟建設予定地の除雪,氷 割 り作業が開始 した。第36次 隊が築いた倉庫
棟の基礎か ら型枠コンクリー ト打ちを開始 した。敷地が狭いために奥の半分 を完成させてから手前の半分にとりかか
るという大変手間がかかる作業 となったが,4日 には立枝式,10日 には鉄骨組み立てが完成 し上棟式 を挙行 した。同
時に,非 常発電棟,仮 発電機置 き場建設が進められた。13日 には地震計の基礎工事が始 まり,2月9日 にはすべて完
成 した。1月18日 には旧9発 電棟の解体の際のアスベス ト処理は難航 したが,28日 に作業を終了 した。2月9日 には
管理棟 と新発電棟を繋 ぐ仮通路が完成 した。2月3日 か ら開始 したHF観 測小屋は9日 にはパネル組 を終え,建 設を
完了 した。
機械部門では12月 半ばよりブル トーザ整備,ダ ンプ修理,ク レー ン組み立てを行った。12月30日 より仮設発電機の
設置,配 管,配 線工事が始ま り,1月6日 には仮設発電機に切 り替えが行われた。7日 より新発電機設置,配 管,配
線工事を行い,30日 には新発電機 に切 り替えが行われた。31日には仮設発電機の解体,非 常発電棟への搬入を行った。
2月12日 より管理棟通信室のダク ト工事,倉 庫棟の暖房配管,喚 起 ダクト,制 御板取 り付け,冷 凍庫 ・冷蔵庫の組み
立て工事 を行った。
付随作業 として通信部門ではインマルサ ットB装置の新設およびケーブル敷設,　HF系 送信機の更新,航 空管制系の
VHF新 設 し,配 線工事を行った。デジタル式電子交換機の更新を行った。
③ 航空機組立
接岸 と同時に,12月24日 セスナ機組み立て,26日 ピラタス機組み立てを行った。31日 はピラタス機の初飛行 を試み




11月14日 東 京 を出航後,15日 か ら25日 までの毎 日08:00及 び16:00に 表面 採水,測 温 を実施 し,溶 存 酸素,pH,
リン酸塩,ケ イ酸塩,硝 酸,亜 硝酸,ア ンモニ アの化学分析 を行 った。12月4日 か ら観測 を再 開 し表面採水,測 温 に
加 えてXBT,　 CTD,　 各層観測,　XCP,　 漂流 ブ イの放 流 を開始 した。測 点1,4,5お よびBlで 観測 を実施 した。　CTD観 測
では表面 も含め て24層 の採水 もあ わせ て実施 した。12月12日 「しらせ」 が氷海 に入 った ところで往路 の海洋観測 を終
了 した。2月26日 か ら東航 を開始 し,海 洋観測定 点測点7,9-15,17-21を 実施 した。
② 気水 圏
2月27日 以降,「 しらせ」東 航後 の最大 の観測 オペ レー シ ョンとされてい た係留 系2機 の 回収作 業 について報告 す
る。
測 点15(C点)に おいて投 入 された係留系 は3月9日,10:22,回収 に成功 した。3点 の流速 計 は異常 な く回収 さ
れ た。測点16(B点)に お いて投 入 され た係 留系 は3月9日 か ら11日 まで捜 索が続 け られ,11日,12:55,回 収 に成
功 した。 ただ し,係 留系 の一部 が損 失 してお り,流 速計 は2点 のみが回収 された。
③ 海洋生物
今次 隊 で更新 されたモニ タ リングシステム によって表面海水 の連続観測 を11月16日 か ら3月18日 まで実施 した(寄
港 地滞在 と沿岸域滞在 中 を除 く)。
定 点観測 におい ては各層採水 観測16測 点,ノ ルパ ックネ ッ トサ ンプ リングを17測 点におい て行 った。
④ 電離層
オメガ電波の受信 観測 を往復 路 において行 った。
⑤ 地磁 気 ・重力




う海水面付近のラドン濃度の測定お よび海洋上のエアロゾル粒子の存在量 と化学組成の測定を行 った。
(4)昭 和基地及び周辺における観測
① 海洋物理 ・化学観測
東オングル島において,1月2日 から5日 までは,験 潮所の点検 と西の浦付近の海底状況把握のための水深調査を
行った。また13日 から20日 までは水位計の設置,副 標の設置を行い観測を行った。2月 に入ってからは,三 点両角法
による位置決定,測 深機および レッドによる測深 を行った。
② 測地観測




ラ ングホブデの雪 鳥沢(12月30日 ～1月9日)でGPS測 量,4点 の三角 点設置 を行 った。 スカルブ スネス(1月 ユ0
日～16日)で のGPSに よる三 角点 を2点 設置 する とと もに,三 角点3点 の刺針 を行 った。 日の出岬(1月19日 ～22日)
において既設 基準点 の改測 お よび測地結 合 を行 い,精 密 測地網 を構 築す るため,　GPS観 測 を2点 実 施 した。 ス カー レ
ン(1月24日 ～29日)で 昭和 基地GPSと スカー レン天 測点 とGPS観 測 を行 った。合 わせて,重 力観測,地 磁気 観測 を
行 った。竜宮 岬,新 南 岩両地域(2月17日,18日)に お いてGPS観 測,お よび水準測量 の改測 を行 った。 リーセル ラ
ルセ ン山付近(2月20日 ～22日)に はGPS観 測 お よび水準測 量 を行 った。
② 海洋物理 ・化学
ラ ングホ ブデ雪 鳥沢(1月7日 ～12日,1月22日 ～29日)に おいて,水 位計 の設置,副 標の設置 を行い,観 測 を実
施 した。 プリ ンスオ ラフ海岸 の沖で海底 地形 調査(2月13日)が 行われ た。 また,新 南 岩(2月17日 ～19日)お よび
アム ンゼ ン湾 リーセル ラルセ ン山付近(2月20日 ～22日)の 海岸 におい て同様 な観測 を行 った。
③ 生 物
・海洋生物
ラ ングホブデ袋浦(12月17日 ～2月8日)に おい て,ア デ リーペ ンギ ンの生態 調査 のため長期滞在 した。観測 は潜
水行動,雛 の成長,採 食 トリップ長 を調べ るモニ タ リング観測,採 食 トリップ,ラ ジオ トラ ッキ ング,遊 泳速度 お よ
び心拍記 録の観測 を行 った。また,自 動 モニ タ リングシステムの実験 を試 みた。 さ らに リーセ ルラルセ ン山(2月19,
20日)に おいて アデ リーペ ンギ ンの ル ッカ リーで個体数調 査 を行 った。
・陸上生物
淡水 湖沼群 の陸水 生物学 的研究 で は リュ ツ ォ ・ホルム湾の オ ングル諸 島(12月17日 ～27日,2月2日 ～8日),ラ
ングホブデ(12月30～10日),ス カルブス ネス(1月10～17日),日 の出岬(19～22日),ス カー レン(24～29日),プ
リンスオラ フ海岸 の新南 岩(19～22日)お よびアム ンゼ ン湾の リーセル ラルセ ン山(19日 ～21日)に おいてユ9湖沼の
底 生マ ッ トお よびコアサ ンプ リングを行 った。一・部の湖沼 にお いては各層観測 を行 った。他 に ラ ングホブデ,ス カー
レン,リ ーセル ラルセ ン山 においては氷雪藻 の生活 史研究 のため の資 料 を得 た。 また,ラ ングホ ブデ,リ ー セルラル
セ ン山,竜 宮 岬,新 南 岩で は微小動 物の採集 を行 った。
④ 地 学
主 として大陸氷床 の消 長 と氷河地形 ・堆 積物 及び隆起汀線 との関係 を見 いだす ため に貝化 石の発見 と採取 を行 った。
リュツ ォ ・ホル ム湾 にお いては ラ ングホブデ北部(12月17日 ～12月29日)と 南部(12月30日 ～1月9日),ス カルブ
ス ネス きざは し浜(1月10日 ～1月17日),オ ングル諸 島(1月25日 ～2月8日)に お いて トレンチ による地層 断面
調 査,隆 起汀線 を初 め とす る海岸地 形調査 を行 った。 プ リンスオ ラフ海岸 にお いては 日の出岬(1月20日 ～22日),
竜宮 岬(2月17日 ～19日)に お いて構造土,海 岸地形の調査 を行 った。ア ム ンゼ ン湾 にお いては リーセル ラルセ ンLII
(2月20日 ～22日)の 構造 土,地 形 調査 を行 った。
(6)越 冬隊による観測
第37次 越冬隊は越冬隊長藤井理行,越 冬副隊長川田邦夫以 ド40名で構成され,こ の内31名 が昭和基地で越冬 した。
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昭和基地での統括は副隊長川田邦夫が行い,越 冬隊長藤井理行は深層掘削の目標達成のため ドームふ じ観測拠点にお
いて9名 で越冬することになった。1996年2月1日,第36次 越冬隊から実質的な運営 を引 き継いだ後,2月20日 には
正式 に越冬が成立 した。
37次 隊の昭和基地への到達は非常 に順調で12月16日 に第1便,24日 に昭和基地接岸と記録的に早 く進んだ。また天
候 にも恵まれてたくさんの夏期オペレーションも順調に進めることができた。越冬交替以後も夏隊作業員とともに前
次隊の有志による夏作業支援のサポー トが最終便まで行われたにもかかわ らず,倉 庫棟等の建物内部の整備作業は越
冬 に残され,設 営隊員をはじめとする多 くの隊員の負担 となったことは夏期の仕事量が過大であると考 えざるを得な
い。越冬に入っても落ち着 くまでに時間を要 した。 また夏作業の中で行われた旧第9発 電棟解体で出てきたアスベス
トの片づけについて危険を懸念する声があ り,様 子がわからないことか ら 「アスベス ト対策委員会」 を作 り,日 本側
に問い合わせた り,必 要に応 じて会議を行 ってその後の対策の参考としてきた。倉庫棟の建設に伴って中に設営事務
室が開設 され,い ろいろな用途に使えたことは今次隊越冬中の大 きな変化であ り,越 冬生活がより快適になった。冬
から春に向かうまでは海氷の状態 もよく,野 外活動 も盛んに行われて昭和基地に残る人員が少なくなった頃は生活の
様態 も一時的に変わった。
越冬中は南極地域観測統合推進本部総会で審議承認された 「第37次 南極地域観測隊行動実施計画」 に沿ってそれぞ
れの定常観測お よび研究観測 を行った。定常観測では気象,電 離層,極 光 ・夜光,地 磁気,地 震,潮 汐の各部門で引
き続いての観測 を行 った。研究観測の主なものは,宙 空系の 「テ レメ トリーによる人工衛星観測」 と 「極域擾乱 と磁
気圏構造の総合観測」,気 水圏系の 「南極大気化学観測」,「地球観測衛星受信観測」,「氷縁監視観測」,地 学系の 「地
殻動態の総合的監視 ・測量」,生 物 ・医学系の 「昭和基地周辺の生物系環境モニタリング」,「南極における 「ヒ ト」
の生理学的研究」 などである。これらの観測は小 さな不具合はあったが,ほ ぼ順調に進め られ,そ れぞれの分野で予
定の成果を上げた。10月にピラタス機の破損事故があ り,そ れ以後の航空機観測に制限があったことは残念であった。
倉庫棟の設備工事や非常発電棟の設備工事が越冬中に行われたが,倉 庫棟の工事は6月 までかかった。この完成に
より移動ラックでの物品管理が し易 くなり,大 きな冷凍庫および冷蔵庫により食糧品が一括管理できるようになった。
また設営の各部門が事務室 を持って多用途 に使えるようになった。造水設備では冬期に100ktへ の補給水ラインが外
れて130kt水 槽の水位が急低下 したが,早 急な対策で復 旧した。 また荒金ダム循環ラインの凍結等い くらかの トラブ
ルはあったが,年 間を通 して十分な積雪があったため,水 の補給は概ね順調だった。電力設備では夏作業で更新 した
1号 機が幾度かの停電 を発生 し,観 測関係に影響を及ぼした。停電の原因がつかめず,日 本の関係機関と連絡 を取 り
合って各種試験 などを行ったものの,や はり原因の特定はで きなかった。 しか し考えられる種々の対策を施 したとい
うことで越冬後半からは再び停電対策を考慮 しなが ら稼動 を始め,順 調に経過 した。車輌関係では新規導入の雪上車
SM106,SM410と カーゴクレーン車,そ してオーバーホールしたSM511が 持 ち込まれたが,こ れらは有効に使われた。
また今回初めて搬入 した内陸用20t積 みの大型機 もドームへの補給旅行に使用 した。
37次 隊観測の目玉ともなっていた ドームでの深層掘削プロジェク トと次隊の越冬支援のため,ド ームふ じ観測拠点
への春期補給旅行 を10月 からll月 にかけて約1ケ 月半の行程で行った。この旅行の準備は期間を要するために7,8月
頃か ら車輌の整備等を始め,デ ポの車輌や権,燃 料運搬等のためにs16ま での旅行 も数回行った。沿岸の調査旅行 も
生物をは じめ,地 学系を中心 に多 く行った。また海氷が比較的しっか りしていたので海氷上での全磁力連続観測も安
心 して行 うことができた。
越冬期間中の生活業務 もほぼ順調に行われた。野外活動が盛んになる頃は レーション作 りの便宜を図 り,調 理隊員
不在時の食事や調理隊員のサポー トを検討するための 「給食委員会」を作った。快適な環境を作 っている管理棟,倉
庫棟の設営事務室を中心に生活が行われ,バ ーも週 に三度開店 して潤いをもたらした。祝祭,誕 生会,ス ポーツ大会
などの年中行事 も度々行われ,長 い越冬生活に変化を与えた。パーティのご馳走 とこの折に行われたバ ンド演奏は隊
員達の大きな楽 しみであった。
海氷上のクラックでの事故や車輌事故等の安全には十分に注意 していたが,10月 に入って間もな く事故が相次いだ。
自然発生的ではあったが,松 の廊下に引き込 まれている電源ケーブルが積雪による押 し下げで漏電 し,小 火が発生 し
た。普段 人のいない所ではあったが,幸 いにも発見が早 くて大事には至らなかった。基地の数々の施設が更新中であ
り,こ のような仮処置の施されている所がないか気を配った。またパッダ島方面へ出かけていた旅行隊が雪上車の片
側 をクラックに落として自力脱出できず,レ スキュー隊を急遽派遣 して無事救出するという事故があった。3日 後の
10月11日,ド ーム補給旅行隊がSl6を 出発 しようとしている時,出 発状況の視察のため上空を旋回 していたピラタス
機が内陸側でホワイ トアウ トのため左脚部を雪面に接触 し,そ の衝撃で操縦席左側の ドアが脱落するという事故が発
生 した。幸いにその後の飛行に支障が無 く,全 員無事に基地に戻ることがで きた。これも越冬生活に慣れて きた時期
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の気付かない程わずかな気持ちの油断によるもの と反省 した。
1996年1月31日 には37次 隊が予定 していた全てのオペ レーションを終了 し,翌2月1日 に次の38次 隊に基地の運営
を引 き継いだ。近年続 く基地内の環境整備により管理棟や倉庫棟がで き,確 かに基地生活は思っていた以上に快適に
なったことは喜ばしい。 しか し,一 一方で夏作業にみ られる多大な建設造営作業は越冬に入った隊員達に少なからず不
平の気持ちを残す。そして生活環境の快適 さのため,と もすれば南極の厳 しく危険な自然環境を忘れ,か つ1年 以上
も閉ざされた閉鎖社会であることも忘れてしまう傾向もあるようだ。また基地内の維持管理の点でも当直や設営隊員
のワッチの負担は増大 している。越冬隊員数 と維持管理形態は各隊次で考えねばならぬところもあるが,観 測,設 営
隊員の員数,内 容など総合的なバランスも抜本的に見直すことも必要ではなかろうか。い くらかの事故があったとは




第36次 隊 に引 き続 き,ア)地 上気 象観測,イ)高 層気象観 測,ウ)特 殊 ゾンデ観 測,エ)オ ゾン観測,オ)地 上 日
射 ・放 射観測,カ)天 気解析,そ の他 の定常気 象観 測 を行 った。総合 自動 気象観測 装置 は,年 間 を通 じて順調 に作動
した。
地上気 象観測 に よる と,7月 か ら10月 の冬の期 間温度が平年 よ り高 い状態 が続 いた。特 に9月 は ほぼ全月 にわた り
平年 よ り高 めに経過 した。5月27日 にはA級 ブ リザ ー トによ り最 大風速44.3m/s(歴 代3位),最 大瞬 間風 速61.2m/s
(歴代1位)と 昭和基 地開設以 来の強風 を観 測 した。 ブ リザ ー ドはA級5回,B級14回,C級13回 の計32回 であ った。
高層 気 象観測 は,5月27日12UTCに 強風 のた め飛揚作 業 を取 りやめ 欠測,5月27日00UTC,7月28日12UTCには
強風のため飛揚が成功 せず資料 欠如,5月25日00UTC,8月15日12UTCは観測高度 が100hPaに 届かず資料 欠如 とな っ
た ほか は,概 ね順調 に観測 を行 うことが で きた。
特殊 ゾ ンデ観測 と して,オ ゾ ンゾンデは54台 をほぼ毎週1回,輻 射 ゾンデは15台 を4月 か ら9月 までの夜 間,晴 天
微風 時 に飛揚 した。
オ ゾン全量観 測の結果,1995年 に引 き続 き過 去最大規模 の オゾ ンホール を観測 した。全 量値 は10月 の月平均(暫 定
値)と しては過 去最低 を更新 した。
地上 日射 ・放 射観測 では,太 陽追尾装 置(赤 道儀)の 交換 を行 い追尾 の制度が格段 に向上 した。観測 測器 につ いて
は,一 一部 ケーブルの断線 や収 録装置 の故障 によ り短 期間の欠測 が生 じたが,概 ね年 間 を通 じて順調 に観測 を行 うこ と
が で きた。
天気解 析 を行 い,毎 日の天 気予報,航 空 オペ レー シ ョン実施 時の ブ リー フ ィング,気 象情報 の提 供 の他 頻繁 な情報
提供 を行 った。　MDDの ワー クステ ー シ ョンが1996年11月 にシステ ム ダウ ン したが,翌12月 に修復 した。そ の他の観
測 として,海 氷上 の積雪観測,ロ ボ ッ ト気 象計 による観測,内 陸旅行時 の地上気象 お よび大気 混濁度観測,「 しらせ」
船上 にお け る大 気混濁 度観 測 を行 った。 また気水 圏の プ ロジ ェク トのサ ポ ー トとして 回収気球 実験(1996年1月 ,
1997年1月),　 ILAS検 証実験(オ ゾ ンゾ ンデ21台 の飛揚)を 行 った。外 国基地へ の デー タの提 供 について は,マ イ ト
リ基地(イ ン ド)に 対 して オゾ ンデー タの提供 を行 った。
② 電離層
・電離層垂直 観測
9-B電 離層 観測装 置 に よ りユ5分毎 に観 測 を行 った。1回 の観測 所要時 間 は20秒 で,周 波数 を0.5MHzか ら15MHz
まで掃 引 して電波 を発射 し観 測 した。取得 されたデ ー タ(イ オノグラム)は35mmの 白黒 フ ィルム に記録 した。 また,
オ ンラインパ ソコンによ り,画 像処理 を行 ったデ ジタルイオ ノグラム を,光 磁気 デ ィス クに記録す る と共 に,デ ィス
プ レイ表示 させ,イ オ ノグ ラムの リアル タイムモニ ター と して使用 した。
・オー ロラ レー ダー観測
50MHzオ ーロ ラ レー ダー観測 器 に よ り,オ ー ロラか らの散 乱 電波 を連続 観測 した。観 測 デー タはチ ャー ト,デ ー
タロガーで磁気 テー プに記録 する と共 に光 磁気 デ ィス クに記録 した。
・リオ メー ター に よる電離層吸 収観測
RIO　 (Relative　Iollospheric　Opacit.y)メ ー ター によ り短波帯20MHz,　 30MHzの2周 波数 の銀河電波 を連続観 測 した。
ア ンテナは天頂 に向けた各周波 数毎の5素 子 八木 ア ンテナ を使用 した。観測 デ ー タはチ ャー ト記 録3系 統 お よびデー
タロガーで磁 気 テープ に記録 した。
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・短 波電界強 度観測
JJY8MHzお よび10MHzを 受信 し,電 界強 度の連 続観測 を行 った。 ア ンテナ は8MHzが 逆L型,10MHzは 垂 直型 を
使 用 した。観 測 デー タはチ ャー トお よびデー タロガーで磁気 テー プに記録 した。
また,今 次 隊で持 ち込 んだ,新 短波 電界強度観 測 システム を立 ち上 げ観測 を行 った。観測 デー タは,フ ロ ッピーデ ィ
ス クに記録 した。
・オメガ電波受信測 定
オ メガ受信 機2台 を使 用 し,13.6kHz3回 線 お よび10.2kHzl回 線 の位 相変化 を観測 した。基準 にはル ビジウム周
波数標準 器,ア ンテ ナは電 離層棟屋 上の ホイ ップア ンテナ を使用 した。観測 デー タはチ ャー トお よびデー タロガーで
磁気 テー プに記 録 した。
・NNSS衛 星 電波 に よる全電子 数等の観測
NNSS衛 星15MHzお よび400MHzの2つ の ビー コ ン波 が電 離層 を通 過す る際 の遅延 時間 を測定 し,伝 搬路 に沿 った
全 電子 数の変化 お よび シ ンチ レー シ ョンを観 測 した。　NNSS受 信機 お よび ドップラー処理装 置は,電 離 層棟 内の送信
機 による障害 を避 けるため,ホ イ ップア ンテナ と共 に情報 処理棟 内 に設置 された。観測 デー タは カセ ッ ト磁気 テー プ,
チ ャー トお よび小型 プリ ンター に記録 した。
・短波周 波数偏移測 定
32次 か ら旧 ソ連 との共 同研 究 として実験が行 われ,37次 隊 にお いて も測定 を行 った。 ロ シアのマ ラジ ョー ジナや基
地 と昭和 基地 におい て,カ ス プ領域 を通過 して くる電波 を同時 に受信 し,波 動現 象の観測 を行 った。 ア ンテ ナは,20
mム ア ンテナ タワーか ら引 き降ろ された傾 斜型 ア ンテナ を使用 し,観 測 デー タは,光 デ ィスクに記 録 した。
③ 地球物理
・自然地震観 測(地 震 定常観測)
昭和基 地東部 の地震感 震器室 内 に設置 され たHES型 短 周期地震計(固 有 周期1秒),　 PELS型 長 周期地震計(固 有周
期11～15秒)各3成 分(U/D,N/S,E/W)による 自然 地震観測 を行 った。 これ らの信号 は ケーブル を通 して昭和基地
西部の 地学棟 にテ レメー タされ,地 学棟 におい てペ ンレコー ダー によ り記 録 された。HES型 地震計 につ いては,感 熱
式3チ ャ ンネル長時 間連続 記録 計(8D23H)に よる連続 モ ニ ター(記 録速 度4mm/秒,記 録 紙交換 約40日 毎)を
行 った。　PELS型 地震計 につ いて は,同 じ く感 熱式3チ ャ ンネル長時 間連 続記 録計(8D23H)に よる連 続 モニ ター
(記録速 度2mm/秒,記 録 紙交換約80日 毎)と,感 熱式8チ ャンネル長時 間連続記 録計(8K23)に よる連 続モ ニ ター
(記録 速度5mm/分,記 録紙 交換約27日 毎)を 行 った。 また,8チ ャンネル レコー ダ(8K23)で は同時 にSTS地 震
計 のモニ ター記 録 も行 った。
験 農作 業 は原 則 と して毎 日行 った。作業 は主 にHES型 地震計 の8D23Hに よる記録 を用 い,遠 地 地震 の初動到 達時
刻 ・記 録紙上振 幅 ・継続 時 間を定 規 によ り読 み とった。 また,顕 著 な後続波 が見 られた場合 につ いて も同様 の読み と
りを行 っ た。 後続 波の読 み と りに際 して は,適 宜PELS型 地 震計,　STS地 震計 の 記録 を使 用 した。験 震結 果 の報 告 に
つい ては,3月 までは前年 次隊 と同 じく,週1回 程 度 イ ンマ ルAを 用 いたUUCPに よる極地研 究所へ のデ ー タ転送 を
行 って いたが,そ の後昭和基 地内での電子 メイル使 用環境が改 善 され た ことによ り,4月 以 降は電 子メ イル によ り,
毎 日極 地研究 所 お よびア メ リカ地 質調 査所(USGS)へ の直接 報告 を行 った。 その他,37次 隊で は験 震作業 の補助 的
資料 と して,　USGSか ら速 報震源情 報(QED)を 電子 メイルで ほぼ毎 日受 け取 り,地 震 の再験 測 に使 用 した。　QEDに
よる再験 測デ ー タも同様 に電子 メイル によ り極地研 究所 お よびUSGSへ 報告 した。
地学 棟 内での 刻時信号 は,同 棟 内に設置 され たGPS受 信 機(JLR-6000)か らのIPPS信 号 に よ り1時 間 に1回 校 正
される タ イム コー ドジ ェネ レー タ(T-2200A)か らの刻 時信号 を使用 した。8D23H・8K23へ の分 マー ク ・時 マー
クに関 して は,T-2200Aか らの信 号 をパルス変換器(T-28D)を 通 して供給 した。
・自然地震観測(STS地 震観 測)
地震感震器 室内 に設 置 され たSTS-　 1型 広帯域 地震計(360秒 モー ドで の運用)3成 分(U/D,N/S,E/W)による自
然 地震観測 を行 った。 これ らの記 録 はすべ て ケーブルに よ り地学棟 にテ レメー タ され,紙 記録 お よびパ ソ コンによる
デ ジタル記 録 の収 録 を地学棟 で行 った。　STS地 震観測 シス テムの概 略 を図m.2.1.-12に 示 す。紙記録 につ いては,
感 熱式3チ ャ ンネル長 時間連続 記録計(8D23H)に よる連続モ ニ ター(記 録速度2mm/秒,　 BRB出 力3成 分)と,
感 熱式8チ ャ ンネル長 時 間連 続記録 計(8K23)に よる連続 モニ ター(記 録速度5mm/分,　 BRB出 力3成 分 お よび
LP出 力U/D成 分)を 行 った。 なお,8K23の 連続 モ ニ ター につい ては,　BRB出 力のE/W成 分 を8K23に 結線 す る と記
録が発振 して しまうため,現 在 この成分 のみ記録 を取 ってい ない。デ ィジ タル記録装置 は,　BRB出 力収 録 システム と
LP出 力収 録 システ ムか らな る。　BRB出 力収録 システム は,地 震 感震器室 か らの アナロ グ出力3成 分 を20Hzサ ンプ リ
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ングAD変 換 器(Q52K-1)を 経 て,パ ソコンに接続 された5.25イ ンチ光磁気 デ ィス ク(MO)に デー タを収録す る。
1日 毎 に波形 デー タフ ァイル,時 刻校 正 フ ァイル,ブ ーム ポジ シ ョンフ ァイルの3種 類(約23Mbytes)　 の フ ァイル
が作 成 され る。 約12日 間でMOの 片面 が満杯 になる ため,余 裕 を見 て11日 毎 にMOの 交換 を行 った。 これ らの デー タ
の うち,波 形 デー タファイルについ てはデ ィス ク交換 後パ ソコンによ りフ ィボ ナ ッチ圧 縮処理 を行い,約5分 の1程
度の フ ァイルサ イズに圧 縮 し,他 の データ と共に ワー クステ ーシ ョンのハー ドデ ィス クに保 存 した。圧縮後の波形 デー
タ ファイル につい ては別 のMOに 保存 を行 った。 また,ワ ー クステー シ ョン内 のデ ー タは,1月 分毎 に8mmエ クサ
バ イ トテ ープに よる保 存 も行 った。収録 装 置の時計で ある シ グナル コンデ ィシ ョナ　(ST-CCU　 3　/VBB　 3)　 の校正 は,
原則 的 にMO交 換 時 に行 った。 その他,　QEDに 記 載 されて いる地震 の うち,実 体 波 マ グニチ ュー ドが6.0以 上 の地震
について は,昭 和基 地での到達 時の2～5分 前か ら1時 間分の波形 デー タを切 り出 し,　UUCPに よ り極地研 究所ヘデ ー
タ転送 を行 った。
LP出 力 収録 シス テム は,研 究 観測地 学系 の重力 デ ー タ収録用 シス テム を一ー一部改造 して使 用 してい る。 アナ ロ グ出
力3成 分お よびSTS地 震計(U/D成 分)の 保 温箱 内温 度出力 を,ス キ ャナ(R7210)に よ り3秒 サ ンプ リングでAD変
換 し,デ ー タをパ ソコ ン上 の40MBytesハ ー ドデ ィス クに収録す る システム にな ってい る。1日 毎 に フ ァイル は作 成
され,1日 分の フ ァイル容量が約600KBytesの 大 きさである。
1月 半 でハー ドデ ィス クが満杯 にな るので,満 杯 になる直 前にハ ー ドデ ィス クの内容 をス トリーマテー プに吸 い上
げた。収録装 置の時計 と して はパ ソコンの 内部時計 を使 用 してお り,デ ー タ吸 い上げ時 に時刻校正 を行 った。
その他,ハ イブ リッ ドレコー ダ(RD2212)に よるブームポ ジシ ョン(POS)3成 分の出力 とSTS地 震計(U/D成 分)
の保温箱 内温 度出力 の アナ ログモニ ター記録 も行 った。　POS出 力が ±2Vの 範 囲 を越 えそ うな場 合,地 学棟 か らの遠
隔操 作 に より地震計 のMOT端 子 に電圧 をかけ,ゼ ロ点 調整 を行 った。
・海洋潮汐観 測
昨年 に引 き続 き,東 オ ングル島西 の浦 に設 置 され た験 潮儀(QWP-841型 水 晶水位計)2台(そ れぞ れ31次 ・36次
で設置)か らの信 号 をケーブ ルによ り地学棟 内ヘ テ レメー タ し,紙 記録 お よびデ ィジタル記録 に よる連続収 録 を行 っ
た。紙 記録は,2台 の験潮儀 か らの信号の1倍 と10倍 の2種 類合計4チ ャンネルのデ ー タを打 点式ペ ンレコー ダによっ
て記 録 し,デ ィジタルデー タにつ いては復 調器 に よ り,10分 毎 にサ ンプ リングされたデー タを2カ 月分収 録可能 な メ
モ リーパ ックに収 録 した。
収録 され たデ ィジタルデー タを用 い,毎 月1回 専用 インター フェイスか らメモ リーパ ックの デー タをパ ソコンに吸
い上 げて月表 を作 成 し,　FAXで 海上保安庁水路 部へ報告 した。
・地電位 連続観測
地電位 連続観測 は8月 に試験 観測 を行 い,8月 末 よ り本格的 に連 続観測 を実 施 した。36次 隊で埋 設 した8本 の電極
を使用 し,パ ソコンのA/D変 換 ボー ド8チ ャンネルに直接 接続 し,今 次隊 で作 成 した取 り込み ソフ トによ りそれぞれ
の電極 の電位 を読 み と りハ ー ドデ ィスクに収 録 した。 ローパ スフ ィル ターを使 用 していないので,そ れぞ れの電 極の
電位 を1分 間 に200デ ー タに読み込 み平均 し,1分 平均 値 として記録 した。
また,情 報処理棟 か ら地学棟 に供給 されてい るフラ ックス ゲー ト型磁力計 に よる地磁気3成 分 デー タも同様 に,パ
ソコ ンのA/D変 換 ボ ー ド3チ ャ ンネルを使 用 し,地 電位 デー タと ともに取 り込 みハ ー ドデ ィス クに収録 した。 ハー ド
デ ィス ク内のデ ー タは約1カ 月ご とに吸 い上 げ,光 磁気 デ ィスクに保 存 した。
9月 上旬 に ファイルが1日 お きに作成 されてい るの を発 見 し,取 り込み ソフ トのバ グを修復 した。 それ以降,順 調
に連続観測 を行 った。
・地磁気連続 観測
全磁 力連続 観測 も同様 に,8月 に試験観測 を行い,8月 末 よ り本格 的に連続観測 を実施 した。 これ は,主 に航空磁
気観 測お よび海氷上金磁 力観測 の リファレンスデー タを取 得す る目的で観測 を行 った。 プロ トン磁力計 セ ンサ ーを保
温箱 に格納 し,地 学神西 に設置 し観 測 を行 った。 試験 観測 の結 果,地 学棟 まで ケーブル を引 き回す とノ イズの混 入が
大 き く安定 したデー タが得 られ なかったため,ケ ーブ ルを2芯 の シール ド線 に変更 し若 干の加工 後,8月 末 よ り本格
的 な観測 を行 った。今 回使用 した テ ラテ クニ カ製 プ ロ トン磁力計(PM-53)は,内 部 メモ リー にデー タを記 録す る
方式 の もの であ り,1分 間サ ンプ リングで最大11日 のデ ー タが収 録 可能 であ った。 サ ンプ リングイン ターバル を1分
に設定 し,今 回作 成 した ソフ トを使 用 して,約10日 ごとに磁力計 の デー タをパ ソコ ンに吸 い上 げ保存 した。 また,吸




1996年8月 よ り10月 にかけて,航 空磁気 測定 を計10フ ライ ト実 施 し,オ ングル島周辺 海氷 域の南緯69度 ～69度30分,
東経39度 ～39度50分 の範 囲の経 度1分 きざみの南 北測線 の観測 を行 っ た。航 空磁気 測定 は,ジ オ メ トリックスG866
型 プロ トン磁 力計 を使 用 して行 った。 セ ンサ ーは航空機 後部 か ら約30mケ ー ブル を延 ば し曳航 した。高度 は約3,000
フ ィー トと した。 デ ー タサ ンプ リング間隔は10秒 で,同 時 にGPSに よる位置 デー タを全磁 力デ ー タとともにパ ソコン
に取 り込 みデー タを収 録 した。 デー タ取 り込み ソフ ト作 成後,す ぐに観測 を開始す る予定 であ ったが,ピ ラ タス機備
え付 けのGPSデ ー タ取 り込 みに関 して問題 が発生 し修復 な どを試 み たが,最 終的 に航 空部門所有 のGarminのGPS装 置
を使用 して8月 よ り観測 を行 った。観測 は順調で あったが,10月 以降,ピ ラ タス機事故 の ため,観 測 は不可 能 となっ
た。
・野外 全磁 力観測
1996年9月22日 ～9月27日,10月20日 ～10月25日,　 ll月13日 ～11月18日 お よび12月8日 に 日帰 りで,海 氷 上金磁力
測定 を行 った。8月 には,プ ロ トン磁 力計セ ンサ ー を載せ牽 引す るための非磁性 の特 製権 を設営 部門 の協 力 を得 て作
成 し試験 を行 った。測 定 は,雪 上車 か ら約20m離 して プロ トン磁 力計 セ ンサ ー を特 製権 に載 せ牽 引 し,雪 上 車内 で
GPSの 位置 デ ー タとと もに全磁力 デ ー タをパ ソコ ンに取 り込む ように した。 デー タサ ンプ リング間隔 は10秒 と した。
雪 上車 はSM311を,　 GPSは マゼ ラン社製 の もの を使用 した。 また,観 測機 器へ の電 源供給 は橋上 の発 電機 より行 った。
9月 の観 測で は,テ ラテ クニ カ製 の プロ トン磁力 計(PM-53)を 使用 して観測 を行 ったが,こ の磁 力計 が内部 デー
タ記録方式 のため リアル タイムでデー タを見 ることが で きない ため,10月 以 降は航空磁気 測定用の ジオ メ トリックス
G866型 プロ トン磁力計 を使 用 して観測 を行 った。
1996年9月22日 ～9月27日 の観測 では,　GPS装 置が衛 星 を捕捉 で きな くなる現 象が頻繁 に発生 した。　GPS装 置 が衛
星 を捕捉 で きな くなった時点 で,変 針点 や測線 の中間位置 で雪上車 を止めGPS装 置が衛 星 を再度捕捉 す るまで待 機 し
観測 を再開 した。 この現象 は,　GPSの 外 部 ア ンテ ナに問題が あった事が わか った。 これ以降の観測 は,外 部 ア ンテ ナ
を使用 せず,　GPS装 置 付属 ア ンテナを加工 し,装 置付属 ア ンテナ を直接外 に出す こ とに よ り,ほ ぼ常時衛 星 を捕捉で
きる ようになった。全観測 を通 じて,数 度急 にパ ソコンが立 ち上が らな くな るとい う現象が起 こったが,数 時間後 に
は復 旧 した。原 因は不明 である。3回 の観測旅行 お よび1回 の 日帰 り観測 によ り,南 緯68度45分 ～69度30分,東 経39
度30分 以東の南極 大陸 間の海氷域 で,緯 度方 向約lkm間 隔の東西測線 の全磁力 デー タを得 た。
・スパー カ音波探 査
1997年2月15日 ～2月16日 にか けて,ア ム ンゼ ン湾で スパー カ音波探査 を実施 した。 スパ ー カ音波探査 は,海 水 中
で高電圧 を流 しスパ ー クさせ る時 に生 じる音波 を利用 して,海 底地 質の調査 を行 うもの である。 スパ ー カ音波探査装
置 は,高 電圧 発生装 置(MODEL231,233-A,323A),スパ ー クア レー,ス トリーマー,信 号 処理 器お よび記録計
に よ り構成 され る。記 録は,LSR-1811に よる紙記 録お よびTEAC　 R410に よる ビデオテー プ記録 を行 った。
1997年2月15日12:00(UT)に「しらせ」 右舷 か らスパー クア レー,左 舷 よ りス トリーマー を投 入 し曳航 を行 っ
た。 そ の 後 第3観 測 室 まで の 配線 を終 了 し観 測 を開 始 した。 観 測 開 始 直 後 に約2分 間 連 続 ス パ ー ク した 後,
MODEL　 231の パ ワープ レー カーが 落 ちるこ とが わか り,　MODEL　 231内 の電 極 を変 え る等修復 を試み た。最 終的 に,
LSR-1811記 録計 のプ ログ ラムサ イ クル3か ら2に 変更す るこ とで,約20分 間連続 スパ ー クす るこ とを確認 し,プ ロ
グラムサ イ クル を2に 変更 し2月15日17:45(UT)にビデオ テープ による記録 を開始 し,観 測 を再 開 した。 しか し
なが ら,観 測 再 開か ら約1時 間後 にはLSR-1811記 録計 のプ ログラムサ イクル2で も,約2分 間連続 スパー ク した後,
MODEL　 231の パ ワー プ レーカーが落 ちる ようにな った。 時間的 な制約 もあ り,パ ワー プ レー カーが落 ちた ら即 座 に
入 れる ように して,そ の まま観測 を続行 した。また,ス トリーマー ケーブル に も無線 によるノイズが多 く混 入 し,ア ー
ス等 の対 策 を講 じたが,あ ま り有効 で な くその ま ま観測 を続行 した。2月15日20:06(UT)に,信 号 の ゲ インを上
げるため信号処理 器の ア ンプの設定 を変更 した ところ,信 号 が出力 されない よ うにな った。 ア ンプの ボー ドの抜 き差
し等 を行 い,再 度信 号処 理器 の電源 を入 れ た ところ,ノ イズが大 き くな ったが信 号の 出力が 得 られた ので,20:49
(UT)に 観測 を再 開 した。原 因 は不 明で あ るが,ア ンプの 一部 が損 傷 した可 能性 が 高 い。 そ の後観 測 を続 行 し,
1997年2月16日3:16(UT)に観測 を終 了 し,ス パ ー クア レーお よびス トリーマ ーを揚 収 した。
④ 極光 ・夜 光
情 報 処理棟 屋上 に従 来 よ り設置 され てい る極光 ・夜 光定常観 測全 天 カ メラ(シ ステム:㈱ ナ ック,対 物 レンズ:
Nikkor　 fish-eye　f=　6　mm,　 F=1.4)　 を用い て,オ ー ロラの全天像 をフ ィルム に記録 した。 フ ィルム は富士F-500(カ
ラー35mm,感 度ISO400,長 さ400ft)を 使 用 した。撮影 は,36次 隊同様5秒 露 出25秒 休止 の1分 間2コ マモ ー ドで実
施 した。 原則 と して月の有無 にかかわ らず 晴れた晩 は薄 明終 了1時 間 前か ら薄明開始1時 間後 まで観 測 した。 また,




島津製作所製フラックスゲー ト磁力計を用いて,地 磁気3成 分のチャー トによる連続記録およびパソコンによるデー
タ収集を行 った。　K-indexは 通常はパ ソコンのデータを利用 して作成 した。測機舎製磁力計 は今次隊では使用せず,
越冬終了後持ち帰った。パソコンのプログラムは2週 間に1回 の媒体交換の際,時 刻合わせの為停止する必要がある。
プログラムが停止 した日のデー タに関 しては自動作成が出来ないため,こ のような場合はチャー ト記録からスケール
を用いてK-indexを 作成 した。
・地磁気絶対値観測
地磁気変化計室に於いてGSI二 等磁気儀を用いて偏角Dと 伏角1を,携 帯型プロ トン磁力計を用いて全磁力Fを 計測




5年 計画の 「太陽エネルギー輸送 と変換過程に関する総合研究計画」の最終年 として36次 隊に引 き続 きオーロラ,
磁気圏ダイナミックス観測を主なテーマとして各種観測業務を行 った。以下にその概要を述べる。37次 隊では,38次
隊から第2HF短 波 レーダ観測を立ち上げるための準備として小屋の建設とケーブル敷設を夏作業で行った。また,
第1HF短 波 レーダ観測装置により電離層プラズマの ドリフ ト速度 を広範囲にわたって観測 した。 しか し,保 守 ・運
用に当た り多 くの問題点があ り,機 器の修理,ブ リザー ド後の点検,再 脱落ボル ト箇所にはダブルナットをして対応
したが,6月 中旬のブリザー ドによって14番 目のアンテナが倒壊,7月 下旬のブリザー ドで11番 目の タワーのブーム
が吹 き飛び,そ の他,越 冬終了までにはほとんどのアンテナにエ レメントが折れた り,屈 曲するなどの被害があった。
人工衛星観測は,第36次 隊に引き続 きEXOS-Dの 受信を行い,Sバ ン ドデータを取得 した。
超高層モニタリング関連では新モニ タリングシステムに移行するため旧システムと平行運転を行い,ト ラブルがな
いことを確認後,テ レメータ ・復調系については新 システムに移行 した。
オーロラ光学観測は,オ ーロラが視認できる全期間にわたって高感度テレビカメラおよびフォトメータにより動態,




「地殻動態の総合的監視 ・測量計画」に従い,昭 和基地での超伝導重力計 ・ラコステ重力計による重力連続観測お
よびGPS連 続観測を実施 した。超伝導重力計 ・ラコステ重力計による観測では,越 冬後半 にやや トラブルがあった も
のの,観 測 自体は順調に経過 し,多 数の大地震を含む連続データが得 られた。GPS連 続観測に関 しては,当 初の予定
であったワークステーションによる自動運用 システムが,ト ラブルにより36次持 ち帰 りとなったため,パ ソコンを使
い手動でデータ吸い上げを行った。これについてもわずかの欠測があったものの,ほ ぼ通年の連続データが得られた。
その他の観測 としては,1996年9～10月 に,パ ッダ島においてSTS-　 2型 広帯域地震計による野外地震観測 を実施
した。9月7日 に雪上車でパ ッダ島北東部露岩上 に上陸 し,翌8日 観測装置を設置 し,収 録 を開始 した。過充電防止
装置の不調により約9日 間のデータしか記録で きなかったが,マ グニチュー ド6.0の地震2つ を含む複数の地震波形
を収録することができた。
③ 気水圏系
南極大気化学観測計画では,36次 から引き継いだ大気微量成分濃度の連続観測,大 気サ ンプリングを継続 して実施
した。また,プ ロジェク ト研究として,大 気中のラドン濃度測定を昭和基地で初めて実施 した。地球観測衛星受信計
画では,南 極地域での雲,氷 床,海 氷の分布 と移動状態 を知る目的でMOS-lb,　 EERS-1,　 JERS-1,　 EERS-2
か らのデータ受信 を行った。
④ 生物 ・医学系
37次 隊生物 ・医学部門は,「 昭和基地周辺の環境モニタリング」 を越冬観測 として実施 した。 この研究は,南 極の
生態系に対する人間活動の影響や地球環境の長期的変動を監視することを目的 としてものである。アデリーペ ンギン
の個体数調査,昭 和基地周辺の土壌細菌類や 〔ヒ壌藻類の調査,ラ ングホブデ雪鳥沢のSSSI　(科学的特別関心地区)に
設定 してある蘇類,地 衣類,藻 類の永久コドラー ト調査などの例年行っている調査に加えて,37次 隊では航空機が常
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備 されていたため,コ ウテイペ ンギンとアザラシの航空センサスや空撮による湖底の植生把握のための予備調査が実
施 された。また,新 たにリュッォ ・ホルム湾東部の露岩域 に散在する湖沼の藻類マ ットの採集およびアデリーペンギ
ンルッカリーに堆積する糞内に生育する藻類の調査を行 った。 さらに,1996年1月 に旧第9発 電棟の解体作業中に飛
散したアスベス トの影響 を調査するための基礎試料 とすべ く,周 辺土壌の採取も行った。これは,生 物 ・医学部門と
して越冬観測の本来の目的に添 って行われたものである。
(6)-3.ド ームふ じ観 測拠点 にお ける観測
① 掘 削
37次 ドームふ じ越 冬 隊の重 要課題 は,「 氷床深 層掘 削観測5ケ 年計 画」(5年 計画 の5年 次)の 目標 であ る2,500m
深 まで の掘 削 で あ った。 しか し,36次 隊 よ り引 き継 い だ深 度 は612.02mで 目標深 度 を達成 す るに は,当 初 よ り全 員
(9名)協 力の もと平 日,土 曜 日2交 代16時 間,日 曜 日8時 間の掘削 が必 要で あった。
36次 隊 との引 き継 ぎは1月14日 か ら開始 した。17日 までに36次 隊 の掘 削 ノウハ ウの引 き継 ぎを行 い,18日 には36次
隊の方法 による掘 削 を実地 に行 った。19日 か らは,37次 隊持 ち込み改 良品 に よる掘 削実験 を36次 隊員 とともに繰 り返
し行 い,改 良点 がほぼ満足 で きるこ とを確認 した。22日 には,掘 削作 業の慣熟訓 練 を終 了 し引 き継 ぎを終 えた。2月
14日 か ら4日 間,本 格掘削 作業 を前 にチ ップ回収 作業 を行 った。全 員参加 に よる掘 削作業 に向 けて作 業手順 の練 り直
しを行 い,掘 削作 業マ ニュ アルを作 った。3月1日 よ りサポ ー ト隊員 に習熟訓練 を行 い,11日 か ら2交 代勤務 に よる
本掘削 を開始 した。
本掘 削 開始 当初は,動 力系 の駆動 トル クが小 さいために起 こる,切 削時 の電 流 オーバ ー を回避す るため,ウ インチ
操作盤 の ドリル昇降用 ステ ィックを,電 流計 を見 なが ら頻繁 に操作 し,ド リル を微速 降下 しなければ ならなか った。
また,チ ップ回収率が悪 か ったため,こ れ を改善 して,掘 削効率 を上げ るため,逆 止弁 並 びにフ ィル ターの改良 を重
ねた。1,700m付 近 か ら掘 削孔 が 曲が りは じめ たので,接 地圧 を小 さ く して,曲 が り矯正 を試み なが らの掘 削 が続 い
た。2,000mを 越 え るあた りか ら,液 封 液 の不足 に よる液面低 下で,掘 削孔 の収縮 ス ピー ドが速 まった。 このため 降
下時 に ドリルが 引 っか か る ところ を,リ ー ミングす る ように した。 リー ミングは,12月8日,2,503.41m(その後,
小 さな コアが とれ最終深 度 は2,503.52m)で の掘 削終 了 まで続 けた。12月9日 か らは掘 削孔維持 の ために,リ ー ミン
グ作業 を続 けた。 しか し,12月29日 に2,332.02m深 で,リ ー ミング作業 中 ドリルが引 っかか る トラブルが起 こ り,そ
の後の作業 は困難 とな った。このため,38次 旅行 隊が輸送 途中の液封 液 を至急運 び,1月6日 掘削孔 に注入 し,以 降,
収縮 した掘 削孔の拡 大 を見守 る こ とに した。
② 気 象
・地上気 象観測
年 間 を通 じて穏 やか な天候 であ り,気 温 は,極 夜 を迎 えた冬期 には南 極内 陸部特 有の鍋底 型 となった。風速 は,10
m/sを 越 す ことは稀 で,風 向は周期 的 に変動 した。 ブ リザ ー ドは,B級5回,C級6回 の計11回 であ った。
観測 は,気 象庁地上気 象観測指針 お よび世 界気象機 関の技 術基準 に従 い,統 計 につ いては気象庁気 象観測統計指 針
に従 った。観測結 果 は,週 毎 に国立 極地研究 所お よび気 象庁 に報告 した。
・高層 気象観測
ヴ ァイサ ラ社 製 レー ウ ィンゾ ンデ(オ メガゾ ンデ)を 飛揚 し,.ヒ 空10km前 後 までの気圧,気 温,湿 度 を観測 した。
レー ウ ィンゾ ンデ は気温,気 圧 お よび湿度 は,　UHF帯 を用 いて ゾ ンデか らデー タが送信 され,風 向風 速 は,オ メ
ガ局 を受 け双 曲線法 を用い るこ とによ りデー タを求 める ことが 出来 る。36次 隊お よびあすか観測拠 点同様,オ メガ局
を受 信す る ことが 出来 ず上空 の風 向風速 のデー タを全 く取れ なか った。
気球の充填 は,1996年2月 に建設 したス ノーモ ー ビル小屋 で行 い,こ こか らあ わせ て飛揚 を行 った。
・大気混濁度 観測
1995年11月 の晴 海港 出航 か ら1997年2月 のSl6到 着 までの期間 中,晴 天時 の正 午頃 に携帯 型サ ンフ ォ トメー タ　(MS
-120)を 用 い て368nm,500nm,675nm,778nmおよび862nmの5波 日射量 を観 測 した。 また,1995年12月,「 しら
せ」船上,1996年1月 お よび1997年1月 に ドーム観 測拠点 において,ラ ング レー方式 によるサ ンフ ォ トメー タの測器
定数の決定 を行 った。観測 は,概 ね順調 であ り,南 極全域 におい てオゾ ン全量が減 少 した際 には,低 い大 気混濁度 を
観測 してい る。
・地上 オ ゾン濃度観 測
紫外線 吸光法 によるDasibiオ ゾ ン計 を用 いて,地 表付近 のオ ゾ ン濃 度 の連 続観測 を1996年2月28日 か ら開始 した。
風向が絶 えず変動 す るこ と,ま た低 温であ るこ とな どか ら,そ の設置場 所の選定 は難 しかったが,影 響 が最 も少ない
一100一
と思われる,基 地の東側に設置 した。
試料大気は,屋 外 に設置 した空気採 り入れ口か らテフロンチューブにより,測 器に導入 した。観測は自動化 されて
お り,10秒 毎の設定で連続測定 を行った。測定データは,ペ ンレコーダー,各 種プリンターに出力され,パ ソコンの
FDに 随時保存 した。オゾン濃度計の絶対検定はあらか じめ国内で実施 し,帰 国後 に再度検定が行われる。10日 毎に
オゾンを全 く含 まない空気を分析 し,測 器のゼロ点の変動の補正 を行った。それ らの結果は,旬 毎 に国立極地研究所
に報告 した。
時折,空 気採 り入れ口に雪がつまったり,供 給電圧の変動 に伴いサ ンプリング流量が変動することがあったものの,
観測 自体 に支障 を来すことはな く,概 ね順調に経過 した。
・無人気象観測
36次 隊から引 き継いだ無人気象観測装置(牧 野応用測器研究所製)に より,毎 正時に気温 ・風速 ・風向をデータロ
ガーに記録 した。越冬中のメンテナンスは,コ ア現場処理作業や他の観測にかける労力を最大限にする現実的な都合
か ら実施 しなかった。このため,無 人気象装置のノーメンテナンスのデータをとり,こ れを基地定常気象観測データ
やウィスコンシン大学AWSの 観測データと比較 しうるようにするとい う方針 をとった。
・エアロゾル ・サンプリング
3種 類の方法でサンプリングを行った。いずれも,基 地か らの汚染を受けない東風の時に行った。各方法の概略は
以下のとお りである。ハイボリューム ・エア ・サンプリング:固 体微粒子のサ ンプリング用。月に1回,各2日 程度,
基地東50mの 所で実施 した。ポンプがカーボンブラシの接触不良で止まることが多かった。カーボンブラシの予備が
なく,越 冬後半のサンプリング時間は短 くなった。 フィルター ・カセ ット・サンプリング:エ アロゾルと酸 性ガスの
サ ンプリング用。月に1回,各2日 程度,基 地東50mの 所で実施 した。冬期は,シ リコンチューブが固化するため,
暖めて置いた装置 を屋外に出し使用 した。夏期は,装 置をサ ンプリング地点に設置 し使用 した。アンダーセン ・イン
パクター ・サ ンプリング:固 体微粒子の粒径別サ ンプリング用。10,12,1月 の3回 実施 した。ポンプの置場所の関
係か ら,サ ンプラーは医療棟脇の食料冷凍庫の屋根に設置 した。東風の時に行ったが,煙 突に近いため汚染空気を吸
い込んだことが上記3回 を除いて2回 あった。
・大気特定サ ンプリング
毎月2回,観 測棟からシリコンチューブを屋外に伸ばし,約2mの 高 さの空気をポンプを用いて吸引 した。この際,




掘削 した深層コアは,コ アを日本国内に持ち帰 ったのちに本格的な解析が開始 されるが,そ の前段階 として,「 現
場処理作業」を越冬中に基地において実施 した。具体的な現場処理の作業内容 としては,氷 床 ドーム計画研究プロジェ
ク トで決定 した方針に従い,掘 削後のコアを切断分割 ・梱包をすることと,ま た現地で実行可能な初期解析を実施す
ることであった。切断分割 としては,A,B,Cの3つ の試料片に切断分割を実施 しそれぞれを梱包 した。 これらの
大まかな試料用途は,Aコ アは基地での一時保存用(一 部に関しては本次隊で国内搬入),Bコ アは,国 内での物理系
研究 とガス分析研究を中心 とした分析用,Cコ アは化学 ・同位体分析 を中心 とした分析用である。解析 ・梱包作業の
具体 的な項 目は以下の とお り。1)バ ル ク密度測定,2)層 位構造観察 ・記録,3)固 体直流電気伝導度測定
(DC-ECM),4)固 体交流電気伝導度測定(AC-ECM),5)写 真撮影,6)コ ア切断 ・梱包
現場処理作業は,気 水圏担当の藤田を中心 として,越 冬メンバー6人 の協力 を受けて実施 された。作業場所は掘削
場 に隣接 した現場処理雪洞である(こ れは36次 体が作成 した もの)。作業は,越 冬開始後の2月 に開始 され,3月 ま
では試験的な解析を実施した。本格的な新規コア処理は,4月 以降,10月 末まで実施 した。以降のll,12,1月 には,
帰国輸送のための最終梱包作業 と,10月 末 までに得られた現場処理データの輸送開始前の点検作業を実施 した。
越冬期間中に現場処理を終了した最深深度は2,251mで あ り,こ の深度までのB,Cコ アを国内に輸送 した。また,A
コアについても約100m深 毎にそれぞれ4m区 間のコアを国内に輸送 した。これ以外のコアの輸送は38次 隊以降に実
施される。
・積雪量観測




36次 隊 よ り継続 し,連 続観 測 を実施 した。測 定深 度 は,1cm,10cm,20cm,1m,2m,5m,10mの8深 度 で
ある。温度 セ ンサ は白金抵 抗,デ ー タロガーには 白山工業 製LS3000Ptv型 を使用。 セ ンサ埋設 地点 には雪 尺 を設置 し,
雪面高 の変 化状 況 を月 に2回 記 録 した。雪 面高 は,36次 隊か ら測定 を引 き継 いだ2月 か ら38次 隊 に これ を引 き継 ぐま
での 間 に,約l!cm上 昇 した。 デ ー タ解析 の際 には,こ の雪面高 が非定 常で あ るこ とを考慮 す る必 要が あ る。36次 隊
で は,雪 面高 にあ わせ毎 日lcm深 のセ ンサ を埋 め直す とい う方式 を とったが,37次 隊 では無 人気象装 置の場合 と同
様の事情 か らこの方式 は とらなか った。温 度は小数点 以下第1位 まで を記録 した。
・積雪表 面密度観測
季節 観測(計3回)を 実 施 した。積雪表 面か ら20cmま での雪 を容量 一定 の円筒サ ンプラーでサ ンプ リング し,そ
の重量 を測定 した。 観測 目的は,雪 尺測定 値か ら得 られる現地 での積雪量 を水等量 に換 算で きる ようにす る ことで あ
る。測定 日は,3/15,5/27,9/1。
・凝結 ・昇 華量観測
季節 観測(計4回)を 実 施 した。方式 は,約125mm×60mm×10mmの板状 の氷 を,積 雪 表面 の上 に敷 い たテ フロ
ンシー ト(30cm×30cm)の 上 に3枚 設 置。1回 の観測 は7～13日 間の キ ャンペ ー ン期 間を設 け,そ の間,毎 日22:
00LT頃 に氷 の重量 を計 測 した。氷 の設置場 所 は,基 地 の東側 にあ る無 人気 象装置付 近。氷 の重量 は コア現場処 理用
雪洞 に設 置 した電子 天秤で測定 した。具体 的 な観測実 施期 間は以 下の とお り。5/13-26,8/21-30,9/23-30,11/2
-12。夏期 の デー タは35,36次 隊 によ り既 に得 られてい るため,冬 期 に重 点 をお いた。 また,こ れ を36次 隊の ように
越冬 中毎 日測定せ ず,キ ャンペー ン期 間 を設 けたのは,無 人気 象の場合 と同様 の理 由に よる。
・積雪 サ ンプ リング
ドームふ じで は,風 向が 一定せず基 地発電機 の排 ガスの汚染 を受 け,化 学的 に クリー ンな雪面 は存在 しない。従 っ
て,積 雪のサ ンプ リングは新 し くで きた ドリフ トか らのみ行 った。積雪 の ドリフ トは,月 に1～2回 程度 しか形成 さ
れ なか った。サ ンプ リングを 目的 別 にその概略 を示す。 化学分析 用(化 学主 成分,酸 素 同位 体組成,pH,電 気 伝導
度 な ど)に100ccポ リビ ンを5ケ,固 体微 粒子分 析用 に200ccガ ラ スビ ンを2ケ,環 境 放射能 分析用 に51ポ リビンを
1ケ,有 機 物分析 用 に10げ ラス ビンを1ケ サ ンプ リ ング した。サ ンプ リ ングに際 して は,使 い捨 て ポ リ手袋 を着用
し,汚 染 を防 いだ。
・氷床 ア イス レー ダー観測
氷床 レー ダ観測 は,氷 床深層 コア掘 削地点お よびその周辺 の基盤岩深度 の測定 と,氷 床氷体 内部構造 の解 明 を目的
として実施 された。実施 内容 は,観 測 時期 ・観測 地点 ・地域 に したが って以下の5つ に分類 で きる。
ドー ム基地 におけ る基 地定点観測(1996年7月 ～10月)
基 地周辺30km範 囲での移動観測
基 地南側150km測 線,東 側100km測 線 での測定
ドー ム基地 での再測定
Sl6ま での帰路 ルー ト測定 。
観測 は7月 以 降 に ドーム基地観測棟 におい て レー ダの調整作 業 を実施 し,　ll月 以 降2月 までの期間,レ ー ダを雪上
車 に搭 載 し移動観 測 を実施 した。 この うち,基 地観 測 にお いては,氷 床 深層 コア掘 削地点 での基盤岩深度 と氷体 内部
構造 に関 して極 めて質 の高 いデ ー タの取得が実現 した ほか,基 地近傍 であ る南極氷床 頂部地域 と帰路 ルー ト沿い で,
基盤岩 地形 と氷体 内部属構 造 に関 して大量の遠 隔探 査情報が得 られた。
レー ダシス テム は,2つ の シス テム を用 いた。一 つ は,27次 隊 と33次 隊 に よ り運用 されて きた もの と同様 の179
MHzレ ー ダ,も う一つ は本次 隊観測 のため に新 たに開発 された60MHzレ ー ダであ る。
なお,レ ー ダ観測 の実施 にあ たっては,基 地観測 の際 には レー ダを観測棟 に設置,ア ンテナは観 測棟北側約5mの
雪面上(氷 床深層 コア掘削孔 側)に 設置 した。 また,野 外観 測の際 には レー ダを雪 上車 に搭載 した。使用 した雪上車
は102号 車 と106号 車 であ る。既 存のSMIOO型 雪 上車の 中で は,こ の2台 の屋根 にのみ,ア イス レー ダア ンテ ナ トラス
が取 り付 け られ る。102号 車 には179MHzレ ー ダを搭載 し,ま た,106号 車 には60MHzレ ー ダを搭載 した。 ア イス レー
ダア ンテ ナ トラスは,雪 上車 による移動 観測 には極めて 良 く機 能 した。
(6)-4設 営(昭 和基地)
① 機 械
年間を通 して,発 電棟 システムをは じめとする基地諸設備の維持管理,装 輪車 ・総軌車 ・雪上車 ・権等の整備およ
び維持管理,さ らに観測部門により計画された内陸 ・沿岸調査旅行の支援作業を行 った。
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越冬中の設備工事で主なものとして,倉 庫棟設備工事,非 常発電棟設備工事を行 った。倉庫棟の設備工事に6月 ま
で掛かって しまったが,倉 庫棟が出来た事で移動 ラックによる物品管理が しやす くなったこと,念 願だった設営部門
専用の事務室が出来た事,冷 凍庫および冷蔵庫が出来た事で食料の管理および移動が容易になった。
諸設備の維持管理については,6月 に100kl水 槽補給水ラインのパ イプ接続部が多量の積雪により外れ,130kl水 槽
水が流出 し急激に水位が低下 したが,全 員作業にて早急に対処 し復旧した。また荒金ダムの取水ポ ンプのブレーカー
が トリップし,荒 金ダム循環 ラインが凍結 したが積雪が多かった為,雪 融けを待って復旧 した。造水については以上
の様な トラブルはあったが,年 間を通 して積雪が多く概ね順調に運用出来た。また,10月 には松の廊下にて積雪によ
る電源ケーブル焼損で小火が発生 したが幸い発見が早 く,大 事に至らずに済んだ。電力設備については,今 回夏オペ
にて第25次 隊設置以来初めて1号 機発電機の更新を行 った。年間を通 して3月1回,4月2回,5月1回 の全停が発
生 した。4月2回 の停電に関 しては,原 因不明だった。原因を究明するため様 々な調査 を行ったが原因を特定するま
でには至 らなかった。その後いろいろと停電対策を行いながら越冬後半か ら順調に運用する事が出来た。なお大型多
目的アンテナ運用時や液体ヘ リウム製造時には大電力を使用するため,節 電の徹底や発電機の並列運転にて対応 した。
運用に関 しては出来るだけ発電機の並列運転を抑 え,単 機運転で行った。
車両については,雪 上車SMIO6　 (新車),SM410(新 車),SM511(OH車)お よび装輪車ではカーゴクレーン車1
台が37次 で新たに加わ り,年 間を通 して有効 に運用出来た。また今回初めて搬入 した内陸用20t積 み大型機 を ドーム
基地補給旅行にて使用 したが,多 少の難点はあったが概ね有効に使用出来た。近年昭和基地では積雪が非常に多く,
また新 しく建て替 えている建築物に伴いブリザー ドによる ドリフ トのつきかたも変化 しつつある。今後 もドリフ トの
つ きかたに注意 を払 う必要がある。今回建てた倉庫棟の影響で,大 量の ドリフ トがついた為,除 雪作業には多大の時
間 と労力を費や した。またケーブルラックが完全に埋 まってしまうという新たな問題が生まれた。今後は効率的な除
雪対策およびケーブルラックへの対策が必要である。
② 通 信
越冬中は,全 般にわた り通信設備の故障もなく順調に運用することができた。37次 隊では航空機用VHF,　VHF方 向
探知機の遠隔制御化およびそのアンテナの既設アンテナタワーへの移設,イ ンマルサ ットB設備の設置,デ ジタル式
電話交換機の更新,5kW短 波送信機の更新等を行 った。
銚子無線廃局に伴い,ユ996年2月1日 より37次設置のインマルサ ットBシ ステムを使用 し,　NTT東 京電報サービス
センターとの電報の取 り扱いを開始 した。 ドームふ じ観測拠点との定時交信は短波とインマルサ ットを併用 し通信を
行った。また,航 空機お よび各旅行隊との交信 も概ね良好に行うことができた。
37次 隊で倉庫棟が完成 したことにより物品管理には倉庫棟を利用 し,通 信機整備保守には旧通信棟を利用 した。
③ 調 理
37次 隊2名 の調理隊員は両者共越冬経験者であったが,一 人は調理師になって日が浅いため,調 理内容などを検討




雪上車311の クラックへの片側転落時およびピラタス機の雪面接触事故の際 も負傷者は出なかった。 しか し夏作業期
間中の1996年1月 下旬に始まった旧第9発 電棟の解体工事は,当 初予定されていたアスベス ト飛散防止のための前処
理が出来ないままに開始 され,大 量のアスベス トの周辺地域への飛散 を招 き,ま た夏作業の間にこの作業に従事 した
37次 隊員と支援の海上自衛隊員の将来の健康に不安を残 した。さらに越冬隊員は,解 体作業が夏作業期間中に完全に
終了しなかったため残された旧第9発 電棟の一一部 を,管 理棟 と洗面所,便 所,風 呂のある新発電棟 との間の唯一の内
部通路 として利用せざるを得なかったため,全 越冬期間中ここに残 されたアスベス トに暴露 される事になった。
⑤ 航 空
37次 隊はセスナ式A185F型(JA3889)と ピラタス式PC6/B2-H4型(JA8228)の2機を昭和基地 に搬入 し,
1995年12月31日 の初飛行より1997年1月20日 の最終飛行までの間計245時 間10分 の飛行を実施 した。「しらせ」昭和基
地接岸後 より順次2機 を飛行甲板で組み立て海氷 ヒ駐機場への移動 を実施 した。1995年12月31日 より試験飛行 ・慣熟
飛行を開始 したが1996年1月11日 のピラタス機離着陸慣熟訓練飛行時に機首部底面および側面に座屈お よびクラック
が発生 し,修 理完了 まで飛行不能の事態 となった。修理 ・点検が完了 したピラタス機は5月17日 より戦列に復帰 し飛
行を再開した。この間セスナ機のみで観測飛行 を実施 した。暗夜期 に入るため5月26日 の飛行を以て冬明けまで運休
とし,飛 行機 を陸上駐機場へ移動 した。冬明け後飛行機 を海氷 ヒ駐機場へ移動 し8月14日 より飛行 を再開した。10月
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11日 にSl6付 近でピラタス機の雪面接触事故が発生 し,機 首部左側面および底面座屈等のため再度飛行不能の事態 と
なった。 ピラタス機は現地での修理は不可能 との判断か ら持ち帰 りが決定された。 これ以降セスナ1機 での運航体制
を新たに組み直 し安全を第一に飛行を継続 した。12月24日 より38次隊に対する訓練飛行お よび引き継 ぎ作業を開始 し
た。1997年1月20日 の飛行 をもって37次 隊の最終飛行 とした。翌1月21日 にセスナ機を38次 隊に引 き渡 し,37次 隊の
航空オペレーションは全て終了 した。
⑥ 環境保全
廃棄物の管理および処理は,越 冬隊内規 「廃棄物処理細則」に従って昭和基地内か ら排出される廃棄物の種類およ
び排出量を中心 とした管理を行った。基地内の廃棄物処理方法および設備 とも十分でないが,各 隊員の理解 と協力を
得ておおむね順調に行われた。
⑦ 装 備
年間を通 じ,各 種装備品の運用 と在庫管理を行った。また,倉 庫棟の完成に伴い,各 保管場所にあった装備品を倉
庫棟へ移動 した。越冬終了時点 も未整理部分が多 く,完 全な管理体制には至れなかったが,ほ とんどの装備品が一カ
所に集まった事で,以 前に比べ物品管理は行い易 くなった。使用状況に関 しては,旅 行用装備品と個人装備品の作業
用品の消耗が激 しい事,電 気製品の極度の乾燥状態 と使用頻度の高さからの故障,食 器用洗剤,ウ ール用洗剤の不足
などが 目立った。
⑧ 建 築
年間を通 しての主な作業は,基 地建物の点検 ・補修および建築機械 ・資材棟の管理であった。越冬交代後 も夏作業
の残工事があり夏隊建築3人 の ピックアップ(12日)ま でともに作業 を行った。ピックアップ後は倉庫棟の移動 ラッ
ク,通 路棟防火区画A1階 か ら新発電棟 までの防水工事に始まり,そ の後基地運営のための越冬準備 を機械部門を中
心に行 った。
越冬 中は各観測棟か らの製作 ・補修等の依頼を優先的に行った。作業ができなかったところは38次 隊に引き継いだ。
また,38次 建設予定地の除雪を担当 したため,除 雪のノウハウ,日 程表等 も一緒 に引 き継ぎをした。
(6)-5設 営(ド ームふ じ観測拠点)
① 機械 ・燃料
年間を通 しての主 な作業は,基 地諸設備および車輌の維持管理であった。基地設備の大部分は前次隊で完成 してお
り,不 良設備の改修工事や不足設備の増設を行った。
② 通 信
越冬中の通信設備は故障もなく順調 に経過 した。冬期間は,電 波伝搬の状態が良 くなく,短 波帯での昭和基地 との
定時交信は通信不能が多かったので,必 要に応 じてインマルサ ットで連絡を取った。
③ 建 築
越冬開始時に掘削場の改修工事ならびにスノーモービル ・燃料の格納庫を建設 した。本基地は築2年 目であったが,
ドームふ じの厳 しい自然環境による老朽化が既に進んでお り,年 間を通 じて補修工事を続けた。超低温下での工事は
厳 しく,電 動[具 は屋外では30分 で使用不能となるため,2組 を交互に使 うなどの工夫が必要であった。加えて低酸
素による疲労が激 しく,頻 繁に休憩 をとらざるを得なかった。 また,こ の休憩により,手 指の凍傷は発症 しなかった
が,作 業中視野 を確保するため顔面の凍傷は避け難かった。越冬終了時に除雪ならびにデポ物品の掘 り出 しを行った。
初期の予想 よりドリフトが多 く,体 力の低下が著 しい時期の肉体労働でもあ り,越 冬開始時のデポ方法を充分考慮す
る必要がある。
④ 装 備
装備品の取扱は,「装備部門の手引」(観 測協力室設営総括係編)に 従い,特 別な場合は現場での判断で処理 した。
越冬中の主な作業内容は,装 備品の維持,管 理,個 人装備の追加支給,旅 行用共同装備の貸出,補 修,個 人装備品の
アンケー ト(越 冬中の8月 お よび帰路船上での2回)実 施,調 達参考意見の作成,帰 路船上での貸与品回収などであっ
た。36次 隊か らの引継 ぎ物品および日本で調達 した物品で,概 ね問題は生 じなかったが,個 人装備品については改善
を強 く期待するものがあり,こ れらに対 して善処されるよう希望する。
⑤ 医 療
越冬 を通 じて特 に重篤な疾患は発生 しなかった。 しかし,高 所,超 低温,低 酸素,異 常乾燥,日 照時間の特異性な
ど,ド ームふ じ観測拠点(以 下 ドーム)の 厳 しい自然環境 に起因する障害 を認めた。主として多血症 ・高尿酸血症 ・
凍傷 ・創傷治癒の遅延 ・軽度の睡眠障害などである。酢酸ブチル(以 下ブチル)の ドリルサ イトにおける濃度は数々
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の工夫 によりほぼ100ppm以 下 とすることが可能 となり,問 題 となるような障害を生 じなかった。越冬隊員9名 全員
で,越 冬開始か ら年間を通 じて昼夜を問わず掘削に従事 したが,マ スクを使用 したのは2名 のみで,他 の者も含め呼
吸器症状 をはじめとする中毒症状は認めなかった。
⑥ 調 理
調達では36次 隊 と同様に 「越冬食料+予 備食3ケ 月分」として,冷 凍食品,缶 詰類,乾 燥品,紙 パ ック類を選び,
生鮮野菜,ビ ン詰類,ペ ットボ トル類は避けた。 また,野 菜は,冷 凍処理を した物を持 ち込み,フ ルーツ類は繊維の
しっかりした物を選び持ち込んだ。両者とも全 く問題な く使用できた。輸送過程では,厳 しい振動 と凍結による破損
が予想 された為,缶 類は木枠梱包とした。
⑦ 廃棄物
生活および観測活動によって生 じた廃棄物は,越 冬当初は前次隊と同様に分別 し,大 便,小 便,廃 油,缶,プ ラス
チ ック,ガ ラスは所定の場所にデポ し,可 燃物(厨 芥 も含む)は 風向が一定 しない等の ドーム特有の気象のため,観
測地域への汚染を考慮 し,雪 中に埋めて処理 した。 日本より指示が有った9月 以降は,大 便,小 便,廃 油,ア ル ミ,
ガラス,鉄,プ ラスチック,バ ッテリー,可 燃物(厨 芥も含む)に 分別 し,可 燃物(厨 芥も含む)は 雪中に埋め,他
は所定の場所にデポした。
(6)-6沿 岸調査
1996年 を通 じてリュッッォホルム湾東部の海氷はかな り安定 してお り,積 極的な野外調査が展開された。春に各部
門でのオペレーションがピークを迎えると,車 両や支援隊員の割 り振 りが困難になることが予想されたため,ミ ッド
ウィンター直後,各 部門の年内調査計画を提出 して もらうことにした。機械,調 理,装 備等の関連部門をまじえ日程
や割 り振 りの調整を行った上で月別の旅行計画一覧表を作成 し,掲 示によって隊員全員の理解 と協力を仰いだ。また,
長期の調査では途中で支援隊員が交代するなどの方法でできるだけ多数の隊員が参加で きる機会を作った。
調査 に用い られた車両は,SM254,SM255,SM311,SM407～410が中心であったが,機 械部門の配慮で,頻 繁 に
調査に出掛ける部門はある程度固定 された車両を使用することがで きたため,調 査用機材のセ ッティングや旅行中の
車両整備 をきわめて能率的に行 うことができた。 しか し,沿 岸旅行で多用される小型の雪上車にはGPS受 信機が登載
されているものは少なく,旅 行中の安全確保の面からも今後すべての車両に完備 されることを期待する。
また,通 信機に関 しては昭和基地周辺地域での行動中は,車 載型10WのVHFで おおむね通信が可能であった。 しか
し,ス カーレンやパ ッダ島などの比較的遠い地域あるいは車両か ら離れてハンディー無線機(l　 W　 VHF)の みを携
行 してのオペ レーションでは,昭 和基地と直接交信することは非常に困難であった。沿岸域での調査では山や氷山の
陰になることが多 く,緊 急の場合の通信手段の確保という点で若干の不安が感 じられた。今後,ラ ングホブデやスカ
ルブスネスなどの見通 しの良い場所に無線の中継拠点を設置するなどして,よ り安全な野外活動が展開出来るように
なることを期待する。
旅行中に使用する食料は,各 オペ レーションの担当者が事前に調理部門と相談 しながら準備 した。予備食料や車載
用非常装備は常 に携行 し,非 常事態に備えた。
(6)-7内 陸調査
野外行動の 目的は,氷 床深層コア掘削地点お よびその周辺の基盤岩深度の測定 と,氷 床氷体内部構造の解明を目的
として,氷 床 レーダ観測を実施することであった。活動地域は以下の4つ に分類できる。1)ド ーム基地を中心 とし
た30km範 囲への3回 の調査旅行,2)ド ーム基地 を起点 とし東方130km地 点までの旅行,3)ド ーム基地を起点 と
し南方150km地 点 までの旅行,4)ド ーム基地東方30km地 点 を経由したふ じ峠への旅行。基地を中心 とした野外活
動は,11月 以降1月 までの期間にのみ実施 した。 この期間に行った理由としては,10月 末まではコア掘削および現場
処理 を集中して実施する必要があったことと,雪 上車の運用に適 した外気温の時期を選ぶ必要があったことによる。
使用車輌は1～5回 目の調査では102号 車 と106号 車の2台 を使用 した。6回 目の調査では102号 車のみを使用 した。





























ノイマ イヤ ー基地 着
ノイマ イヤ ー基 地発
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ドイツ隊の活動範囲にある西 ドローニングモー ドランドの山地での地質調査及び ドイツ隊における科学研究,南 極
観測オペ レーションに関する現地調査
(6)調 査項目
① コッタス山地(ハ イムフロントフィェラ)の 地質調査と岩石試料採集
② ドイッ南極観測船ポーラーシュテルンにおける船上地学観測
③ ノイマイヤー基地での観測 と設営オペ レーション
④ ドイツ隊の輸送 システムと航空オペ レーション
(7)調 査の経緯及び取得 した情報
「観測船ポーラーシュテルン第14次 南極航海レグ3(プ ンタアレナスか らケープタウン)計 画」の船上地球物理観
測ではゴンドワナ分裂以降のウエッデル海の形成発達史にとって重要な,大 陸と海洋の境界地域や,従 来か ら知 られ
ている磁気異常地域などの反射法地震探査を行うとともに,海 洋地質調査では海底下の氷河地形を各種のソナーを用
いてマ ッピングした り,底 質コア試料採集や ドレッジなどを実施 した。 また,野 外調査計画は,「 ヨーロッパ連合に
よる南極の氷 コア採集計画　(EPICA)」　のための予備調査である。 日本の ドームふ じ計画のように,内 陸での深層掘
削をめざし,昨 シーズンか ら広域的な調査を展開 している。派遣者はこの調査隊に便乗 してコッタス山地の地質調査
を行った。 コッタス山地には他の ドローニングモー ドランドの露岩地域同様,先 カンブリア時代の高度変成岩が分布
している。変成作用の年代は約10億 年前で,同 様の時代の変成岩はゴン ドワナ大陸を復元すると,南 アフリカ共和国
の東部か ら南部にかけて分布するナタール帯 とつながる。この地域の地質学的特徴は先カンブリア時代の変成岩の上
に不整合を介 して古生代末期の地層がほぼ水平に堆積 していることである。 さらにこの地層 には中生代 ジュラ紀の玄
武岩が層状に貫入している様子がキャンプのすぐ裏の山頂 にはっきり観察できる。南極横断山脈を除 くと,東 南極で
こうした様子がはっきり見 られるのはここをおいて他にはない。:畳 紀初期の氷河性の基底礫岩,砂 岩中の植物化石
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を含め,約500kgの 岩石試料 を採集 した。
観測船 「ポーラーシュテルン」(17300排 水 トン)は1982年 に就航 した,南 北両極域の海洋観測と南極大陸への人員
物資の輸送 を兼ねた他 目的船である。船上での観測研究スペースを十分にとり,極 域の海洋における 「浮かぶ研究基
地と設営基地」 という構想 のもとに作 られたが,実 際の運用内容 をみるとどちらかといえば海洋観測のほうに主眼が
置かれている。多様な研究観測に対応するため,計 画に応 じて設備を変えた り,研 究室に改装 したコンテナを適宜に
甲板に配置 して効果的に使用 している。年間運行計画は非常に詰まってお り,今 年度の航海 日数は300日 あまりにの
ぼる。船の運行は民間会社に委託 してお り,乗 組員は43名 である。物資輸送には海上,陸 上を通 じて,国 際規格の コ
ンテナを積極的に使用 している。陸上輸送用の儀の大 きさもすべてこの規格に沿っている。そのため,荷 卸 しや荷揚
げは迅速である。
また,ド イツ隊は双発航空機 ドルニエ2機 を保有 している。今シーズンはEPICA計 画として,12月 中旬から約5週
間にわた りハ イムフロン ト山脈の北東部にあるコッタス山地に置いた航空拠点(74°12'S,9°45'W,標 高1430m)
から西 ドローニ ングモー ドランド全域に渡って航空観測,10mボ ーリングコア採集が行われた。 ノイマイヤー基地で
は,気 象観測,地 震観測,大 気化学観測が通年観測 として続けられている。氷床下にある基地での夏の主要な建築作
業は出入 り口や地上施設のかさ上げで,契 約会社から派遣 された5名 のチームが工事を行 った。
南極の環境保全への努力は ドイツ隊で も積極的になされている。船の廃棄物の処理は厳格で,ガ ラス破砕機や缶つ
ぶし機にかけた不燃ゴミは甲板最後部のコンテナに保管 され,可 燃物の一部は機関室にある焼却炉を利用する。 トイ
レ,残 飯 も船内の汚水処理槽で生物学的に処理する。基地や野外キャンプか らの廃棄物は,細 か く分類 し,す べて本
国に持 ち帰っている。基地では,今 季,汚 水処理施設が設置された。今シーズンの9人 の越冬隊員のうち,3名 が女
性である。昨シーズンの場合は9人 中,4人 が女性で,う ちひとりが リーダーの医師であった。男女の比率を同数に
することが ドイツの方針である。
ノイマイヤー基地への物資は基本的には 「ポーラーシュテルン」によって輸送 されるが,夏 期間を有効に利用する
ために一部の人員は 「ポーラーシュテルン」以外の船舶で輸送される。今シーズンの場合,ノ ルウェーのチャーター
船により2回 にわた り基地に到着 した隊員が,10名 あまりいた。また,英 国船 「ブランスフイール ド」では2名 の内
陸 トラバース関係者が便乗 してきた。いっぽう,「ポーラーシュテルン」には,ハ レー基地に赴 く英国の研究者が便
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② カスプ域 を含む高緯度における磁力計を用いた磁場変動の観 則
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③ カスプ域 を含 む高緯度 にお けるテ レビカメラ及 びフ ォ トメー タに よるオーロ ラの観測
④ カス プ域 を含 む高緯度 にお ける表層 オゾ ンの絶対濃度 測定
(6)内 容
平成8年12月9日,東 京 を発 ち,同 日深夜,オ ー ス トラ リアのパ ース に到着 し,パ ースに一泊 した後,12月10日,
フリーマ ン トル港 にて 中国観測船 「雪 龍」号 に乗 船 した。 中国観測船 「雪龍」号 は12月12日,同 港 を出港 し,平 成9
年1月1日,中 国中 山基 地沖 に到着 した。1月2日,「 雪龍」号 を下船 し,中 国南極 中山基地 入 りした,観 測機材 は
オース トラ リアの ヘ リ コプ ター で12月30日 に輸 送 され,ア ンテナ建設 予定 地 と新UAP棟(超 高 層物 理観 測棟)建 設
予定地 に分別 されて いた。中山基 地での作業 は,イ メー ジング リオ メー タ,お よび磁力計 の設置 と,平 成6年 度 に設
置 されたが,強 風 による旧UAP棟 の倒壊 のため,観 測 を中止 していた オーロ ラ全天 カメ ラ装置 とスキ ャ ンニ ングフ ォ
トメー タの再 設置,並 び に,や は り平成6年 度 に設 置 され たが,旧UAP棟 の倒壊 後,近 くの小 屋 で観測 が続 け られ
ていた オゾ ン濃 度計 の再調整 であ る。予定 されて いた全 ての作業 は2月17日 まで に終 了 し,以 後,テ ス ト観 測 を行 っ
た。2月20日,中 山基 地 を離 れ て中国観 測船 「雪 龍」号 に再 び乗船 した。 「雪龍」号 は翌2月21日,オ ー ス トラリア
のデー ビス基 地沖 に停 留 し,同 基地 を訪問す る機会 を得 た。同基地 では,オ ース トラリア科 学者 と研究討論 を行 った。






昭和 基地 は東南極 リュ ツ ォ ・ホ ルム湾東岸 の大 陸氷縁 か ら西に約4km離 れた東 オ ングル島 上にあ り,天 測 点は
69°00'22"S,39°35/24"Eで 標高 は29.18mで あ る。
(2)建 築物
建物50棟 の総床 面積 は約5555m2で 発電 棟2,作 業棟2,居 住棟3,観 測 ・研 究棟11,ロ ケ ッ ト関係棟4,多 目
的衛星 デー タ受信 システ ム,倉 庫2棟 が,東 オングル島の 岩盤 の上 に建 て られて いる。他 に,見 晴 ら し岩西側 に燃
料貯蔵 タンク,観 測棟 東側 と電離 棟周辺 には各種観測用 の ア ンテナ群及 びセ ンサ ー類 があ り,基 地北 側の ア ンテナ
島 に送信棟 及 び送信 ア ンテ ナ群 があ る。
(3)電 力
発電 棟 に300kVA(240kW)1基と200kVA2基 の発 電 機が 配備 され てい る。 通常 は300kVA発 電機1基 の運転 で
基地全体 の電力 を賄 っているが,300kVA発 電機 の点検時 には200kVAの2基 並列運転 も行 う。 また,非 常用 と して,
基地主 要部 か ら離 れた夏期隊員宿 舎の非常発 電棟 に200kVA発 電機2基 を設置 している。
(4)車 両,航 空機
夏期 の建 設作業 には,ク レー ン車,ダ ンプ トラ ック等 の装輪車が あ り,冬 期作 業用 と してブル ドーザー,パ ワー
シ ョベ ル,小 型雪一ヒ車,内 陸や沿岸域 などの野外 調査用 として大型雪 上車,中 型 雪上車,小 型雪上車,浮 上型雪上
車,ス ノーモ ー ビル等が配 置 されてい る。 また,小 型航 空機(ピ ラ タスポ ー ターPC-6,セ スナ185)を 運用 して
いる。
(5)通 信
昭和 基地基 地 と国内 との通信連絡 は,イ ンマルサ ッ ト衛星 を利用 して行 われ てお り,電 話,フ ァ ックス,テ レッ
クス な どが利用 で きる。 また,極 地研 究所 との 間では,こ の衛星 を利 用 した静 止画像伝 送(SSTV)の 運用 も行 わ
れて いる。電報 は,昭 和基 地 とNTT東 京電報 サ ー ビスセ ン ター 間 をイ ンマ ルサ ッ トの フ ァ ックス通信 で結 び,送
受信 され る。短波通信 は,内 陸基 地や旅行隊 との連絡 に用 い られているが,共 同FAXニ ュースの受信 も行 われ る。
また,1997年2月 か らは電子 メー ルが利 用で きる ようになった。
(6)医 療
毎年1～2名 の医療隊員が 派遣 され てお り,医 療 器具 も大型 レン トゲ ン装 置か ら歯科 治療台 まで一応の ものは備















































































建設年(隊 次) 構 造
床面積m2 現 在 の 用 途;




旧 医 務 棟 ユ960(4)
23
木製パネル(断 面図は旧電離棟 と同 じ)
35次 で食糧冷凍庫に改造
旧 通 信 棟 1966(7)
46
木製パ ネル(断 面図は旧電離棟 と同 じ)
倉庫
旧 電 離 棟 1966(7)40
木製パネル
電離層観測,倉 庫








旧 余 熱 室 1966(7)
13
軽量鉄骨,木 製パネル
旧 送 信 棟 1966(7)
29
軽 量鉄 骨,木 製パ ネル,12次 で14.5m2を 増 設




旧 食 堂 棟 1967(8)
96
木製 パ ネル
夏期:隊 員宿舎,冬 期:ト レーニ ング ジム




管 制 棟 1967(8)28
高床,ア ル ミパネル
夏期:し らせ電信室










レー ダ ー テ レメ ー ター 室 '96989°)匿 縛 二季彗tメ ーター
コ ン ト ロ ー ル セ ン タ ー 1969(10)1高 床,鉄 骨,木 製パ ネル,12次 で移設
221夏 期:し らせ ヘ リコプ ター管制
組 立 調 整 室 1969(10)
86
高床,鉄 骨,木 製パ ネル
ロケ ッ ト組立 ,ク レー ン,ラ ンチ ャー
発 射 台 1970(11)135
高床,鉄 骨,タ ー ンテーブル,上 屋 な し
ロケ ッ ト発射








地 震 感 震 器 室 1970(11)27
軽量鉄骨,折 板,半 地下
地震計感震部




推 薬 庫 1972(13)67
高床,木 製 パ ネル
{ ロケ ッ ト格納 庫





気 象 棟 前 室 1973(14)}高 床,軽 量鉄骨,木 製 パ ネル271気 象用倉庫
一111一
建 物 名
建設年(隊 次) 構 造
床面積m2 現 在 の 用 途








ロ ケ ッ ト暖 房 機 室 1976(17)5
高床,木 製パネル
ロケ ット保温槽用暖房機
電 離 層 棟 1977(18)101
高床,木 製パネル
電離層観測,大 小便所
地 学 棟 1977(18)101
高床,木 製パネル
地学,雪 氷,地 震観測
水 素 ガ ス発 生 機 室 1978(19)8
高床,木 製パネル
気象倉庫





48ベ ッ ト,60名 食堂,風 呂,便 所









鉄骨2階,鋼 板 パ ネル,木 製パ ネル
300KVA発 電機1基,200KVA発 電機2基,冷 凍 ・冷 蔵食糧庫,暗 室,
風 呂,便 所,洗 面,理 髪室










衛 星 受 信 棟 1988(29)117
高床,木 製パネル
衛星受信設備













1階 鉄骨,2・3階 集 成材,鋼 板 ・木製パ ネル
隊長室,厨 房,食 堂,医 務室,体 育娯 楽室,図 書室,通 信 室,倉 庫





























冷凍庫,冷 蔵庫,設 営倉庫,設 営事務室
地 震 計 室 1996(37)42
木製パネル
地震観測
















昭和 基地 の南東 約270kmの 内陸氷 床上(70°41'53"S,44°19/54"E,標高 約2,200m)に あ る この 基地 は第11次(昭
和45年)に コル ゲー ト棟 を設置 したの を始め として年 々拡 充 され たが,27次 隊 で閉鎖 され,28次 隊か らは無人観測点
と して機能 してい る。 毎年,昭 和基 地か ら数 回保 守 に出かけてい る。
(1)建 設 物
雪面下 にコルゲー ト棟,観 測棟,居 住棟,ポ ー レックス棟,超 高層 観測室,医 療棟 の計6棟,延 床面 積106m2の 建
物 の他,ト レンチ を利 用 した発電機 室,ボ ー リング場,雪 洞 による実験 室があ る。 また地上 には,通 信 用ア ンテナ,
30mの 気 象 タワーな どが設置 されて いる。
(2)電 力 等
16kVA(12.8kW)と12kVA(9.6kW)発電機 を有 し,居 住棟 と観測棟 の 暖房 と風 呂は発電 機エ ンジ ンの冷 却水熱
を利 用 して行 え るよ うにな ってお り,他 の建物 の暖房 は電 力 によるパ ネル ヒー ターが使用で きる。
みずほ基地平面図















あすか観 測拠点 は,ブ ライ ド湾 か ら約140kmほ ど内陸 に入った氷床上 の基地で,第26次 観測 隊か ら建設 が始 ま り,
第28次 隊 で越冬 が開始 されたが,1991年12月 に越 冬観測が 中断 され,現 在は無 人で気 象観測装 置や実験用 の風力発電
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○建 設 物






建設年(隊 次) 構 造
床面積m2 現 在 の 用 途




1984(26) 鋼板塩 ビ加工パ ネル
[14.61986年(27次)で 移設。倉庫
主 屋 棟
1984(26)木 製 パ ネ ル1




95.0!発 電機室 ・風 呂 ・便所
観 測 棟
1986(28) 木製パネル
105.0 観 測室 ・医務 室 ・寝室
通 路
1986(28)鉄 パ イプラチス ・木製 パ ネル,一 部分不燃 パ ネル
93.1 倉庫兼用
○電 力
常用電源 として30kVA(24kW)発 電機2機 が発電棟に設置されている。




昭和 基地 の約1,000km南 の氷床 上の頂部 に位置 す る観測拠 点で,氷 床 ボ ー リングの ため に1995年2月 よ り越冬 を
開始 した。位置 は,77°19'01"S,39°42/12"Eで,標高は3810mで ある。
(2)建 設 物
建物9棟 の総床 面積 は298m2で,発 電棟 ・食堂棟 ・居 住棟 ・観測棟 な どの地上施設 の他,雪 面 下 の ドリル作業 室
と掘 削制御室 か らなる。避難施設 を除 く地上 建物 は通路 でつ なが れ食糧保存庫 等 に使用 してい る。
ドームふ じ観測拠点建物一覧
建 物 名 建設年(隊 次) 床面積(m2) 構 造
発 電 棟 1995(35) 44.6 冷凍庫パネル改造
食 堂 棟 1994(34) 36.5 冷凍庫パネル改造
居 住 棟 1995(35) 36.5 冷凍庫パネル改造
観 測 棟 1995(35) 36.5 冷凍庫パネル改造
医療 居 住棟 1995(35) 36.5 冷凍庫パネル改造
避 難 施 設 1994(34) 45.9 パ イプ トラス,断 熱帆布
ドリル作業室 1995(35) 32.4 冷凍庫パネル改造
掘 削 制御 室 1995(35) 9.7 木軸,断 熱鋼板パネル
通 路 物 品庫 1995(35) 107.8 冷凍庫パネル改造




常用電源として28kVA(22.5kW)2基 が発電棟に設置 されている。 このほかに ドリル作業室に掘削用 として28
kVA発 電機1基 がある。生活用発電機は,常 時1基 で運転 しているが,掘 削用は必要な時に運転する。生活区画の
暖房はエ ンジンの余熱 とボイラーで行い,造 水は雪ブロックを融かして行 う。
(4)車 両
物資の補給はすべて昭和基地からブル ドーザ,大 型および中型雪上車を使って行 う。現地にはこれらの車両 とク
レーン車,小 型パワーショベルなどがある。
(5)通 信
日本 との連絡は,イ ンマルサ ット衛星通信で行い,電 話,フ ァックス,テ レックス,カ ラー静止画伝送(SSTV)
が利用できるが,不 通になる時間帯がある。昭和基地との定時連絡は,短 波通信で行 っている。電報の送受はすべ
て昭和基地を経由して行 う。
(6)医 療
毎年1名 の医療隊員が滞在 し,健 康管理 と治療業務 を行 う。医療器具は小型X線 装置やポータブル超音波診断装
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平成8年 度の南極地域観測 に係る資料整理は,以 下の資料等について実施された。
これらの資料整理は順調に進み,研 究発表は,学 会等における口頭発表の他Memoirs,　 南極資料,　JARE　 Data　Re-
ports及 び関係学会誌において行われている。
(1)昭 和 基地観測 デー タ ・採 集資料
観測項目 測点数又はデータ内容
1記 録 期 間
記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
気象定常 宮 本 仁 美
地上気象観測 現 地気 圧,海 面気 圧,1996.2.1～ 観 測 野 帳,日 表,月 表,自 己 記 録 紙,3.5 1年 分 気象庁
気 温,露 点 温 度,蒸 気1997.1.31 イ ンチFD
圧,風 向 風 速,日 射 時1
間,全 天 日射 量,雲,
指定,天 気
高層気象観測 高 度 約30kmま で の 気1996.2.1～ 観測 記 録,3.5イ ンチFI),指 定 気 圧 面資 料,1年 分
圧,気 温,風 向,風 速, 1997.1.31観測原簿
一40度 まで の湿 度
特殊ゾンデ観測 オゾン分圧の垂直分布 1996.2.1～ 観測 記 録,3.5イ ンチFD 54回 分
1997.1.31
上向き,下 向き放射量 1996.5～ 観 測 記 録,3.6イ ンチFD 15回 分
の垂直分布 1997.9
オゾン観測 オゾン全量 1996.02一 観 測 記 録,3.5イ ンチFr) 251日 分
ロング反転 1997.01
シ ョー ト反転 40回 分
21回 分
地1二 日照 ・放 射 観 大気混濁度 ・直達日射 1996.2.1一 観 測 記 録,3.5イ ンチFD 1年 分
測 量 1997.1.31
全天日射量 ・散乱日射 1996.2.1～ 観 測 記録,3.5イ ンチFD 1年 分
量 ・紫外 域 日射 量 ・波 1997.1.31
長別紫外域日射量 (ただし極夜期
間 は 除 く)
下 向 き放 身糧:・ 長波 長 1996.2.1～ 観 測 記録,3.5イ ンチFD 1年 分
放射量 1997.1.31
その他の観測 s16気 温,風 向 風 速1996.2.1～ 観測記録 1年 分
(ロ ボ ッ ト気 象 計) 1997.1.31
海氷 上の積雪量 1996.2～ 観 測記 録,3.5イ ンチFD 1年 分
1997.1
陸上の積雪量 1996.8～ 観 測 記録,3.5イ ンチFD 6ケ 月分
1997.1
電離層定常 弓 指 勇一
電離層垂直観測 イ オ ノ グ ラ ム ↓1996.2.5～| 35nmフ ィルム 54巻 通信総合研究所
; 1997.2.14
:




観測項目 デー タ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
リ オ メ ー タ ー 雑音温度 1996.2.1～
1997.1.31
レ クチ ホ リ38cm 3巻 通信総合研究所
短波電界強度測定 受信電界強度 1996,2.1～
1997.1.31
レ クチ ホ リ20cm 3巻









レクチ ホ リ38cm 3巻
1996.2.1～
1997.1.31


































光 デ ィス クIGB 4枚
地球物理 ・定常 野 木 義 史 ・根 岸 弘 明
地震定常観測 HES地 震 計 ア ナ ロ グモ
ニ タ ー記 録
1996.1.1～
1996.12.31
感熱記録紙NEC三 栄8D23H 24冊 国立極地研究所
PELS地 震 計 ア ナ ロ グ







STS地 震計 STs地 震 計BRB出 力 ア













STS地 震 計LP出 力 ア ナ
ロ グモ ニ ター記 録(U
/D成 分 の み)
1996.1.17～
1997.1.10
ヒ記PELS地 震計 チ ャー トに記 録
一120一
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関




カ セ ッ トMT　 (CT-600)　 TEAC　 DS-80 9巻 国立極地研究所
STS地 震 計POS出 力 ア
ナ ロ グモ ニ ター記 録
1996.2.1～
1997.1.31












上 記 カ セ ッ トCT-600に 記 録










メ モ リ ー パ ッ ク明 星 電 気 デ ジ タ ル復 調 来
WP-841
8個
3.5イ ン チFD　 (Disk　 BASIC) 4枚
極光 ・夜光定常 坂野井 健
フ ィル ム式全 天 カ




ISO400,400ftフ ィ ル ム 23巻 国立極地研究所










K-index読 み と り原 簿 1冊
宙空系 坂野共 催
オーロラ光学観測 SIT-TV観 測 1996.3～
1996.10
S-VHSビ デ オテ ー プ 380本 国立極地研究所
OVD 4枚





フ ァブ リ ・ペ ロ ー
ドップ ラー ・イメ
ー ジ ン グ シス テ ム
観測




5イ ンチMO 9枚 東北大学












観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
超高層モニタリン
グ観測
衛 星 リ ン クデー タ 1996.2.1～
1997.1.31
5イ ンチFD 53枚 国立極地研究所
YEW　 HR2400チ ャ ー ト 12巻
VLF広 帯域記録 19962.1～
1997.1.31
8mmビ デ オ 70巻
イメ ー ジ ン グリ オ
メー タ
2次 元CNAデ ー タ 1996.2.1～
1997.1.31
5イ ンチMO 12枚
HFレ ー ダ ー raw,　 fit,　logデ ー タ 1996.2.1～
1997.1.31
5イ ンチMO 15枚
宙空系 川 名 幸 仁
テ レ メ トリー に よ
る人工 衛 星 受 信

































チ ャー ト紙RIKADENKI　 6ペ ン式2cm/h 12冊
現 地 気 圧 ・室 温 アナ ロ
グ モニ ター 記録
1996.1.30～
1997.1.27





























ヒ記 超 伝 導重 力 計 用 カセ ッ ト(CT-300)に
記 録
GPS連 続観測 TurboRoglleに よ るGPS
衛 星 デ ー タ30秒 サ ン プ
リ ン グConarl　 Binary
1996.2.ユ ～
1997.1.17




[データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
野外地震観測 STS-　 2型 地 震 計 に よ
il996・9・8一
る10Hzサ ン プ リ ン グ1996.9.16
3成 分 連 続 記 録(パ ッ1
タ 島)
3.5イ ン チMO 1枚 京都大学防災研
究所
STS-　2型 地 震 計 に よ
る10Hzサ ン プ リ ン グ




3.5イ ン チMO ユ枚
気水圏系 宇 井 啓 高
大気中の二酸化炭
素濃度
濃 度 観 測値1996.2.1～ 3.5イ ン チFD 24枚 東北大学理学部
1997.1.31






3.5イ ンチFD 24枚 国立極地研究所
・東北大学理学
部プ リ ン タ出 力 12冊
成層圏二酸化窒素
・オゾン濃度
ス ペ ク トル値 1996.2.1～
1997.1.31




3.5イ ン チFD 24枚 国立極地研究所
・東北大学理学
部
ペ ン レ コ ー ダ ー チ ャ ー ト 12冊

































バ イア ル 78本
化学 分 析 用 エ ア ロ ゾル
・パ ーテ ィ クル
1996.2.1～
1997.1.31





550m1ガ ラ ス フラ ス コ 48本
－
NOAA　 (USA)
500111Zガ ラ ス フ ラ ス コ 48本
5001n1ガ ラ ス フ ラ ス コ 48本 URI　 (USA)
ステ ン レス フ ラ スコ 10本 東京大学理学部
|
._L. 10nl1ア ル ミボ ンベ 7本 国立極地研究所
大気試料(航 空機観測) 1996.2.1～
1997.ユ.31
550m1ガ ラス フ ラ ス コ 36本 東北大学理学部
一123一
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関











8mmテ ー プ(120分) 7本 仙台電波工業専
門学校
8mmテ ー プ(60分) 1本
3.5イ ン チFD 4枚
地球観測衛星受信
計画





















(2)ド ームふ じ観 測拠点観測 デー タ ・採 集資料
観測項目 データ内容{記 録期間
i記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
|




現 地 気圧'気 温'風 向l!996・ °L23～












3.5イ ン チFD 36枚
3.5イ ン チMO 2枚
高層気象観測 高 度 約10kmま で の 気
圧 ・高度 ・気 温 ・湿 度
1996.1.14～
1997.1.24
3.5イ ン チFD 5枚
3.5イ ン チMO 2枚
地上オゾン濃度 濃 度 デ ー タ 1996.2.28～
1997.1.20
3.5イ ン チFD 12枚
3.5イ ン チMO 2枚
ペ ン レ コ ー ダ ー チ ャ ー ト 12冊







3.5イ ン チFI) 2枚
3.5イ ン チMO 2枚







気水圏系 藤 井 理 行
氷床深層掘削 各RUNデ ー タ 1996.1～
1997.1
3.5イ ン チFD 1枚 国樋 地研究嗣
各RUNデ ー タ 1996.1～
1997.1
3.5イ ンチ1MO 5枚










雪h997.1 サ ンプ ル ビ ン 700本
積 雪 ブ ロ ッ ク 1997.1 段 ボ ー ル 25箱
ブ イル ンエ ア採 集 フ ィル ンエ ア 1996.12 サンプル容器 20個 東北大学




サ ンプ ル ビ ン 100本 国立極地研究所
ドー ムFド リ フ ト1996.1～
1997.1









観測項目 デー タ内容 記録期間 言己釜最女某イ本 ・言己釜乗イ士奉蓑 ・言己釜乗器 数量 保管機関
積雪採取 ル ー トドリ フ ト 1995.12～
1996.2
サ ンプル ビ ン 10本 北海道大学低温
科学研究所
エアロゾル観測 ハ イボ リュー ム 1996.2～
1997.1
フ ィル ター カセ ッ トカー トリッ ジ 15個 国立極地研究所
フ ィル ター カセ ッ ト 1996.2～
1997.2
カー トリッ ジ 15個
ア ン ダー セ ン 1996.10～
1997.1




水 道 水 フ ィル タ ー 1996.2～
1996.12
ブ イル ター 25個
深層コア火山灰撮
影
コアの火山灰接写写真 1996.12 35mmフ ィル ム 6本
気水圏系 藤 田 秀 二
夏期 ドーム旅行沿
い雪氷観測






































全 コ ア(100%)掘 削mnNO1267




全 コ ア(100%)掘 削rl111NO1388







































































ドー ム10積 雪 温 度 分 布














ドー ム凝 結 ・昇 華量 観



















医学 米 山 重 人
ヒトの生体リズム
に関する研究
血液サンプル 越冬中6回 5mZ試 験 官 1600本北海道大学第一
生理







総合研究大学院大学は,我 が国初のいわゆる独立大学院(学 校教育法第68条 の規定に基づ き学部 を持たず大学院だ
けを置 く大学)と して,昭 和63年10月 に設置された国立大学である。
全国の大学研究者の共同研究推進について,中 心的役割をはた している大学共同利用機関のうち11研 究機関(高 エ
ネルギー物理学研究所,国 立極地研究所,国 立遺伝学研究所,統 計数理研究所,国 際日本文化研究セ ンター,国 立天
文台,核 融合科学研究所,岡 崎国立共同研究機構(分 子科学研究所,基 礎生物学研究所,生 理学研究所)及 び国立民
族学博物館)と の緊密 な連係 ・協力の下に,そ れらの優れた人材と研究環境を基盤 として博士後期課程の教育研究を
行 うことを特色 としている。 こうした特色を生かして教育研究活動を活発 に進め,新 しい学問分野を開拓するととも
に,そ れぞれの専門分野において学術研究の新 しい流れに先導的に対応することのできる優れた研究者 を養成するこ
とを目的としている。
2.総 合研究大学院大学への参画
国立極地研究所は,平 成5年 度から総合研究大学院大学に参画 し,そ の基盤機関 として同大学数物科学研究科に設
置 された極域科学専攻(博 士後期課程3年)の 教育研究指導を行 うこととなった。平成8年 度は,15名 の学生が在籍
し,2名 の学生が学位 を取得 した。
1)極 域科学専攻の概要
南北両極域の自然は,電 磁圏,大 気圏,水 圏及び陸圏を通 して相互に関連 し,そ れ自体が…つの大きな自然系を構
成 している。極域科学は,こ の自然系に係 る幅広い研究分野の基礎の上に立ち,地 球の自然を支配する物理的 ・化学
的 ・生物的諸過程 とその相互作用を地球規模のシステム科学 として究明す ることを目的としている。本専攻 において
は,南 北両極域の 自然現象を中心に全地球的環境をも視野に入れた教育 ・研究を行い,高 度の研究能力を具備 し,か
つ,幅 広い地球科学研究に従事で きる優れた研究者 を養成する。
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2)数 物科学研究科極域科学専攻学生一覧






極 域 大 気 圏 (平成8年9月 修了)
木 部 剛1極 域 陸 圏
|
(平成8年9月 修了)
市 川 収1極 域 陸 圏
三 枝 茂 極 域 陸 圏
2年 次
車 田 章 極 域 電 磁 圏
武 田 肇 極 域 陸 圏
田 中 秀 二 極 域 水 圏
藤 田 裕 一 極 域 電 磁 圏
的 場 澄 人 極 域 水 圏
1年 次
一 谷 修 也 極 域 水 圏
海老原 祐 輔 極 域 電 磁 圏
大 谷 誠 司 極 域 水 圏
鈴 木 里 子 極 域 陸 圏
高 田 守 昌 極 域 陸 圏
外 田 智 千 極 域 水 圏 i
3)学 位取得者一覧
氏 名 論 文 題 目 学 位 1取得年月 日
岡 田 格 南半球海氷域における大気の熱収支の季節変動 博士(理 学) 平成8年9月30日
木 部 剛 富 士 山高 山帯 に出現 す る コ タヌ キ ラ ン(Carexdoenitzii)個
体群 の種子繁 殖過程の研究




大学共同利用機関は,国 立学校設置法第9条 の2第2項 の規定に基づ き,大 学の要請に応 じて大学院の教育に協力
できることになっている。国立極地研究所では,昭 和56年 度か ら極地科学及びこれに関連する分野の大学院学生(特
別研究学生)を 毎年受け入れ,必 要な研究指導を行 っている。平成8年 度は,26名 を特別研究学生として受け入れた。
特別研究学生一覧
研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
岡 林 昌 宏 東北大学大学院理学研究科
極 域 超 高 層 物 理 学
久保田 実 東北大学大学院理学研究科
橋 本 久美子 九州大学大学院理学研究科
山 田 顕 宏 立教大学大学院理学研究科
市 川 正 裕 東海大学大学院工学研究科
気 象 ・雪 氷 学
竹 谷 敏 北海道大学大学院地球環境科学研究科
極 地 雪 氷 学内 藤 望 名古屋大学大学院理学研究科
河 野 美 香 岡山大学大学院自然科学研究科
佐 伯 田 鶴 東北大学大学院理学研究科
極 地 気 象 学
吉 村 悟 東北大学大学院理学研究科
地 学
三 好 壮一郎 千葉大学大学院自然科学研究科
極 地 地 形 学 ・地 質 学
斉 藤 紀 子 横浜国立大学大学院教育学研究科
白 坂 瑞 樹 横浜国立大学大学院教育学研究科
大 石 祥 之 岡山大学大学院自然科学研究科
濱 本 拓 志 岡山大学大学院自然科学研究科
井 川 崇 千葉大学大学院自然科学研究科 南 極 固 体 地 球 物 理 学
池 上 恵 子 東京大学大学院理学系研究科
南極 阻 石 の 岩 石 ・鉱 物 学
福 原 哲 哉 信州大学大学院理学研究科
生 物 学
新 妻 靖 章 北海道大学大学院農学研究科
極 域 海 洋 生 態 学
小 針 統 北海道大学大学院水産学研究科
中 村 耕 司 北海道大学大学院水産学研究科
山 口 篤 北海道大学大学院水産学研究科
韓 東 勲 東京大学大学院理学系研究科
南 川 真 吾 京都大学大学院理学研究科
中新田 育 子 東京大学大学院理学系研究科
極 域 陸 上 生 態 学
吉 村 義 隆 東京工業大学大学院生命理工学研究科
一130一




当図書室は,極 地関係の文献センター として,南 極 ・北極に関する文献の収集に力をそそいでいる。また,研 究 ・
教育機関の図書室 として,極 地に関する自然科学全般,た とえば超高層物理,気 象,地 球物理,雪 氷,地 学,海 洋,
生物,医 学,寒 地設営工学,陽 石,情 報科学などの分野に関する文献 ・資料の収集,整 理,充 実にもつとめている。
昭和基地の図書 についても,図 書室で収集,管 理 をしている。過去5年 間の年度別蔵書数及び増加冊数を2)に,年
度別所蔵雑誌 タイ トル数 を3)に 示す。






平成4年 度 平成5年 度 平成6年 度 平成7年 度 平成8年 度
和 書 4,829 5,339 5,474 5,605 5,739
(153) (510) (135) (131) (134)
洋 書 10,563 11,266 11,604 11,879 12,173
単 行 本 (301) (703) (338) (275) (294)
計
15,392 16,605 17,078 17,484 17,912
(454) (1,213) (473) (406) (428)
和 書 1,475 1,480 1,489 1,495 1,508
(18) (5) (9) (6) (13)
洋 書1,220 1,230 1,250 1,263 1,290
小 冊 子
(12) (10) (20) (13) (27)
計
2,695 2,710 2,739 2,758 2,798
(30) (15) (29) (19) (40)
和 雑 誌 1,681 1,743 1,827 1,962 2,033
(71) (62) (84) (135) (71)
製本 雑 誌











15,746 16,421 17,071 17,804 18,436
(798) (675) (650) (733) (632)
合 計
33,833 35,736 36,888 38,046 39,146
(1,282)(1,903)(1,152) (1,158)(1,100)
3)年 度別所蔵雑誌 タイ トル数
区 分 平成4年 度
1

















当 研 究 所 の 研 究 成 果 刊 行 物 に は,南 極 資 料(年3回),　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Series　 A,
B,　C,　D,　E,　F,　G,　Special　 Issue　 (不 定 期),　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 (UPPer　 AtmosPhere　 Physics,　 Polar
Meteorology　 and　 Glaciology,　 Antarctic　 Geosciences,　 Antarctic　 Meteorites,　 Polar　 Biologyの5シ リ ー ズ を 各 年1回),
JARE　 Data　 Reports(不 定 期,10カ テ ゴ リ ー の う ち 年 約10回),　 NIPR　 Arctic　 Data　 Reports(不 定 期),　 Antarctic
Geological　 Map　 Series　 (不 定 期),　 Special　 Map　 Series　 of　the　 National　 Institute　 of　Polar　 Research　 (不 定 期),　 Catalog
(不 定 期),　 Glaciological　 Folio　 (不 定 期)が あ り,そ の 編 集 ・出 版 業 務 を 図 書 係 で 行 っ て い る 。 平 成8年 度 の 研 究 所
成 果 刊 行 物 を2)に,過 去5年 間 の 年 度 別 出 版 冊 数 お よ び 頁 数 を3)に 示 す 。
2)研 究所成果刊行物




Memoirs　 of　Nationa日nstitute　 of　Polar　 Research　 (　2冊)
　 Series　 E　 (Biology　 and　 Medical　 Science),　 No.　 39
　 Taxonomic　 study　 on　 Antarctic　 gastropods　 collected　 by　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expeditions,　 by　 H.
　 　 Numanami.　 243　 p.　 September　 1996.
　 Special　 Issue,　 No.　 51
　 Proceedings　 of　the　 International　 Symposium　 on　 Environmental　Research　 i 　the　 Arctic,　 ed.　by　 O.　 Watanabe.　 398　 p.
　 　 December　 1996.
Proceedings　 of　 the　 NIPR　 Symposium　(4冊)
　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology
No.10,174p.September1996
　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Antarctic　 Geosciences
No.9,154P.October1996
　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Upper　 Atmosphere　 Physics
No.10,180P.Januaryl997
　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Polar　 Biology
　 　 No.　 10,　 201　 p.　 February　 l997
JARE　 Data　 Reports　 (8冊)
　 No.　 220　 (Ionosphere　 57):　 Records　 of　 radio　 aurora　 at　Syowa　 Station,　 Antarctica　 in　 l993　 and　 l994,　 by　 K　 Iwasaki,
　 　 T.　Yamaguchi　 and　 K.　 Igarashi.　 18　 p.　 March　 1997.
No.　 221　 (Meteorology　 31):　 Antarctic　 climate　 research　 data,　 Part　 6.　 Aerological　 so皿ding　 data　 at　Asuka　 Station,
　 　 Antarctica　 from　 January　 l989　 to　 October　 l991,　 by　 S.　Kaneto,　 N.　 Azuma,　 S.　Meshida,　 A.　 Iwasaki,　 Y.　 Sukegawa
　 　 andT.Yamanouchi.　73　 p.　 March　 1997.
　 No.　 222　 (Seismology　 31):　 Seismological　 bulletin　 of　Syowa　 Station,　 Antarctica,　 1995,　 by　 T.　Tanaka　 and　 M.　 Kanao.
103p.March!997.
　 No.　 223　 (Glaciology　 26):　 Glaciological　 data　 collected　 by　 the　 36th　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition　 during
　 　 1995-1996,　 by　 N.　Azuma,　 T.　 Kameda,　 Y.　Nakayama,　 Y.　 Tanaka,　 H・　Yoshimi,　 T・　Furukawa　 and　 Y・　Ageta・ 　83　 P・
　 　 March　 l997.
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No.　 224　 (Marine　 Biology　 28):　 Plankton　 samplillg　 on　 board　 Shirase　 in　 l983-1996　 -　 NOPRAC　 standard　 net
　 samples,　 by　 K.　Takahashi,　 A.　 Tanimura　 and　 M.　 Fukuchi.　 35　 p.　 March　 l997.
No・ 　225　 (UPPer　 Atmosphere　 Physics　 l5):　 UpPer　 atmosphere　 physics　 data　 obtained　 at　Syowa　 Station　 in　 1995,　by
　 T.　Arisawa,　 Y.　Kato,　 K.　Ohtaka,　 Y.　Inamori,　 M.　 Kaneko　 and　 M.　 Taguchi.　 204　 p.　 March　 l997.
No.　 226　 (Ionosphere　 58):　 Radio　 observatioIl　 data　 at　Syowa　 Station,　Antarctica　 during　 l995,　 by　 K.　Inamori　 and　 M.
　 Ichinose.　 181　 p.　 March　 l997.
No・ 　227　 (Ionosphere　 59):　 Records　 of　radio　 aurora　 at　Syowa　 StatioI1,　Antarctica　 in　 1995　 and　 l996,　 by　 K.　 Inamori,
　 K.　Ohtaka　 and　 M.　 Ichinose.　 27　 p.　 March　 1997.
NIPR　 Arctic　 Data　 Reports　 (　2冊)
　 No.　 1　:　Meteorological　d ta　 at　 Japanese　 Ny-Alesund　 observatory,　 Svalbard　 ill
　 　 Nakanishi,　 M.　 Wada　 and　 T.　Yamanouchi.　111　 p.　 December　 1996.
　 No.　 2　:　Meteorological　d ta　 at　 Japanese　 Ny-Alesund　 observatory,　 Svalbard　 in
　 　 Nakanishi,　 M.　 Wada　 and　 T.　Yamanouchi.　177　 p.　 December　 l996.
1992and1993,byS.Aoki,Y.
1994and1995,byS.Aoki,Y.
Antarctic　 Geological　 Map　 Series




平成4年 度 平成5年 度 平成6年 度 平成7年 度 平成8年 度i
冊数(頁 数) 冊数(頁 数) 冊数(頁 数) 冊数(頁 数) 冊数 頂敏い
南極資料 3(424) 3(368) 3(293) 3(375) 3(690)
Memoirs　 NIPR 1(107) 2(641)i
Proceedings　 NIPR 5(921) 6(1409)5(1049) 5(1174)4(709)1
Symposium 1
JARE　 Data　 Reports 10(814) 7(749) 9(1226) 12(1699) 8(724)1
NIPR　 Arctic　 Data　 Reports 2(288)1











珊.一 般 業 務
1.諸 会 議
1)評 議 員 会
研究所の事業計画その他管理運営に関する重要事項 について所長に助言する。
第12期 評議員名簿 (任 期7.9.29～9.9.28)
秋田谷 英 次 北海道大学低温科学研究所長 下 鶴 大 輔 東京大学名誉教授
秋 葉 鎌二郎 前宇宙科学研究所長 菅 原 寛 孝 高エネルギー物理学研究所長
秋 本 俊 一 東京大学名誉教授 田 中 昌 一 働 日本鯨類研究所顧問
有 馬 朗 人 文部省学術顧問,理 化学研究所理事長 田 中 正 之 東北大学理学部長
奥 島 孝 康 早稲田大学総長 中 根 千 枝 働民族学振興会理事長
久 城 育 夫 岡山大学固体地球研究セ ンター長 中 村 洗 二松学舎大学教授
國 分 征 名古屋大学太陽地球環境研究所長 樋 口 敬 二 中部大学教授
小 平 桂 一 国立天文台長 平 野 哲 也 東京大学海洋研究所長
坂 元 弘 直 国立科学博物館長 松 田 達 郎 国立極地研究所名誉教授























極地観測の実施その他の研究所の運営に関する重要事項で所長が必要 と認める ものについて所長の諮問に応 じる。
第12期 運営協議員名簿(任 期7.9.29～9.9.28)
荒 木 徹 京都大学大学院理学研究科教授 小 野 延 雄 1国立極地研究所教授
小 川 忠 彦 名古屋大学太陽地球環境研究所教授 内 藤 靖 彦 国立極地研究所教授
川 口 弘 _' 東京大学海洋研究所教授 江 尻 全 機 国立極地研究所教授
坂 本 亘 京都大学農学部教授 白 石 和 行 国立極地研究所教授
瀬 川 爾 朗 東京大学海洋研究所教授 渡 邉 興 亜 国立極地研究所教授
武 田 喬 男 名古屋大学大気水圏科学研究所教授 佐 藤 夏 雄 国立極地研究所教授
野 上 道 男 東京都立大学理学部長 福 地 光 男 国立極地研究所教授
平 山 善 吉 日本大学理工学部教授 神 沼 克 伊 国立極地研究所教授
廣 井 美 邦 千葉大学理学部教授 藤 井 理 行 国立極地研究所教授
前 晋 爾 北海道大学工学部教授 LI」 内 恭 国立極地研究所教授


















3)南 極 地 域 資 源 特 別 委 員会
(1)南 極鉱物資源特別委員会
所長の諮問に応じ,南極地域の鉱物資源に関する諸問題を調査審議する。







所長の諮問に応 じ,南 極損石の研究計画に関する事項その他南極阻石に関する事項 について調査審議する。
6)氷 床 コア研究委員会













六 設営専門委員会(機 械分科会,建 築分科会,通 信分科会,航 空分科会,食 糧分科会,(設 営連絡会))
10)極 地観測隊員健康判定委員会
所長の諮問に応 じ,極 地において極地観測及びこれに付随する業務 に従事する者,及 びその候補者等の健康に
関する事項について調査審議する。
11)極 地観測記録映画作成委員会



































2.職 員の外 国 出張 等
1)外 国 出 張
藤井理行 教 授,




堤 雅 基 助 手
8.1.10～10.10オ ー ス トラ リ ア
古 川 晶 雄 助 手





門倉 昭 助 手
8.3.24～9.18連 合王 国
船 木 實 助教授





8.3.30～4.15ア メ リカ合衆 国
小 野延雄 教 授
8.4.16～4.28ブ インラン ド共和 国
佐藤夏雄 教 授
前田千尋 会計課長












南極 ハ レーベ イ基地HFレ ー ダー デー タと 「あけ ぼの」











鷲 塚 壽 管 理 部 長
8.5.5～5.12
平 澤 威 男 所 長
8.5.19～5.23




























橋 田 元 助 手
8.7.14～8.19














デ ンマー ク王 国
連合王国
ノル ウェー王国
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小 島 秀 康 助 教 授
8.7.20～7.29
大 山 佳 邦 助 教 授
8.7.21～8.2
牛 尾 収 輝 助 手
8.7.24～8.13
土 井 浩 一 郎 助 手
8.7.30～8.4
福 地 光 男 教 授
8.7.31～8.8
佐 藤 夏 雄 教 授
8.7.31～8.10
渡 邉 興 亜 教 授
8.8.1～8.15
大 塚 英 明
8.8.3～8.12
内 藤 靖 彦 教 授
8.8.3～8.18
白 石 和 行 教 授
8.8.3～8.18
小 野 延 雄 教 授
8.8.4～8.11
神 田 啓 史 教 授
8.8.4～8.31
山 岸 久 雄 助 教 授
8.8.12～8.18







































船 木 實 助 教 授
8.8.16～8.28
山 内 恭 教 授
8.8.18～8.22
平 澤 威 男 所 長
8.8.19～8.24
前 田 千 尋 会 計 課 長
8.8.19～8.25
加 藤 明 子 助 手
8.8.23～9.7
佐 藤 夏 雄 教 授
8.8.25～9.15
岡 田 雅 樹 助 手
8.9.2～9.25
江 尻 全 機 教 授
岡 野 章 一 教 授
8.9.7～9.13
江 尻 全 機 教 授
8.9.14～9.24
福 地 光 男 教 授
8.9.17～9.24
工 藤 栄 助 手
8.9.18～9.23
福 地 光 男 教 授
8.10.19～10.30







デ ンマ ー ク王国
ア イスラ ン ド共和国















カスプ帯 とオーロラ帯2対 共役点観測による太陽風エ ネ
ルギー流入過程の研究


















原田 建 庶 務課長
8.10.25～11.1ス ウェーデ ン王 国 欧州非干渉散乱 レーダ科学協会　(EISCAT)　 財務委員会
出席及び今後の財務委員会に関する事務打合せ
岡野章 一 教 授,
岡 田雅樹 助 手






加藤 明子 助 手,
吉 田治郎 設営 総括係長
8.11.14～9.3.28南極地域 南極地域における観測調査(第38次 南極地域観測隊 ・夏
隊)
山内 恭 教 授,
本 山秀明 助 手,
平沢 尚彦 助 手,
金尾 政紀 助 手




8.ll.15～11.21中 華 人民共和 国 日本 と中国の今後の極域共同研究 に関する打合せ
森 本 真 司 助 手
8.ll.19～ll.30 ノル ウェー王 国 スピッツベルゲンでの気象観測
宮 岡 宏 助 教 授
8.12.3～12.21 デ ンマー ク王 国 カスプ帯 とオーロラ帯2対 共役点観測による太陽風エネ
ルギー流入過程の研究
岡野章 一 教 授,
行松 彰 助 手
8.12.11～12.21ブラジル連邦共和国 地球磁場減少に伴う環境変動の研究
白 石 和 行 教 授
8.12.31～9.3.24南 極 地 域 東南極大陸の地殻形成過程の研究(南 極条約に基づ く交
換科学者)
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和 田 誠 助 教授
9.2.1～2.16




渡 邉研 太郎 助 教授
9.2.23～3.9
福 地 光 男 教 授
9.2.25～2.28
宮 岡 宏 助 教 授
9.2.26～3.31
福 地光男 教 授,
工藤 栄 助 手
9.3.1～3.9
塩 原匡貴 助 教授
9.3.2～3.9
佐 藤夏雄 教 授
9.3.4～3.15




渡 邉 興 亜 教 授
9.3.11～3.19






























SUperDARNレ ー ダー を用 いた極 域電 磁 圏 ダ イナ ミクス
の研 究
環北極雪氷圏気候 ・環境変動研究









9.3.11～3.19ス ウェー デ ン王 国
連合 王国
神沼克伊 教 授,
伊藤 房 事務部 長,
柴野浩 成 専 門職員
9.3.16～3.24 オ ー ス トラ リ ア
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド
神 田啓 史 教 授




金 尾 政 紀 助 手
8.7.21～7.31オ ー ス トラ リ ア
澁 谷 和 雄 教 授
8.7.22～7.27オ ー ス トラ リ ア
澁谷和 雄 教 授
8.7.30～8.4ア メ リカ合衆 国









和 田 誠 助 教授
8.8.16～9.10ス イス連邦




牛 尾 収 輝 助 手
8.11.19～11.28ノ ル ウ ェ ー 王 国








VLBI・ 合成開口 レー ダー干渉処理 システム研究打合せ
及び会合出席
環境変化によってもた らされた生態系変動の研究
SCAR総 会出席 ・人工地震 ワー クシ ョップの ため
雪 と降水国際会議(ICCP)及 び核形成 と大気エアロゾ
ル国際会議(ICNAA)出 席
環境変化によって もたらされた生態系変動の研究及び第
5回 ヨーロッパ野生生物テ レメ トリー会議出席












アル フ エ ゲ ラン ド　(Alv　Egeland)
オス ロ大学物理 学部 ・教授
平 成8年1月10日 ～平成8年4月9日
北 極域 にお ける オー ロラ現 象 に関す る研 究








シ グファス ヨハ ン ジ ャンセ ン　(Sigfus　J6hann　 Johnsen)
アイス ラ ン ド大 学 ・教授
平 成8年10月3日 ～平成9年1月31日
グ リー ンラ ン ド氷 床 コアに関す る研究








サ イモ ン レー ハ ー レー　(SimonLeighHarley)
エ ジ ンバ ラ大学 ・リー ダー
平成9年1月20日 ～平成9年3月27日
東南 極大陸地殻 の形成過程 の研 究








トーマス フ リッシュ　(Thomas　 Frisch)
カナ ダ地質調査所 ・研 究官
平成9年2月3日 ～平成9年6月2日
カナ ダ北 極圏,ブ ーチ ア上昇帯 の岩石学 的 ・地球化 学的研究

















中国極地研 究所 ・助 手
平成8年6月24日 ～平 成8年7月23日







ヤ ン ロペル クデ ル　(Yan　Ropert-Coudert)
フランス科学 研究庁生理 生態エ ネルギー学研究 セ ン ター ・学生
平成8年7月19日 ～平 成8年8月20日
ペ ンギ ン類 の採食生態 に関す る研 究
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ジ ョンーブ ノワ シャラ ッセ ン　(Jean-Benoit　 Charrasin)
フ ランス科学研 究庁生理 生態エ ネルギー学研究 セ ンター ・学 生
平 成8年10月22日 ～平成8年11月21日
ペ ンギ ン類 の採 食生態 に関す る研究


































Dr.　BOVENG,　 P.　L.　(米 国国立海産哺乳動 物研究所次 席 プログ ラム リー ダー)
MICHEL,C.　 (ラバ ル大学研究生)
Dr.MITRA,A.　 (イ ン ド海洋開発局南 極観測 課主任科学官)
Dr.　CHADHA,　 R.　K.　(イ ン ド国立地球 物理研究 所研究 員)
ZWARTZ,　 D.　P.　(オ ー ス トラリア国立大 学研究生)
Dr.　KORSNES,　 R.　(ノ ルウ ェー極地研 究所主任研 究員)
Dr.ARKHIPOV,S.　 (ロ シア科学 アカデ ミー地理学研 究所主任研 究員)
Dr.　LIU,　X.　(デ ンバー大学研 究員)
Prof.　KHALTAR,　 D.　(モ ンゴル科学 ア カデ ミー地球物理学研 究セ ンター所長)
Dr.　KROEHL,　 H.　(米 国大 気海洋局 太陽地球物理 部長)
Prof.　RANGARAJAN,　 G.　(イ ン ド地球磁気 学研究所 教授)
董 兆乾　(Prof.　Dong　 Zhaoqian)　 (中 国極地研 究所長)
劉 瑞源　(Prof.LiuRuiyuan)　 (同 教授)
楊 忘草　(Mr.Yang　 Zhihua)　 (中 国南極観測事 務局計画 部門主任)
秦 為稼(Mr.　 Qin　Weijia)　 (同 科学技術 部門副主任)
Dr.　Choe　Seung-Min　 (韓 国海洋研究所研 究員)
揚 窓根　(Dr.YangHuigen)　 (中 国極地研究 所助手)
Mr.　DARGAVILLE,　 R.　(メ ルボ ル ン大 学学生)
Mr.　ROPERT-COUDERT,Y.　 (フ ラ ンス科 学研究庁 生理生態 エ ネルギー学 セ ン ター学 生)
Prof.　TYLER,　 A.　(ア ラス カ大学 海洋学部長)
Prof.　ALEXANDER,V.　 (同 大学海 洋学部教授)
劉 光 日　(Prof.YooKwang-II)　 (漢 陽大学校 教授)
Prof.　STAUFFER,　 B.　(ベ ル ン大学教授)
楊 恵根(Dr.YangHuigen)　 (中 国極地研 究所助 手)
Prof.　BRANAGAN,　 D.　E　 (シ ドニ ー大 学名誉研究 員)
Prof.CHASHECHKIN,Y.　 (ロ シア科学 アカデ ミー力学問題研 究所教授)
Dr.　JAGATILEKE,　 S.　(セ イロ ン科学技術研 究所研究 員)
Dr.　FERRARIO,　 M.　(ラ プ ラタ国立大学研 究 員)
Dr.URCIUOLI,A.　 (ラ プラ タ国立大学研 究員)
Dr.　BARNES,　 R.　(ジ ョンズホプキ ンス大 学応用物理研 究所研究 員)
Dr.HERBER,A.　 (ア ルフ レ ッ ド・ウ ェゲ ナー極 地海洋研 究所研究員)
Dr.　LEWIS,　 R.　(英 国南 極調査所 主任研究 員)
Dr.　TREMBLAY,　 J.　E.　(ラ バル 大学)
Mr.　TOLLEFSEN,　 1.　E.　(セ ー ルロ ンダー ネ国際 登山隊登 山家)
PINNOCK,M.　 (英 国南 極調査所 主任研究 員)
Dr.　DUDENEY,　 J.　(英 国南極調 査所研究 部長)




















Prof.　DOWDESWELL,　 J.　A.　 (ウ ェ ー ル ズ 大 学 地 球 科 学 研 究 所 氷 河 学 セ ン タ ー 長)
Prof.　SAVATYUGIN,　 L.　(ロ シ ア 北 極 南 極 研 究 所)
Prof.　SMITH,　 R.　(ア ラ ス カ 大 学 地 球 物 理 学 研 究 所 教 授)
Prof.　EGELAND,A.　 (オ ス ロ 大 学 教 授)
Dr.　BENDER,　 M.　 (ロ ー ドア イ ラ ン ド大 学 准 教 授)
Dr.　DUDENEY,　 J.　(英 国 南 極 調 査 所 研 究 部 長)
Prof.　EL-SAYED,S.　 Z.　(テ キ サ スA&M大 学 教 授)
Prof.　TILBROOK,　 B.　 (オ ー ス トラ リ ア 科 学 産 業 研 究 機 構 教 授)
BOOTH,　 C.　R.　 (バ イ オ ス フ ェ リ カ ル 株 式 会 社 研 究 部 長)
KiIn　Suam　 (韓 国 海 洋 研 究 所 主 任 研 究 員)
GERNANDT,　 H.　 (ア フ フ レ ッ ド ・ウ ェ ゲ'ナ ー 極 地 海 洋 研 究 所 研 究 員)
ALLISON,1.　 (オ ー ス トラ リ ア 南 極 局 研 究 員)
PENHALE,P.　 (米 国 科 学 財 団 プ ロ グ ラ ム マ ネ ー ジ ャ ー)
劉 瑞 源　 (Prof.　Liu　Ruiyuan)　 (中 国 極 地 研 究 所 教 授)
Prof.　PREZELIN,　 B.　B.　 (カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 教 授)
Prof.　GAUTIER,　 C.　 (カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 教 授)
RADIONOV,V.　 (ロ シ ア 北 極 南 極 研 究 所 研 究 員)
MARCHANT,H.J.　(オ ー ス トラ リ ア 南 極 局 研 究 部 長)
Prof.　BASTOS-RAMOS,　 W.　P.　(サ ン パ ウ ロ バ ウ リ ス タ 総 合 大 学 教 授)
Prof.　MITICHELL,　 B.　G.　 (カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 ス ク リ プ ス 海 洋 研 究 所 教 授)
Dr.　KAUP,　 E.　(エ ス トニ ア 地 質 学 研 究 所 研 究 員)
Dr.SHIVAJI,S.　 (細 胞 分 子 生 物 学 研 究 所 研 究 員)
Dr.　WADHAMS,　 P.　(ケ ン ブ リ ッ ジ 大 学 ス コ ッ ト極 地 研 究 所 リ ー ダ ー)
Dr.　QUINTANAR,　 A.　T.　 (サ ン チ ア ゴ ・デ ・コ ン ポ ス テ ラ 大 学 理 学 部 助 手)
Mr.　 FERNANDEZ,　 J.　A.　T.　 (サ ン チ ア ゴ ・デ ・コ ン ポ ス テ ラ 大 学 理 学 部 学 生)


















丁 亨斌　(Prof.　Cheong　 H.)　(釜 慶大学校 教授)
劉 光 日　(Prof.YooKwang-II)　 (漢陽大 学校教授)
Prof.　MARTIN,　 S.　(ワ シ ン トン 大ー学 海洋学部教授)
Prof.　TANG,K.　 (中 国地球物理研 究所教授)
Prof.XU,W.　 (中 国地球物 理研究所教授)
Prof.　ENGEBRETSON,　 M.　J.　(オ ウグスバ ーグ大 学物理学科教授)
Prof.BRIGHAM,L.　 (ナ バ ル大学教授)
Prof.　BRIGHAM,　 L.　(ナ バ ル大 学教授)
Prof.　ELVEN,　 R.　(オ ス ロ大学植物†事物 館教授)
Prof.　BROCHMANN,C.　 (オ ス ロ大学 植物博物 館教授)
Dr.ELVEBAKK,A.　 (ト ロム ソ大学助 教授)
Dr.　ROBERTSON,　 G.　(オ ース トラ リア南極局研 究員)
Dr.LEMAHO,Y.　 (フ ラ ンス科学研究庁 生理生態 エ ネルギー学研 究 セ ンター所長)
Dr.　BOST,　 C.　(フ ランス科学研 究庁生理 生態エ ネルギ ー学 セ ンター研究 員)
Prof.MOEN,J.　 (ス バールバ ル大学 教授)
Prof.　BREKKE,A　 (ト ロム ソ大 学教授)
Dr.HANDRICH,Y.　 (フ ランス科学研 究庁生 理生態エ ネルギ ー学研 究セ ンター研 究員)
Dr.ORLISKY,0.　 (ス ロバキ ア科学 アカデ ミー地球物理 学研究所研 究員)
Dr.　KLOKOV,　 V.　(ロ シア北極南 極研究所南 極観測 隊次長)




























































































































教 授(客 員)植 物生態学
助教授(客 員)藻 類分類学
(極地設営工学研究部門)



































































































































































































































神 田 啓 史(寒 冷生物学第一研究部門教授)
山 内 恭(北 極圏環境研究センター教授)
江 連 靖 幸(管 理部会計課経理係)
平成8年6月16日
[配置換]
事業部観測協力室設営第一一係主任 森 田 知 弥(事 業部観測協力室設営第二係主任)
平成8年7月2日
[死 亡]
鷹 野 和 夫(管 理部会計課総務係長)
平成8年8月16日
[配置換]
管理部会計課総務係長 梅木川 敏(事 業部事業課企画係長)
平成8年9月1日
[昇 任]




















































































































































































教官系連絡会,海 水圏生物総合研究,　SIPENS調 査結果に関する研究小集会特別展 「南極展(仮 称)」
実行委員会(国 立科学博物館)
SCS事 業記念式典











































































































極域気水圏環境のリモー トセンシングに関する研究小集会,研 究談話会,航 空分科会,総 研大 ・極域
科学専攻委員会















































第34会 評議員会(東 條インペ リアルパレス)







北極圏環境研究センター運営委員会,総 研大 ・評議会,学 位授与式
総研大 ・教育研究情報資料セ ンター運営委員会
運営会議,第13回 北極科学研究推進特別委員会
第37次 越冬隊 ・第38次 夏隊帰国(成 田)
第37次 越冬隊 ・第38次 夏隊帰国歓迎会(東 條 インペ リアルパ レス)
文部省永年勤続者表彰伝達式,小 野企画調整官退官記念講演
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国 立 極 地 研 究 所
〒173-8515
東京 都板 橋 区加 賀1丁 目9番10号
電話03(3962)4712番(代 表)

